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本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　草木も眠る午前二時。

　街全体が寝静まっている中、ヘルヴァイツ新公国の首都イエッセル郊外にある一軒家では、二人の少女がバタバタと忙しくしていた。

「これでお母さんの資料は全部……あとは、部品パーツをできるだけ詰めて……」

　自宅の作業部屋で、カノンはダンボール箱にノートやオートマタの部品パーツを詰めていく。普段、綺き麗れいに梳とかされている銀髪は長時間の作業で乱れていた。幼さの残る顔には疲労が色濃く滲にじみ、深い藍色の瞳は緊張から強い光を宿している。

　そこに、近付いてくる足音がした。

「カノンー！　持って行く服はこんな感じでいいー？」

　部屋に入ってきたのはリタだった。衣類の詰まったダンボール箱を抱えている。

　燃えるような紅あかい髪に、大粒のルビーを思わせる瞳。十六歳とは思えない色気を纏まとった少女は、家主であるカノンに箱の中を見せる。

　カノンはそれを一いち瞥べつして頷うなずいた。

「たぶん大丈夫」

「足りなかったら向こうに着いてから買いに行きましょ。山村でも服くらい売ってるわ。ちょっとデザインが田舎っぽいかもしれないけど」

「そうだね。そうする」

「日用品や家具なら山小屋に揃そろってるし、カノンがわざわざ持って行く必要はないから、安心してちょうだい」

　うん、と頷うなずいたカノンは、一瞬間を置いて言った。

「ありがとう、リタさん。わたしを匿かくまってくれて」

　カノンは今夜、夜逃げをしようとしていた。向かう先は、吸血鬼王ローゼンベルクのいる山村である。

　昨日行われた高校生オートマタコンテストは、波乱のうちに幕を閉じた。

　年に一度、国内の高校生技師の頂点を決めるコンテスト。そこで優勝するのはヘルヴァイツの高校生にとって憧れであり、カノンもまた、ある目的と決意を抱えてコンテストに挑んでいた。

　ハウエルズが春はる海みを殺し、《白びやく檀だん式しき》を暴走させたこと。彼が、生きた吸血鬼の脳をオートマタの材料としていること。

　コンテストに優勝することで、カノンたちは彼の罪を全世界に暴こうとしたのだ。しかし、それはハウエルズの策略により破綻してしまった。カノンは優勝を逃し、『虐殺技師』の汚名まで負わされそうになる。

　カノンたちの作戦は失敗したのだ。

　ハウエルズの罪を暴けなかった以上、彼の権力は維持される。世界最大のオートマタメーカーでヘルヴァイツの経済を牛ぎゆう耳じり、新公国軍でオートマタ部隊を統すべている彼は、カノンの日常を保障していた大公家とも繫つながっていた。

　このままだとカノンの身柄はハウエルズに押さえられてしまう。そう危惧したローゼンベルク王は、カノンに早急な夜逃げを提案したのだ。

「気にしなくていいわよ。今、ヴァンパイアは皆、住居を奪われて共同生活状態だし、カノン一人を受け入れるくらいわけないわ」

　首を振って言ったリタは、ただ、と申し訳なさそうになる。

「山小屋は狭いから、あまりたくさん荷物を持って行けなくて……」

「わかってる。とりあえず、ハウエルズさんに取られたくないお母さんの資料が優先だよね」

　カノンの気丈な声に、リタはこっそり安あん堵どの息を洩もらした。

　ダンボール箱を抱え直して言う。

「なら、衣類の箱はもう車に運んでおくわよ」

　紅あかい少女が踵きびすを返かえしたとき、「あっ」と声がした。

「待って。水ミ無ナ月ヅキの服も持って行かないと！」

　リタが凍りついた。

　手にしていた部品パーツを置いたカノンは、作業部屋に隣接している水ミ無ナ月ヅキの部屋を開ける。

「オートマタは汗をかかないとはいえ、最低限の着替えは必要だよね。水ミ無ナ月ヅキも新しい服でさっぱりしたいだろうし」

「──カノン、」

　硬い声を出したリタに構わず、カノンは水ミ無ナ月ヅキのクローゼットに歩み寄った。銀髪の少女はクローゼットを開けて「うわあ」と弾んだ声を上げる。

「いっぱいある……意外に水ミ無ナ月ヅキの服、買ってたんだ。最初は水ミ無ナ月ヅキ、服を買いに行っても『俺はいい。制服で十分だ』とか言って、選ぼうとしなかったんだよね。同じ服を何枚も買おうとしてたし。わたしがそれはヘンだよって言ったら服を替えるようにはなったんだけど、今度はそのセンスがほんとにひどくて」

　水ミ無ナ月ヅキの服を物色しながらカノンは饒じよう舌ぜつに語る。当時を思い出し、白銀の少女はクスクスと笑っていた。

　その背をリタは凝ぎよう然ぜんと見つめる。

　何も言うことができなかった。彼女には、何も。

「でも最近、学習したのかヘンな組み合わせで着なくなったんだよね。好みが出てきたのか、よくこのシャツ着てるし。……これくらいかな。リタさん、この服も箱に──」

　カノンは水ミ無ナ月ヅキの服を抱えて振り向く。その拍子にリタの腕に囲まれた。

「……リタさん……？」

　紅あかい少女はカノンを抱き締めていた。

　カノンはリタを見上げ、彼女の目元が潤んでいるのを認めた。負けん気の強い吸血鬼少女は、口を引き結んで涙を堪えている。

　冷たい夜気が漂う部屋で、リタは身を切るような思いでそれを告げた。

「その服はいらないわ、カノン。ミナヅキはもういないのだから」

　カノンが一瞬、固まった。

　白銀の少女はリタの腕に触れる。

「……そんなことないよ、リタさん。だって、水ミ無ナ月ヅキだよ？　水ミ無ナ月ヅキは必ず帰ってくる。捜せばきっと見つかるはず」

「捜すってどこをよ。カノンも見たでしょう。ミナヅキがヴィルヘルムのブラッディソードに吞のまれて、跡形もなくなるのを」

　高校生オートマタコンテストでカノンが調整した《ＨハーＷヴエー式しき》は、脳の持ち主であるヴィルヘルムの人格を呼び覚ました。自我を取り戻したヴィルヘルムは魔術ブラッディソードを使い、水ミ無ナ月ヅキはその存在と引き換えにカノンを守った。

　カノンとリタの目の前で水ミ無ナ月ヅキは消失したのだ。

「《白びやく檀だん式しき》には生きてる脳が使われてるんでしょ。それは複製できないわ。ミナヅキは二度と戻らないのよ！」

　波打つ紅あか髪がみを振って、リタは語気を荒くする。

　カノンは口元を緩めた。

「そんなことない……水ミ無ナ月ヅキは戻ってくる。いつもそうだった。どんなにボロボロになっても、必ずわたしの元に戻ってきて──」

　唐突にカノンの目から一粒、涙が零こぼれた。

　それをきっかけに彼女の涙腺は決壊する。

　深い藍色の瞳から止めどなく雫しずくが溢れていく。まるで夕立ちを受けたように、カノンの腕の中にある水ミ無ナ月ヅキの服が濡ぬれていった。

「……だって、結婚しようって言ってくれたの。やっと恋愛感情をわかるようになって、わたしのために吸血鬼に戻るって言ってたのにっ、それでいなくなるわけない……！」

　震えるカノンの手。その薬指には、指輪が嵌はまっている。

　水ミ無ナ月ヅキがカノンに贈った、永遠の愛を形にしたもの。

　白銀の少女は懸命に笑おうとしていた。泣いてしまったら、水ミ無ナ月ヅキが戻ってこないのが確定してしまうようで、彼女はずっと涙の一つも流していなかったのだ。

　戦慄わななく唇で、嗚お咽えつを堪こらえて、カノンは声を張り上げる。

「プロポーズしておきながらっ、いなくなるなんて許さないっ！　水ミ無ナ月ヅキが修理できないはずがないっ。絶対、水ミ無ナ月ヅキは帰ってくるのっ！　水ミ無ナ月ヅキは──!!」

「わかったわ、カノン。わかったから……！」

　ダダをこねる子供みたいに叫ぶカノンを、リタは強引に抱き寄せた。カノンもまた、泣きじゃくりつつリタにしがみつく。

　水ミ無ナ月ヅキへの想おもいを共有する二人は、同じ喪失感を味わっていた。

　カノンの背を撫なでていたリタはやがて言う。

「急ぎましょう。夜が明けると動きにくくなるわ」

　洟はなを啜すすったカノンはこくり、と頷うなずいた。手にしていた水ミ無ナ月ヅキの服に目を落とす。そこから一枚だけシャツを選び取った。それは水ミ無ナ月ヅキが最も好んで着ていたものだ。

　衣類のダンボール箱にそのシャツを入れる。リタも今度は何も言わなかった。

　一時間後。

　カノンとリタ、それとダンボール箱をいくつか積んだ車は出発する。運転用オートマタが運転する車に免許はいらない。行き先を告げるだけである。

　しんしんと雪の降りしきる夜、カノンはリタに護衛され、生まれ育ったイエッセルを密ひそかに離れた。
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　アルプスの山々に囲まれたヨーロッパの小国、ヘルヴァイツ。その南部、国境線に程近い山小屋、シャレーの寝室でカノンは目を覚ました。

　登山客やスキー客用に作られた安価な宿だ。寝室は全員共同で、簡素な二段ベッドがいくつも並んでいる。

　深夜にリタと共に車で自宅を出たカノンは、軍事用オートマタ《ＨハーＷヴエー式しき》の包囲網を強行突破した。イエッセルの至る所では《ＨハーＷヴエー式しき》が目を光らせていた。コンテストに侵入してきたリタたち吸血鬼を狩るためである。

　それらをリタのブラッディソードで吹き飛ばし、カノンたちは明け方、このシャレーに到着した。車で行ける場所はここが限界だったのだ。ローゼンベルク王が住むシャレーには徒歩で山を登る必要がある。

　吸血鬼のリタは山登りなど造作もないが、人間のカノンはそうはいかない。ただでさえ波乱万丈のコンテストを終え、直後の夜逃げなのだ。徹夜で山登りは体力的に厳しく、ベッドの空きが一つだけあった麓ふもとのシャレーに二人は宿泊した。

　見慣れない天井をカノンは寝ねぼけ眼まなこで見る。

　同じベッドのすぐ横にはリタが寝ていて、ムニャムニャと寝言を言っていた。

　カーテンからうっすら洩もれてくる光は、時刻が昼だと告げている。

「……いけない。水無月を起こさないと」

　はっとしてカノンは起き上がった。

　水ミ無ナ月ヅキは所有者マスターの声紋でしか起動命令ウエイクアツプできない。カノンが寝坊すれば、必然的に水ミ無ナ月ヅキも寝坊してしまうのだ。

　カノンが水ミ無ナ月ヅキと過ごした期間は五か月。それ故の習慣だ。

　温かい布ふ団とんからいそいそと抜け出したカノンは、そこで動きを止める。

　止めざるを得なかった。

　──ああ、そっか。水ミ無ナ月ヅキはもう……。

　現実を思い出してしまい、じわりと視界が滲にじむ。

　世界が幾重にもなって、頰に冷たいものが伝った。

　空っぽの二段ベッドの群れを眺め、カノンは独り、涙する。

　心臓を真綿でぎりぎりと締め付けられているようだった。喪失感。苦しくて、辛つらくて、胸が痛い。

　おかしいな、と思う。

　水ミ無ナ月ヅキと出会う前は、何年も一人で生活していた。

　独りには慣れているはずだった。それなのに。

「……っ……！」

　涙が止まらない。

　水ミ無ナ月ヅキに帰ってきてほしい。あのどうしようもなく無愛想な顔が見たい。戦うことしか知らない腕で不器用に抱き締めてほしい。それで、「どうして泣いているんだ？」なんてバカな質問をしてほしい。

「……水無、月……」

　布ふ団とんに蹲うずくまり、ボロボロと泣きながら銀髪の少女は小さく彼を呼ぶ。応える者はない。所有者マスターの声紋でも、存在しないチップには届かない。

　ムニャムニャとリタが寝返りを打つ気配がして、カノンは急いで頰を両手で拭った。チラ、と横を窺うかがう。

　……まだリタは起きないみたいだ。

　顔を洗ってこよう、とカノンは思う。これから世話になるリタに、あまり心配はかけられない。吸血鬼は吸血鬼で大変な状況なのだ。

　イエッセル条約破棄によって、ヘルヴァイツでの吸血鬼の人権は失われた。吸血鬼は全員、国外追放となり、行くあてのないローゼンベルク王たちはアルプス山脈のシャレーに分散して当座を凌しのいでいるとのことだった。

　寝室の狭い階段を降りて、カノンは手洗い場へ向かう。雪解け水のように冷たい水で顔を洗うと、泣き腫らした目ま蓋ぶたの熱が引いていくのを感じた。

　洗顔を終え、カノンは食堂を覗のぞく。

　その隅、暖炉の傍そばではイスにかけた女性が編み物をしていた。エプロンをした豊満な身体からだつきは女主人という言葉を彷ほう彿ふつとさせる。

　ふと、彼女の大きな目がこっちを向いた。

「おや、もう起きたのかい？」

　言いつつ、彼女は時計を見み遣やる。まだ正午になっていなかった。カノンは四時間ほどしか寝ていない。

「悪かったねえ、ベッドが一つしか空いてなくて。窮屈であまり寝付けなかっただろう」

「いえ、泊めていただいてありがとうございます」

　慌ててカノンは首と手を振る。

「ただその、辛つらいことがあったので、目が覚めてしまって……」

　少女の暗い様子に、女主人は同情的な眼まな差ざしになった。

「明け方にリタ様と駆け込んで来るくらいだ。あんたも逃げてきたんだろう。反吸血鬼の連中から」

「そう、ですね……」とカノンは俯うつむいた。カノンは吸血鬼ではないが、吸血鬼の絶滅を企たくらむハウエルズから逃げてきたのだ。噓うそではない。

　女主人は編み物を置いて立ち上がった。

「朝食を用意するよ。テーブルについときな」

「そんな、お構いなく……！」

「遠慮することはないよ。食事はちゃんと摂とっときなさい」

　女主人がキッチンへ行ってしまい、カノンは食事を固辞する機会を逃した。遠慮というより、食欲自体がなかった。

　やがてカノンの前に皿が置かれる。ライ麦のパンとチーズ、ハムだ。そこに甘い香りのするホットミルクが添えられる。

　食欲は湧かなかったが、カノンはお礼を言ってパンを取った。自家製らしいチーズを載せて食べると、パンの硬さもあまり気にならない。素朴な味わいはどこか懐なつかしさすら感じられる。

「あの、皆さんはどちらへ行ったんでしょう？」

　塩気のきついハムをパンと一緒に食べながらカノンは訊きいた。

　ヘルヴァイツの居住区から追い出された吸血鬼はシャレーに住んでいると聞いた。けれど今、誰もいないのはどういうわけなのか。

　編み物に戻っていた女主人は言う。

「皆は山を下りて街へ買い出しに行ってるよ。どのシャレーも満員だからね。大量の物資を買い集めなけりゃならない。夕方までには皆、戻ってくるさ」

「そうなんですね……大変……」

　山中では食料や日用品などを自給自足できない。近くの街から買ってきて運ぶ必要がある。

　思わず洩もらしたカノンに、女主人は朗らかに笑った。

「大変なのは今だけだよ。すぐにあたしらの王様が何とかしてくれる」

　人間に排斥されて居住区を追い出されたはずなのに、女主人に憂いはなかった。ローゼンベルク王に寄せる全幅の信頼が窺える。

「あんたもローゼンベルク王の庇ひ護ごに入ったのなら、心配はいらないよ。あの王様はちゃんとあたしらのことも考えてくれるからね」

　ブロロとエンジン音がして、女主人の目が窓に向いた。

「ああほら、話してたら帰ってきた」

　カノンもつられて外を見ると、物資を積んだ小型トラックが何台もやってくる。停車したトラックから降りた人たちは協力して積み荷を運び始めた。

　カノンはぱちぱちと瞬またたく。

「あれ、なんで？　どうして皆、日光を浴びても平気なんですか？」

　外は快晴で、真昼の太陽が燦さん々さんと照りつけている。その中、多くの人が帽子もかぶらず作業をしていた。

　晴れた日だとリタは日傘やフードをかぶっていたのに、とカノンが首を傾かしげていると。

「あんた、あたしらが吸血鬼だと思ってたのかい？」

　呆あきれたような声がして、女主人に肩に手を置かれた。その手の温かさにカノンは驚く。

　言われてみれば、女主人の瞳孔は綺き麗れいなアッシュブルーをしている。吸血鬼特有の赤い瞳ではない。

「今、このシャレーには人間しかいないよ。吸血鬼はもっと山奥に集まって戦争の準備中さ」

「え、なんで人間なのに、吸血鬼に協力して……？」

　吸血鬼王の庇ひ護ご下にあるイコール吸血鬼、だと思っていた。そこに人間が含まれていたのはカノンにとって驚きである。

「なんでって、決まってるじゃないか。あたしらは彼らの家族だからさ」

　家族、と反はん芻すうしたカノンに、女主人は微ほほ笑えむ。

「旦那が吸血鬼なのさ」

　ああ、とカノンは掠かすれた声を洩もらしていた。

　イエッセル条約が締結されていた期間は七年。その間に、種族の壁を越えて結ばれた人たちがいるのだ。

　カノンの胸に鈍い痛みが走る。

「イエッセル条約破棄であたしの旦那はヘルヴァイツにいられなくなっちまった。だけど、条約がなくなったからって家族の絆きずなまでなくなりはしないだろ？　それであたしたちはローゼンベルク王を頼った。人間も吸血鬼も関係なく受け入れてくれる王様に庇ひ護ごを求めたのさ。この付近のシャレーにいるのは、そういう人間たちばかりだよ」

　女主人の目がカノンの左手に留まった。

　正確には、その指輪に。

「あんたもそうじゃないのかい？」

　カノンは目を落とした。女主人の視線から指輪をそっと隠す。

　そうです、とは言えなかった。







　夕方になって、空がグラデーションを描き始めた頃。リタはようやく起きてきた。

「ふああ、おはようカノン。早いわね」

　欠伸あくび混じりに言う少女はまだ眠そうだ。波打つ髪も整えられていない。

　カノンが苦笑していると、女主人が言う。

「リタ様、補給部隊が来ましたよ」

　窓の向こうには雪山から下ってくる一団がいた。大きめのローブを纏まとった吸血鬼である。

「みんなが来たのね。出迎えてくるわ」

　彼らを目にするなり、リタはローブを羽織って勢いよく飛び出していく。カノンもそれを追って外に出た。

　途端に真冬の冷気に当てられて身震いする。

　リタは一団に向かって大きく手を振っていた。真紅の髪が風に靡なびき、色彩の少ない情景でよい目印になっている。

　紅あかい少女はカノンに気付いて言った。

「今日はカノンも補給部隊と一緒に山登りよ。わたくしたちのシャレーに向かうからね」

　うへえ、と白銀の少女は弱気な顔になる。彼女は体力にはめっぽう自信がないのだ。聳そびえる雪山を遠い目で見上げる。

「はあー山登りかあ……ほんとに登らないとダメ？」

「ダメよ、カノンはまだハウエルズに狙われてるかもしれないんだから。わたくしたちの傍そばにいたほうが安全だわ」

　吸血鬼最大の戦力である王族の近くが安全という道理はわかる。カノンは諦めて肩を落とした。

「大丈夫よ、わたくしがついてるわ。やってみると山登りも意外と楽しいわよ」

「ええー、そうかなあ」

　リタに言われてもカノンは半信半疑だ。

　大きなソリを引いてやってきた吸血鬼の一団は、大量の物資をそこに載せていく。辺りは物品をやり取りする人間と吸血鬼で賑にぎやかになっていた。手紙を受け渡す者や、話に花を咲かせる者もいる。

　カノンはその光景に驚いていた。学校でも、イエッセルの街でも、人間と吸血鬼がこれだけ親しくするところは見たことがなかったのだ。

　リタがカノンに寄ってきて、説明する。

「人間が街で買ってきた物資を、こうしてヴァンパイアがソリで各シャレーに運んでいるのよ。完全分業制ね。イエッセル条約が破棄されてから、毎日これをやってるわ」

「吸血鬼の人たちは力持ちだもんね」

「それもあるけど、街で買い物するのは人間にしかできないのよ。どこに《ＨハーＷヴエー式しき》がいるかわからないから」

　ハウエルズが作った軍事用オートマタ《ＨハーＷヴエー式しき》はヘルヴァイツ全域に導入されつつある。軍事用オートマタと言いつつ、その実態は、吸血鬼捕獲用オートマタだ。

　体温の低い吸血鬼を瞬時に見抜くためのサーモグラフィ。吸血鬼が使う、十秒間だけ姿を消せる魔術〈霧ネー化ベル〉を封じるミスト。それらを備えた《ＨハーＷヴエー式しき》と戦うのは、吸血鬼にとって分が悪い。

「人間の協力なしに現状は維持できないわ。お父様を始めとしてヴァンパイアの皆は感謝しているのよ。新公国に逆らってまで、わたくしたちの味方でいてくれる人間たちに」

　雪原の中、人間と吸血鬼が入り混じる情景をカノンはじっと眺めていた。







　カノンがリタや補給部隊と雪山を登ること数時間。

　登山ストックをついて急きゆう勾こう配ばいを進むカノンは、今にも倒れそうなほど息を切らしていた。

「ぜえ、はあ、リタさんっ、もう、無理っ……！」

「カノン、頑張って！　わたくしがブラッディソードを出すのも、あと一回が限界よ」

「それがっ、一番、無理、だからっ！　って、言ってる傍そばから……！」

「行くわよ、カノン。わたくしの風で飛びなさい！」

「ダメダメ……ひああぁぁああぁぁ～～～」

　吸血鬼王族のみが使える魔術、ブラッディソード。リタの魔術が生み出す暴風を受けて、カノンの小柄な体たい軀くがはるか高く舞い上がる。風に翻弄されて目を回したカノンは数十メートル先、積もりに積もった雪の中にボスッと落ちた。

　リタは身軽に雪を蹴散らして、カノンの傍そばに駆け寄ってくる。

「やっと目的のシャレーが見えてきたわね。あと少しよ」

　シャレーの灯ひを確認したリタは、手にしていたランタンをカノンに向けた。雪に埋まっている白銀の少女に微ほほ笑えみかける。

「ね、登山もなかなか悪くないでしょ？」

　問われたカノンは、むくりと身体からだを起こした。

　雪ゆき塗まみれの頭で言う。

「こんなの登山じゃない」







　こうしてカノン一行はローゼンベルク王のいるシャレーに到着した。

「はあー、死ぬかと思った……」

　ランタンの灯ともる山小屋を前にして、カノンは倒れるように座り込む。辺りは夜闇に包まれていて、朧おぼろげな月光が雪に反射していた。

　リタが薪まきを積んだソリを引いて言う。

「薪まきを納な屋やに置いてくるから少し待ってて。すぐお父様たちを紹介するわ」

　カノンが頷うなずくのを見て、リタは山小屋の裏手へ行ってしまった。

　ハードな登山を終えたばかりで、カノンの息はまだ上がっている。吸血鬼王に面会するまでに休憩させてくれるのはありがたかった。

　──吸血鬼王ローゼンベルク……どんな人だろ……。

　シャレーにいた女主人の口ぶりからして、多くの人々に慕われているのだろう。リタの父親だし、《白びやく檀だん式しき》に好感も持っているし、悪い人ではないと思う。

　けれど、やはり『吸血鬼王』だ。失礼がないようにしないと、とカノンは息を整えながら気も引き締める。

　と、ガサゴソと音がした。

　見れば、吸血鬼たちが引いてきたソリがある。積み荷の一つ、食料品が詰まっている大きな箱に脚が生えていた。

「え。ええーっ！」

　驚いてカノンは立ち上がる。

　子供だ。小さな子供が箱に頭を突っ込んでゴソゴソと中を漁あさっている。

「わわ、ダメだよ。勝手に開けちゃダメ！」

　カノンは慌てて子供を箱から引っ張り出す。

　現れたのは赤しやく銅どうの頭。カノンに捕らえられた少年が首を後ろに向けた。年の頃は小学校高学年くらいか。赤あか瑪め瑙のうの瞳をした少年が板チョコを咥くわえているのを目にして、カノンはさらに青くなる。

　ローゼンベルク王はチョコレートが大好物だと、道すがらリタから聞いていたのだ。この非常時でもチョコレートはわざわざ取り寄せるのだとか。荷物からそれがなくなっていたら、吸血鬼王は何と思うだろうか。

　板チョコをもぐもぐする少年は堂々と言う。

「大きな声を出すでない。我がつまみ食いをしているのは内密なのだからな」

「こら！　つまみ食いはいけません」

　子供を𠮟りつけたカノンはぷっと頰を膨らませる。少年の赤い髪から、リタさんの弟かな、とカノンは思った。整った甘い顔立ちは子供ながらどこか惹ひきつけるものがある。

「もう、よりにもよってチョコに手を出すなんて……残りを戻しておいて」

「それには従えぬのう」

　もう一口、少年はチョコを食べた。

　反省する様子のない彼に、カノンはむっとする。

　おもむろに少年は小さな手で板チョコをパキ、と割った。それをカノンの口に押し込む。チョコレートの欠片かけらはカノンの口に収まりきらない。んんっ、と声にならない声を上げ、カノンは目を白黒させた。

　赤い少年はニヤリと笑う。

「これで共犯ぞ」

　少年の悪いた戯ずらっぽい笑みと、舌に広がるミルクチョコレートの甘さ。カノンが呆ぼう然ぜんとしたとき、雪を踏み締める音がした。

　ランタンの強い明かりに照らされ、カノンは光のほうを向く。そこに立っていたのは岩のような大男だった。

　ローブを羽織っていてもわかる筋骨隆々とした巨きよ軀く。鍛え上げられた肉体は彼が歴戦の戦士であるのを物語っていた。赤土色の髪に囲まれた顔つきは厳格で、刻まれた皺しわの深さは彼の生きた時間の永さを感じさせる。

　その御み姿すがたは紛れもなく、教科書に載っているローゼンベルク王である。

　カノンは慌ててチョコレートの欠片かけらを口から出した。

「ロ、ローゼンベルク王、おはちゅにお目にかかります。カノン＝ビャクダンです。わたしを匿かくまってくだしゃったこと、感謝いたします」

　──うわあああん嚙かみすぎだよおお、恥ずかしいいい！

　内心で悶もん絶ぜつするカノン。今すぐ雪の中に潜りたい気分だ。その横で子供はカノンが嚙かむ度に噴いていた。

　誰のせいだと思っているのか、とカノンは少年を横目で睨にらむ。カノンが極度に緊張しているのは、吸血鬼王のチョコを食べていたせいでもあるのだ。

　ローゼンベルク王は厳いかつい無表情のまま、白銀の少女を見下ろしていた。寡黙な性格なのか、不愉快に思っているのか、カノンに対する言葉はない。

　その赤褐色の瞳が少女の手にあるチョコレートに留まった。

　ぶわっとカノンの全身から冷や汗が噴き出す。

「こ、これはそのっ、彼に食べさせられたものであり、わたしは畏おそれ多くもローゼンベルク王の好物を横取りするつもりは微み塵じんもなく……！」

　わたわたと言い訳をしたカノンは、さっきからずっとチョコを食べ続けている少年を引っ張った。彼の頰をグニィ、と摘まみ上げる。

「ふぁにをふるのら！」と抗議する子供に「とにかく謝るの」と言い聞かせる。

　ローゼンベルク王の眉間の皺しわがさらに深くなった。

「彼もわたしも以後、気を付けます。どうかお許しください」

　カノンは少年の頰を摘まんだまま、深々と頭を下げる。少年はふがふがと言っていた。

　そこにリタが帰ってくる。

「……カノン、何やってるの？」

　紅あかい少女はこの状況を見るなり、訝いぶかしげになる。

　天の救い！　とばかりにカノンは顔を上げた。

「リタさん！　今、ローゼンベルク王に挨拶してたとこだよ。荷物のチョコレートをこの子が食べちゃって、わたしがローゼンベルク王に謝ってたんだけど！」

　はあ、とリタは腑ふに落ちない様子だ。それから何かを悟った表情になる。

「お父様、カノンをからかわないで」

　腰に手を当てたリタは、ジト目をカノンの横に注いでいた。

　へ、と白銀の少女は呆ほうけた声を出す。

「……陛下、お戯たわむれがすぎますぞ」

　大男もまた、カノンの横を見て重い声を投げた。

　へ、と白銀の少女は呆ほうけた声を繰り返す。

　リタと大男の視線の先。カノンは恐る恐る横を見た。カノンに頰を伸ばされた少年は、だらしない顔で言う。

「我こそがロード・ローゼンベルクである。ビャクダンの者よ、歓迎するぞ」

　ピシ、と音を立ててカノンが固まった。

　少女の中で、すべての時が止まった瞬間だった。







「大っ変、失礼をいたしました……！」

　シャレーの食堂に通されたカノンは、ローゼンベルク王の真正面で縮こまっていた。

　知らなかったとはいえ、吸血鬼王を𠮟りつけ、あまつさえ頰を摘まむなど失礼極まりない話である。

　真っ青になって萎縮するカノンに、少年王は鷹おう揚ように笑う。

「よいよい、面を上げよ。名乗らなかった我が悪いのだからな」

「……畏おそれながら陛下、つまみ食いをされていたのも誤解を招いた一端かと存じます」

「それはもうよかろう！　過ぎたことぞ！」

　許しを得て、カノンは顔を上げた。

　白いテーブルクロスのかかった細長いテーブルを隔てた先には、可か愛わいらしい子供が玉座にちょこんと載っている。その傍かたわらには、教科書で見たローゼンベルク王が直立して控えていた。

　カノンにはこの状況が吞のみ込こめない。

　不思議そうなカノンを見て、玉座の傍そばに立つリタは言う。

「教科書に載っているお父様の姿は偽りよ。吸血鬼王のイメージにそぐわないから、本当の容姿は隠されているの」

「我も菓子を買いに行く度に、市し井せいの者に騒がれては敵かなわぬからな。侍じ従じゆうのバルサスが我の代役となっておるのだ」

　その口ぶりだと、ローゼンベルク王はただの子供に紛れて幾度もチョコレートを買いに行っていたのだろう。

　呆あつ気けに取とられたカノンの前で、少年王は玉座に座り直した。

「して、ビャクダンの者。此こ度たびのコンテスト、大儀であった」

　王の重々しい声音に、リタと大男の背筋が伸びる。

　吸血鬼王の威厳を纏まとった少年は赤々とした暖炉の火に照らし出されていた。

　カノンは俯うつむく。

「……わたしは負けました。コンテストの優勝を逃し、ハウエルズさんの罪を暴あばくことも叶かないませんでした」

　コンテストでカノンは技師の信念を貫いたのだ。

　その結果、彼女の技術を利用しようとしたハウエルズに反抗はしたが、それだけだ。当初の目的であるハウエルズの失脚やカノンの経済的自立は達成されていない。

「自分の道は自分で切きり拓ひらくと啖たん呵かを切っておきながら、何も成し遂げられなかったのです。皆の力を合わせたのに、たくさんのものを失ったのに、わたしは……！」

　カノンは膝の上に置いた両手を握り締める。

　あまりにも、失ったものが大きすぎた。

『家族』と暮らしていた日常。学生としての身分。住んでいた家。カノンの作った《白びやく檀だん式しき改かい》桜花サクラ。そして、ユーリ。水ミ無ナ月ヅキ。

　母から託された《白びやく檀だん式しき》のはずだった。そこには母の遺志と信念が宿っていたのだ。何にも代えがたい彼らを犠牲にして、自分は何を得たのか。──何も手にしていない。ただ逃げただけだ。

　少女の拳に、涙が落ちる。

「わたしは、無力です。もうわたしには何もありません。……ローゼンベルク王のお力も借りたのに、どうお詫わびすればいいのか……」

　カノンたちの敗北は、すなわち吸血鬼の敗北でもあった。ローゼンベルク王たちはいまだにシャレーでの不便な暮らしを強いられている。

　吸血鬼王はカノンを見つめ、閑しずかに口を開いた。

「そなたの騎士を喪うしなったのは、痛手であった」

　騎士。それは水ミ無ナ月ヅキのことだ。

　唇を嚙かみ締しめるカノンに少年王は続ける。

「しかし、何も成果が得られなかったわけではあるまい」

　バルサス、と王は侍じ従じゆうを呼ぶ。「はっ」と応えた大男は、カノンの傍そばまでやって来ると、テーブルに新聞を置いた。

「これは今日の朝刊になります」

　そこには『最強《ＨハーＷヴエー式しき》の人工頭脳に活用される吸血鬼』と見出しが出ていた。それはハウエルズが厳重に秘匿していた事実のはずだ。

　カノンは記事に目を走らせる。

　リタは顎を上げて言った。

「コンテストでわたくしたちが《ＨハーＷヴエー式しき》の人工頭脳を暴いた結果、それにヴァンパイアの脳が使われていると明らかになったのよ」

「相変わらず彼奴きやつを持ち上げる内容になっておるのは腹立たしいがの。彼奴きやつはついに開き直りおった。ヴァンパイアを捌さばいていると認めたのだ」

　記事は、吸血鬼を活用して最強オートマタを作ったとして、ハウエルズの功績を称たたえる内容になっていた。《ＨハーＷヴエー式しき》が世界平和を実現するであろうこと、それに伴いヘルヴァイツの国際的地位の上昇や経済的効果など、精一杯明るい展望が書き連ねてある。

　吸血鬼の脳を使うという非人道的行為。ハウエルズがその批判を抑え込むために、先手を打ってこの記事を出したのはカノンでも予測がついた。

「これにより、我らは民衆の支持を得やすくなった」

　少年王の言葉にカノンは顔を上げる。

「生きたヴァンパイアがオートマタに使われていると知り、我らに同情する者は少なからずおる。事実、《ＨハーＷヴエー式しき》への抗議活動は小規模ではあるが既に始まっておるのだ。報道はなされぬが、人の口に戸は立てられぬ」

　イエッセル条約が結ばれていたヘルヴァイツでは、吸血鬼が人間に混じって暮らしていた。つい一か月前まで隣人だった存在の脳を取り出して使うのに、普通は嫌けん悪お感かんを抱く。

「民の支持さえ得られれば、我らの勝利も同然ぞ」

「そう仰る理わ由けは……？」

「我らの理想を叶かなえるには、ヘルヴァイツ国民の賛同は必要不可欠だからである」

　カノンはテーブルの先にいる少年を見つめた。彼が何を目標としているか、カノンはまだ何も聞かされていないのだ。

　ローゼンベルク王は燃える瞳で厳おごそかに告げる。

「──我は国を取り戻す。ハウエルズを打うち斃たおし、ヘルヴァイツ新共和国を興おこすのだ」

　はっとカノンは息を飲んでいた。

　玉座の左右に控えるリタと侍じ従じゆうに動じた様子はない。あらかじめそれは吸血鬼側で話し合われていたのだろう。

「勘違いするでないぞ。新共和国はヴァンパイアによる統治ではない。人間とヴァンパイアによる共同統治である」

　暖炉の火が時折爆はぜる食堂に、王の決意が響く。

「我らは人間と平等の、安寧な生活を求めておる。種族の違いで争うつもりはない。我は少数派であるヴァンパイアが蔑ないがしろにされぬよう、軍事と議会の席は所しよ望もうする。しかし、それ以上は望まぬ。我は家でのんびり菓子を食えればそれでよいのだ」

「……陛下、政まつりごとはしてください」と侍じ従じゆうが無表情に苦言を呈するが、少年王はどこ吹く風だ。

　カノンは正面の王を不思議そうに見つめる。

「どうして……吸血鬼王は人間にも寛大なのでしょう？　ヘルヴァイツ国民は吸血鬼を排斥しているのに」

「人間にも我の子孫は大勢おる」

　え、とカノンは目を瞬またたかせた。

　少年は肘掛けにもたれ、頰ほお杖づえをつく。赤しやく銅どうの髪の一房が垂れた。

「五百年も生きておれば、人間と結ばれたこともある。子を生したことものう」

「その子供は、吸血鬼にならないのですか……？」

「子は母と同じ種族となる。体温の違いから、人の女がヴァンパイアを孕はらむことはない。逆もまた然しかり」

　長い年月に思いを馳はせ、吸血鬼王は遠い目になる。

「我が子孫であるかもしれぬ者たちを、どうして痛めつけられようか」

　カノンはひどく腑ふに落ちていた。

　ローゼンベルク王を慕う人間がいるのにも納得する。彼にとっては人間も吸血鬼も、どちらも守るべき民なのだ。

「ハウエルズを倒した後は、早急に人間の支持を得なければならぬ。人間の国民が離反しては新共和国は成り立たぬ。我が目指すのは、皆が安寧な国なのだ。人間を支配したり、追い出したりするのは我の本意ではない」

　思わずカノンは微ほほ笑えんでいた。

　白銀の少女は胸に手を当てて言う。

「わたしもそれを願っています。人間と吸血鬼が共に暮らせる国を、どうか作ってください」

　少女の素直な言葉に、ローゼンベルク王は思わせぶりな目配せを侍じ従じゆうにした。リタはカノンを見て、意味深な笑みを浮かべる。

　三人の様子に、カノンは「あの……？」と怪け訝げんな声を出した。

　ローゼンベルク王はしたり顔で言う。

「新共和国を興おこすにあたり、我は人間側の代表と再び盟約を交わすつもりである」

「七年前にもイエッセル条約を締結しましたものね。ハウエルズさんがいなくなって軍事用オートマタが廃止されれば、大公も吸血鬼を頼ると思います」

「ところが我は、現大公ヨハネス六十六世とは二度と条約を結ばぬ」

　カノンの表情が曇った。

「当然であろう？　あの者は強いオートマタが作られるなり、我らを切り捨てたのだ。その結果がこれぞ。ヴァンパイアを排斥する風潮は広がり、国民は我らを忌避するようになった。我らは罪もないのに捕らえられ、忌いまわしき機械人形は現在も量産されておる」

　現大公は吸血鬼排斥運動が起こったとき、それを看過した。議会でローゼンベルク王が非難されてもだんまりを決め込んだ。ハウエルズに煽せん動どうされるまま踊らされた現大公を、ローゼンベルク王は信用できないのだ。

「我は国を取り戻し、大公の首を挿すげ替かえる。それが一番、波風が立たぬであろう。この国を治めるのは大公家の人間と、長き慣習があるのだ」

「吸血鬼王が国の代表になれば、この国は吸血鬼に支配されたと勘違いする人たちもいるでしょうしね」

　然しかり、とローゼンベルク王は頷うなずいた。

「新大公は、人間とヴァンパイアが平等に暮らす国の象徴となるのだ。ヴァンパイアに理解がある者でなければならぬ」

　カノンは難しい顔になる。

「それは……次期大公と目されているアルベルト皇太子の意向を確かめなければなりませんね……」

「それには及ばぬ。臆病なヨハネス六十六世の治世に異を唱えず、この状況を看過しておるのだ。そやつの器量もたかが知れると言うものよ」

「でしたら、どなたを大公にされるのです？」

　カノンには思い当たる人物がいない。

「その条件では、もはや一人しかおらぬであろう。のう？」

　玉座にもたれたローゼンベルク王は侍じ従じゆうに視線を向けた。大男は頷うなずく。

「……さようですな」

　侍じ従じゆうの目がじっと白銀の少女を見る。

　え？　と思ってカノンはリタに目を遣やった。紅あかい少女は肩を竦すくめる。

「わたくしも新大公に相応ふさわしい人を、一人しか知らないわ」

　三人に注視され、いよいよカノンは「え？」と声を出した。

　ローゼンベルク王は悪いた戯ずらを仕掛けた子供のように口角を持ち上げていた。小柄な身を乗り出すと、声音だけは大真面目に言う。

「新大公はそなたであろう、カノン＝ビャクダン＝ヘルヴァイツ」







「無理です！　何を仰おつしやるんですか。無理無理無理……！」

　吸血鬼王の御ご前ぜんであるのも忘れて、カノンは両腕で×印を作った。

　大公家から追放された自分が新共和国の大公女になるなんて、とんでもない。その場でひっくり返らなかったのを褒めてほしいくらいである。

　断固として「無理」を主張するカノンに、ローゼンベルク王は首を傾かしげた。

「何なに故ゆえ、無理と申すか？　そなたは現大公ヨハネス六十六世の血を継ぐ正当な系譜であろう？」

「わたしはっ、大公家を追放されました。今、誰もわたしを公女とは認めません」

「これから認めさせればよかろう。血縁でもない他人を据えるのではないのだ。大公家として何の支障があろうか」

　本気で不思議そうな少年王に、カノンは首を振っていた。

「……ローゼンベルク王、あなたは先程、国民の支持が必要だと仰おつしやいました。人間の支持を得たいのであれば、わたしを大公女にするべきではありません」

　カノンは沈痛な面持ちでその事実を口にする。

「わたしは白びやく檀だんの姓を継いでいます。七年前のケルナーの悲劇で母は、ドクター・ビャクダンは虐ぎやく殺さつ妃ひと汚名を負いました。白びやく檀だんを恨む人間は多いのです」

「それぞ！」といきなり少年が大声を出した。

「ドクター・ビャクダンと《白びやく檀だん式しき》は無実であろう。我は責を感じておるのだ。ハウエルズによって捏ねつ造ぞうされた事実を鵜う吞のみにし、誤った条約を締結してしまったことにの」

　イエッセル条約で戦闘用オートマタの製造および所持は禁止された。

　それは《白びやく檀だん式しき》が危険なオートマタとされたからだ。ハウエルズの噓うそと欺ぎ瞞まんに皆が騙だまされたのだ。

「イエッセル条約は誤りであった。共和国の平和も偽りの上に成り立っていたに過ぎぬ。我らは七年も偽りの世に浸っておったのだ」

　カノンは目ま蓋ぶたを伏せた。指輪が目に入る。

　この言葉を、本当は水ミ無ナ月ヅキと一緒に聞きたかった。

　これは水ミ無ナ月ヅキが証明した事実でもあるからだ。《白びやく檀だん式しき》の名誉回復をカノンと同じくらい彼も切望していた。

「新共和国では、共和国時代の誤った認識を塗り替える。過あやまちは正さねばならぬ。そうであろう？」

　力強い問いかけに、カノンは思わず首を縦に振っていた。

「そなたが大公家を追放されたのも、虐殺の汚名が原因であろうが。ハウエルズを叩たたき、ビャクダンの潔白が証明されれば、そなたを追放しておく理由はあるまい。そなたは新共和国の大公女として立つのだ！」

　吸血鬼王が、侍従のバルサスが、リタが、白銀の少女を見る。

　期待に満ちた三さん対ついの瞳。

　けれど、それを受けるカノンの表情は浮かなかった。

「……わたしは……」

　カノンの言葉は続かない。

　彼女は一度敗まけたのだ。大事なものを、絶対に失いたくなかったものを、失なくしてしまった。今の彼女に残っているのは、途方もない無力感だけである。そこに降って湧いた新大公という重役に、少女の心が追いつくはずもなかった。

　カノンが小さく震えているのを見て取ったローゼンベルク王は、穏やかな声で言う。

「無理強いはせぬ。そなたも突然の話で驚いたであろう。よく考えて答えを出すがよい。まさしく国を背負うわけだからの」

「……すみません」

　吸血鬼王が自分の保護を迅速に行ったのはこのためだったのだ、とカノンは気付いていた。

　大公家の血を継ぐ、吸血鬼に偏見のない人間。ローゼンベルク王が思い描く新共和国に、その存在は不可欠だ。もしハウエルズによってカノンが葬られれば、ローゼンベルク王の理想は果たされない。

　俯うつむくカノンを見て、少年王は「バルサス」と声をかけた。侍じ従じゆうはそれだけで意図を汲くみ、食堂の隅へ行く。そこに置かれていた棺ひつぎを大男は軽々と持ち上げた。

「実はの、それとは別に、そなたに頼みたいことがあるのだ」

　ローゼンベルク王が言う傍そばで、バルサスは棺ひつぎの蓋を開けてみせる。

　そこに収まっていたのは、小麦色のショートボブをした少女。

　目ま蓋ぶたを閉じて動かない白衣の少女に、カノンは声を上げた。

「ユーリさん！」

　ハウエルズにゼンマイを撃ち抜かれて強制終了した《白びやく檀だん式しき》文フミ月ツキ。その身体からだはリタと水ミ無ナ月ヅキが回収していたのだ。

　ぱっと顔を明るくしたカノンに、ローゼンベルク王は微ほほ笑えむ。

「これの修理を頼めるかの」

「はい、喜んで！」







　それから一昼夜経たった後。

　カノンに修理されたユーリは無事に目ま蓋ぶたを開けた。エメラルドの瞳にカノンを映したユーリは、「あー」と気け怠だるげな声を洩もらす。

「修理されちゃったんですね、あたし」

　開口一番、まるで修理されたくなかったみたいな口ぶりに、カノンは悲しそうになった。

「ユーリさん……」

「所有者認識チップはカノンちゃんの名義ですか。まあ、妥当でしょうね。それで、シャチョーはどうなりました？　どうしてカノンちゃんがシャレーにいるんです？」

　身体からだを起こしたユーリは即座に現状を把握しようとする。

　コンテストの途中で強制終了したユーリは、その結末を知らないのだ。言いい淀よどんだカノンは寝癖のついた小麦色の髪を直した。

　修理に使っていた工具を片付けながら、カノンはユーリの強制終了以降にあったことを語る。

　すべてを聞いた後、ユーリはどこか呆あきれたように言った。

「まさかミナヅキ兄さんが消失ロストするとは、想定外でしたね……」

　カノンは目を伏せたままだった。

　ユーリのすぐ傍そばには、慣れ親しんだ白衣と眼鏡が丁寧に置かれていた。カノンが用意していたのだ。

　小麦色の少女はいつものようにダボダボの白衣に袖を通し、眼鏡をかける。それから白銀の少女をちらりと見た。

「皮肉なものです。所有者マスターに愛されたミナヅキ兄さんが失われ、所有者マスターに拒まれたあたしが残るんですから」

「ユーリさん……」

「あたしはあそこで永遠に壊れたかったですよ。シャチョーにゼンマイを壊された時点であたしの存在意義は消失しました。あたしが動く理由はもうどこにもないんですよ」

「ユーリさん！」

　思わずカノンは白衣の少女に抱きついていた。中学生として設計された小柄な身体からだにぎゅっと腕を回す。修理し終えたばかりのユーリはオイルの臭いがしていたけど、構わなかった。

　小麦色の頭にカノンは頰を寄せる。

「そんなこと言わないで……！　わたしはこれ以上、『家族』を失なくしたくないっ！」

　カノンにとって《白びやく檀だん式しき》は家族なのだ。

　春はる海みが一体一体、愛を込めて作ったオートマタ。固有の人格を宿したそれらを、ただのモノとはカノンは思わない。

「ユーリさんは辛つらいかもしれないけど、わたしはユーリさんが残っていてくれて嬉うれしかった。だから、修理したの。ハウエルズさんにフラれたからって、動かなくなってほしくない」

　ユーリが気まずそうな顔になった。失恋、と称されてもおかしくないことになった自覚は彼女にもある。

「所有者認識チップを別の人に替えたくなったら言って。わたしはいつでも替えてあげる。ユーリさんが納得できる所有者マスターを選べばいい。でも、ずっと終了状態でいるのだけは許さないから」

「許さない、ですか……」

　ユーリが虚うつろに反はん芻すうする。

　カノンは強く頷うなずいた。

「うん。だって、お母さんはユーリさんを終了状態のまま飾っておくために作ったんじゃない。人間として生きてもらいたくて作ったの」

　春はる海みの目指したオートマタは、人間そのもの。

　それは、人として動くことが本分。

　そのための人工頭脳、人工筋肉、人工臓器だ。

　カノンの腕の温かさを感じながらも、ユーリは冷静な目をしていた。

「……カノンちゃん、あたしはミナヅキ兄さんの代わりにはなりませんよ」

「わかってる。水ミ無ナ月ヅキの替えがいないことは、わたしが一番わかってる」

　硬い声を出され、ユーリは観念した。

　カノンの腕から抜け出した少女はエメラルドの瞳を向ける。

「いいでしょう。そういうことなら、とりあえずカノンちゃんを所有者マスターとして生きてみます」

　カノンはほっとして微ほほ笑えんだ。

　ユーリは狭い室内の隅に目を留める。

「いずれにしても、シャチョーの今後の出方からは目が離せないですね。カノンちゃんの入手には失敗しましたが、新公国軍の階級は上げています。さて、次の手はどう打ってくるでしょうか？」

　ユーリの深緑の瞳には、『新公国軍元帥にエリック＝ハウエルズ氏が就任』という新聞の見出しが映っていた。
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　イエッセルにある新公国軍中央本部、第一庁舎の古びた建物は数多あまたの軍人でごった返していた。

　つい先程、国軍のトップにあたる新元帥の任命式があったばかりだ。同じ紺色の軍服がひしめく中、中央勤務であるギーセン中佐は、続いて行われる緊急作戦会議に向かうべく人込みをかき分けていた。と、

「ギーセン」

　野太い声をかけられ、足を止める。

　首を回した先に見知った巨漢がいて、ギーセンはほっと息をついた。

「ザウアーラント少将、お久しぶりです。イエッセルに来られていたんですね」

　がたいのよい男たちが集まる中でも、一つ飛び抜けた頭。白髪混じりの金髪を短く刈り込んだ大柄な男に、ギーセンは快活な声を投げる。

　ザウアーラントは訓練兵時代に世話になった上官だ。人相は悪いが、容貌とは裏腹に、彼の面倒見がいいことは彼の部下になった者なら皆、知っている。現在、ザウアーラントは南部州庁舎を任されていた。

　大柄な男はぎょろりとした目を向ける。

「招集があってな。久方ぶりの首都だが、物々しくなったものだ。世界で最も平和な国が聞いて呆あきれる」

「ああ、街はすっかり戦争ムードになりましたよねえ。明後日あさつては生誕祭クリスマスだってのに」

「……ギーセン、おまえ、やつれたか？」

　はは、とギーセンは頭をかいた。やはりこの上官は鋭いな、と思う。

「中央勤務はなかなかにキツいですよ。田舎者の俺に派閥争いは向いてないです」

　ギーセンはヘルヴァイツ南部の小さな村の出である。

　雪山で身体からだを動かすのには慣れていても、己の出世や矮わい小しような矜きよう持じをかけて日々、派閥争いをするのはギーセンの性に合わなかった。

　ザウアーラントと連れ立って、緊急作戦会議が行われる大会議室のドアを開ける。室内の席は既に九割が埋まっていた。後方の空いてる席にギーセンたちが着くと、すぐに新元帥であるエリック＝ハウエルズが入ってくる。

　途端に軍人たちのざわめきがぴたりと止やんだ。まるでハウエルズの纏まとう冷気が伝でん播ぱしたかのごとく、室内は静まり返る。暖房が効いているはずの大会議室でギーセンは一つ身震いをしていた。

　司会の将校がマイクを取り、緊急作戦会議は始まった。

　新公国軍にとって目下の懸案事項は、まだ国内にいる吸血鬼王ローゼンベルク一門についてである。

「二日前に行われた高校生オートマタコンテストにおいて、イエッセルホールに乱入した吸血鬼王女リタ＝ローゼンベルクはヘルヴァイツの支配を企たくらみ、災厄級魔術ブラツデイソードを展開するに至りました。それを受けた前元帥は遺体も残らず、殉死。多数の民間人負傷者や損害を出す結果となりました」

　大会議室のステージで司会が先日の被害を報告する。

　その横ではハウエルズがイスに身体からだを預けていた。一段高いところから軍服の群れを睥へい睨げいしている。

　室内の軍幹部のほとんどが彼の目を恐れて俯うつむいていた。

「それに対し、我が軍は《ＨハーＷヴエー式しき》大隊長機第一号フアーストが災厄級魔術ブラツデイソードを展開することで、リタ＝ローゼンベルクを牽けん制せい。吸血鬼軍の撃退に成功しました」

「……逆だ」

　俯うつむいたギーセンが思わず呟つぶやく。

　隣に座るザウアーラントがこっちに目を向けるのがわかった。けれど、ギーセンはそれ以上言葉を続けなかった。

　新聞を見て、ギーセンも驚きよう愕がくしたのだ。報道されている内容は真実とは順番が逆だった。

　リタのブラッディソードを《ＨハーＷヴエー式しき》が抑えたのではなく、《ＨハーＷヴエー式しき》がブラッディソードを出したからリタが迎え撃ったのだ。

　高校生オートマタコンテストで会場の警戒に当たっていたギーセンは、最初に赤蛇が出現したのを見ていた。リタの花か弁べんが出たのはその後だ。そして気のせいでなければ、リタのブラッディソードは赤蛇から観客を守っていた。

　だが、それを口にするのは許されない。同じくコンテストの現場にいた直属の上官が、新聞の虚偽を事実として扱っているのを見て、ギーセンも悟った。

《ＨハーＷヴエー式しき》が吸血鬼王女を退けた。そういうシナリオにしなければならないのだ。

「現在、リタ＝ローゼンベルクはイエッセルを脱出し、南部州へ退却したものと思われます。同時に、ケルナー地方にある吸血鬼収容所でも吸血鬼一体の脱走が確認されました。他にも各地で吸血鬼の目撃情報が相次いでいます。引き続き吸血鬼への警戒を──」

　司会が報告を続けているが、会議室には批判の声が零こぼれる。

「コンテストのイエッセルホールは《ＨハーＷヴエー式しき》が警護していたそうじゃないか。それで吸血鬼の侵入を許すとは……」

「あのオートマタは吸血鬼が材料なんだろ？　気味が悪い……」

「結局、吸血鬼王女には逃げられたのか……本当に軍事用オートマタは実用に足るのか？」

「シッ、聞かれるぞ」

　小声でなされる会話がさざ波のように広がる。

　しかしハウエルズがマイクを取った瞬間、それもぱったりと止やんだ。居並ぶ軍服の背が目に見えて縮こまる。

「吸血鬼王女の侵入には、コンテストの出場者に手引きした者がいた。ハイデン高等学院の生徒であるカノン＝ザンデルホルツだ」

　一介の女子生徒の名が出て、会議室は珍妙な雰囲気になった。

　ハウエルズは軍人たちを見渡して続ける。

「彼女はザンデルホルツ姓を名乗っているが、その正体はドクター・ビャクダンの遺児カノン＝ビャクダン＝ヘルヴァイツである。彼女は世間に公表されていない《白びやく檀だん式しき》二体を密ひそかに所持しており、吸血鬼王女は《白びやく檀だん式しき》と手を組んでホールに侵入したのだ」

　会議室が沸いた。

　ギーセンも思わず顔を上げる。それくらい今、明かされた事実は衝撃的だった。

「虐ぎやく殺さつ妃ひの娘の身柄を今すぐ確保だ！　決して逃がすな！」

　最前列の席にいた将校が唾を飛ばして叫ぶ。

　ハウエルズはそれを視線だけで抑えた。

「既に昨日、彼女の自宅へ踏み込んだが、もぬけの殻だった。一足遅かったらしい」

「何てことだ。虐殺オートマタが世に放たれれば、ケルナーの悲劇の二の舞だ……！」

「吸血鬼共が《白びやく檀だん式しき》を手にしたというのか。我々に勝機はあるのか!?」

　室内が恐きよう慌こう状態に陥る。

　動揺する軍人たちの中にあって、ハウエルズだけが奇妙なほどに落ち着き払っていた。壇だん上じようの男は泰然と口を開く。

「何を恐れているのだね、諸君。《白びやく檀だん式しき》も吸血鬼も、私が開発した《ＨハーＷヴエー式しき》には及ばないというのに」

「しかし……」

「現に私のオートマタは吸血鬼王女と《白びやく檀だん式しき》を退けた。この結果に何か不満でも？」

　ハウエルズの強い問いかけに、ざわめきは次第に小さくなっていく。最終的に会議室は沈黙に包まれた。

「ヘルヴァイツの平和を守るには、さらに《ＨハーＷヴエー式しき》を量産する必要がある。吸血鬼の捕獲は急務なのだ。吸血鬼王ローゼンベルクを始め、国内にいる吸血鬼はすべて捕獲せよ」

　今の国軍を仕切っているのはハウエルズだった。

　吸血鬼がいなくなり、弱体化した軍事を担になっているのは高性能の軍事用オートマタである。その製作者である男には誰も逆らえない──。

　司会がハウエルズの後を継ぐ。

「では、目標を吸血鬼王ローゼンベルクとし、捕獲作戦の議題に移ります。目標は現在、南部の国境付近に潜伏していると推察されます。該当地域の村々では連日、大量の物資がシャレーへ送られるのが報告されています。吸血鬼の補給路を断つため、以下の村を閉鎖し──」

「生なま温ぬるいな」

　ハウエルズが口を挟み、司会が黙り込む。

　全員が息を詰める中、男は口元に笑みを浮かべて言った。

「明日一九〇〇、南部の村々を空爆する」

　──何だって……!?

　ギーセンはギョッとして周囲を見たが、口を開く軍人はいなかった。誰もが押し黙ったまま俯うつむいている。

　南部州庁舎に勤めるザウアーラントは、顔色を悪くして真正面を見ていた。

「使用する爆弾は水銀入りのものだ。南部の山さん麓ろく付近をくまなく爆撃後、《ＨハーＷヴエー式しき》大隊によって生き残っている吸血鬼を捕獲する。今すぐ《ＨハーＷヴエー式しき》を集め、南部州へ輸送しよう。待機場所は各シャレー付近とし、爆撃後は速やかに──」

「お待ちください！」

　気付けば、ギーセンは挙手して立ち上がっていた。

　ハウエルズの猛もう禽きんのような視線が突き刺さる。が、もう後には引けなかった。せいぜい背筋を伸ばして声を張る。

「中央庁舎勤務のギーセン中佐であります。今、村を空爆すると仰おつしやいましたが、南部の村々には人間の住民もいます。避難勧告はいつ出されるのでありましょうか？」

「……ギーセン」

　横にいるザウアーラントが小声で窘たしなめた。

　けれど、ギーセンは着席しなかった。何な故ぜ、皆黙っているのだと思う。この会議でかけられているのは出世や矜きよう持じではない。人命だ。無む辜この人の命がかかっている。

　特に故郷の村を爆撃すると言われて黙っていられるほど、ギーセンは冷血漢ではなかった。

　ハウエルズは小馬鹿にした調子で言う。

「中佐、避難勧告を出せば吸血鬼にも逃げられるだろう。そんな間抜けな作戦があるかね？」

「でしたら、村にいる人々はどうなります？　民間人を巻き添えにするのですか!?」

「巻き添えではない。尊い犠牲だ」

　瞬間、顔が火ほ照てるのをギーセンは自覚した。

　ハウエルズの表情、言い方、すべてがギーセンの癇かんに障さわるものだった。

「人命を何だと思っておられるのですかっ！　我々は人命を守るために戦うのであって、人命の犠牲を軽々しく容認すべきではありません！」

　ギーセンに感化されたのか、そこから先は他の軍人からも声が上がった。それを見て、ギーセンは安あん堵どしていた。まだこの国の軍人たちは良心を完全に手放してはいないのだと確信していた。

　ザウアーラントは腕組みをしたまま着席し、表情を強こわ張ばらせている。

　口々に感情的な批判を叫ぶ軍人たちを、ハウエルズは対岸の火事のように眺めていた。

　やがてハウエルズは言う。

「……よろしい。では、私のやり方に不満がある者はついてきたまえ。いかに吸血鬼を早急に捕らえ、《ＨハーＷヴエー式しき》を完成させるべきか、納得できるだろう」







　批判を口にした軍人、三十人強を引き連れ、ハウエルズが入ったのは研究棟だった。

　元々、武器や兵器の開発をしていた研究棟だが、今では《ＨハーＷヴエー式しき》製造所に変わっている。オートマタ工場となったそこに、研究職ではないギーセンは初めて足を踏み入れた。

　施設の内部では、様々な部品パーツがベルトコンベアで運ばれていく。見学している途中、生体の脳が詰まった気色悪い培養槽を見つけ、ギーセンはザウアーラントが断固として席から動かなかったのを思い出していた。こういったものを目撃したくないからだろう。

「見たまえ。これが今、開発している《ＨハーＷヴエー式しき》特殊兵だ。吸血鬼の再生能力に着目した画期的なオートマタとなる」

　ハウエルズに示され、ギーセンたちは大きく開け放たれた薄暗い部屋に入った。両脇の壁はステンレスのような金属でできており、正面の壁だけが透明になっている。部屋は高い位置にあり、そこから製作中のオートマタが一望できた。

　ギーセンは透明な壁に歩み寄る。作られている部品パーツは一つ一つが妙に大きい。完成するオートマタの大きさが気になった。他の軍人も興味を引かれたのか、最さい奥おうの透明な壁に全員が群がる。

　ハウエルズだけは室内に入らず、廊下に佇たたずんでいた。

　ギーセンは製作場を見ながら言う。

「……元帥。新たな《ＨハーＷヴエー式しき》を開発しておられるのはわかりましたが、それで一体、どうして村の人々を犠牲にしていいと──!?」

　彼の言葉は最後まで続かなかった。

　軍人たちのいる部屋の鉄てつ扉ぴが勢いよく閉まる。廊下に立つハウエルズの無表情が、ギーセンたちの最さい期ごに見たものだった。

　次の瞬間、数トンもある金属の天井が落下する。

　部屋と廊下を隔てる鉄てつ扉ぴを見つめたハウエルズは近くの電話に歩み寄り、受話器を取った。ワンコールで出た研究員に言う。

「プレス室で事故が発生したようだ。至急、対処してくれ」
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　戦争の影が日増しに色濃くなるヘルヴァイツだが、クリスマスは平等にやってくる。

　クリスマスイブの朝。ローゼンベルク王一家は山を下りて、麓ふもとの村まで来ていた。

　目的はクリスマスパーティーを開くためである。

　イエッセル条約が破棄され、吸血鬼たちは家を失い、不便な生活を強いられている。それを労ねぎらうため、ローゼンベルク王は村の大きな集会所を借りてクリスマスパーティーを企画していた。

　ローゼンベルク王が主催するとなれば、準備するのはその家族や使用人だ。カノンやユーリも居い候そうろうの身として協力を申し出た。

　最初、リタ、カノン、ユーリの三人は厨ちゆう房ぼうに手伝いに行ったのだが、リタの母に即刻、戦力外通告を食らって追い出された。主にリタの大雑把さが原因である。

　リタの母は三十歳くらいの超長身美女で、リタよりグラマーな身体からだつきだった。同性のカノンでもドキドキするほどの色気である。「吸血鬼王とのギャップがすごいですね……」とユーリはボソっと言っていた。

　分量をきちんと量らず料理するリタに「材料が足りなくなったから、お友達と買いに行ってらっしゃい」と母は怒り、三人は現在、買い物に出されていた。

　空は今にも雪が降り出しそうな分厚い灰色である。

　クリスマスイブなのに、村の市場は閑散としていた。商人に話を聞くと、地方には物品が流入していないらしい。戦争に備えて街の商人がすべて買い占めてしまうのだとか。

　戦争が間近に迫り、村からは物資がなくなっていた。

　家々の軒先に飾られているクリスマスツリーも貧相で、道行く人々には活気がない。家畜がいるはずの納な屋やは空っぽが目立ち、飼かい葉ば桶おけが打ち捨てられていた。

　いくつかの店を回って、残っている商品をなんとか買い集めたリタは買い物リストをチェックする。

「えーっと、七面鳥は買ったし、野菜とハーブも揃そろえたし、あと買ってないのはー」

「本当にどうしようもない記憶力ですね。あとは牛乳とワイン。砂糖漬けのフルーツと、さっきリタ嬢が大量に台無しにした小麦粉でしょう」

　横から補足してきたユーリに、リタの形のよい眉が上がった。リタはジト目で白衣の少女に顔を寄せる。

「本当に可愛くない性格してるわよね。カノンにゼンマイを修理してもらうついでに、性格まで直してもらえばよかったのに」

「リタ嬢のガサツさが直らないのと一緒ですよ。そういうことはリタ嬢が女子力を欠片かけらでも獲得してから言ってください」

「なっ、わたくしの女子力がゼロだと言いたいの!?」

　ムキーっと怒りを露あらわにするリタと、飄ひよう々ひようとしているユーリ。二人はそれぞれ、丸々太った七面鳥が詰まった大袋を物ともせずに持っている。

　そこに、

「二人共ぉー、喧けん嘩かはぁー、ダメえぇー」

　はあはあという息切れに混じって、カノンの掠かすれた声が聞こえてくる。

　白銀の少女は野菜の入った袋を両手に提げていた。七面鳥の袋に比べたらはるかに軽いのだが、カノンにとっては十分な重量だ。歩いてくる少女の足取りはフラついている。

　疲ひ労ろう困こん憊ぱいな少女に、リタとユーリは揃そろって息をついた。

「カノン、だから荷物はわたくしたちで持つって言ったのに」

「そうですよ、カノンちゃん。何も力自慢のあたしたちに付き合うことはないでしょう。野菜の袋もあたしが持ちますよ」

　ユーリが手を伸ばす。

　それをカノンは身を捩よじって避よけた。

「嫌だ。……わたしも持つ」

　ユーリが手を下ろし、リタが困った顔になる。

　意固地になったカノンは引かなかった。

「みんなが大変なときに、一人だけ何もしないのは、嫌だ」

　人々は街で買い出し、吸血鬼たちは物資をシャレーに運ぶ。その分業によって今の生活が成り立っているのをカノンは理解している。自分だけ何もしないのは許されない。

　リタは七面鳥の袋を担かつぎ直す。

「気にしなくてもいいのに。カノンにはカノンの役目があるわ」

「……それは、公女として立つこと？」

　カノンに問われたリタは微妙な表情になった。

　白銀の少女は白い息を洩もらす。

「わたしはまだ、その答えを出せてない。ローゼンベルク王に匿かくまってもらってる身で悪いとは思うけど、新大公にわたしが相応ふさわしいとは思えないし、そんな大役を負うのは何より、怖い」

　ローゼンベルク王には新大公の座に就くよう言われたが、二日経たった今でもカノンは返答をしていない。

　今のたどたどしい言葉がカノンの本心だ。果たすべき役目が定まらない以上、カノンも何かしら働く必要がある。

　ユーリが首を傾かしげた。

「前から思ってたんですけど、カノンちゃんって不思議なくらい自分に自信がないですよね」

　指摘されたカノンは身体からだを震わせる。

　ユーリは構わず続けた。

「何な故ぜ、卑屈になるんです？　カノンちゃんがドクター・ビャクダンの血と技術を継いでいるのは純然たる事実です。大公女の座も、ドクター・ビャクダンに匹敵する技術力を誇るのも、遠慮はいらないでしょう」

　村の大聖堂から鐘の音が聞こえてきた。どこか哀愁を感じさせる寂しげな音色だ。カノンは目を伏せたまま、袋を持ち直した。

「……早く買い物終わらせないと」

　野菜の入った袋を提げ、白銀の少女は歩き出す。リタとユーリには応えないままだ。

　クリスマスを祝うべく、民家や店先のドアには赤と緑のリースがささやかながら飾りつけられている。その間をカノンは暗い顔つきで進んでいた。

　七面鳥を背負った二人は、彼女の様子を見つめ、

「どうするのよ、ユーリ。カノンが落ち込んじゃったじゃない！」

「あたしのせいですか？　まあ、原因の一端なのは否定しませんが」

　ヒソヒソと言葉を交わし合う。

　ユーリはカノンの遅々とした歩みを見て言った。

「いずれにせよ、カノンちゃんが買い出しの足を引っ張っているのは間違いありません」

「それ！　でも、本人には絶対に言っちゃダメよ。もっと落ち込んじゃうわ」

「かといって、このままカノンちゃんのペースに合わせるわけにもいかないでしょう」

「急がないとパーティーが始まっちゃうわ。せっかく今日のパーティーは、カノンの誕生日会も兼ねてるのに！」

　そう。朝から慌ただしくしているが、今日はカノンの誕生日なのだ。

　リタもユーリもそれはしっかり覚えていて、パーティーのときにカノンを祝う算段を立てている。

「買い物はわたくしが〈霧ネー化ベル〉して済ませてくるべきかしら」

「それよりもっといい手を思いつきました。見ててください」

　言うなり、ユーリはカノンの元へ走っていく。

「カノンちゃん、あれを見てください」

　白銀の少女の前に立ち塞がり、ユーリはある店を指す。

　ユーリの指先を辿たどってカノンは顔を横向け──少女の目の色が変わった。

「いやあ、こんな辺へん鄙ぴな村でも歯車は売ってるんですねえ」

　ユーリが示したのはオートマタ部品店だった。

　クリスマスの飾りつけがなされたショーウィンドウには、お世辞にも綺き麗れいとは言えない歯車が並んでいる。壊れたオートマタを分解したときに出た、まだ使える部品パーツを販売しているのだ。

　普通の人ならまず見向きもしない中古歯車。しかし、カノンは瞳をキラキラさせ、素早くショーウィンドウに駆け寄る。さっきまでの重かった足取りが噓うそのようだ。

「あっ、あれはアンティークの冠歯車クラウン・ギア！　五十年前に製造が中止され、今は博物館でしか見られない貴重な歯車がこんなところに眠っているなんて。えっ、その向こうにあるのは非対称アシンメトリー連結の平歯車プレーン・ギア！　すごい、こんなの見たことないよ。平歯車プレーン・ギアなのに磁場が発生してるなんて、これは遊星歯車ギヤラクシー・ギアの衛星と同じ機能を果たしているから、太陽さえ生まれれば、ここには多種多様な生命の生まれる可能性が……！」

「今のうちに買い出しを終えましょう」

「ナイス作戦だわ、ユーリ！」

　リタとユーリは、重度のオートマタマニアを置いて走り出す。

「太陽磁場を発生させるにはどうしたらいいのかな。歯車の位置を調整することで磁力線を外に流して、綺き麗れいな螺ら旋せん状じようにできるといいんだけど、うーん、平歯車プレーン・ギアだけだとやっぱり限界なのかな……」

　ヨダレを垂らして、ぶつぶつと呟つぶやくカノン。

　と、持っていた袋の一つをひったくられた。

「え。噓うそっ！　ドロボー!?」

　突然のことにカノンが驚く。

　少女から袋を奪った金髪の男は一目散に逃走していた。慌ててカノンはその後を追う。

　──どうしよう、せっかく買ったのに！

　少女は懸命に走るが、泥棒の逃げ足は圧倒的に速い。ぐんぐん遠ざかる金髪にカノンが絶望を覚えたとき。

　不意に金髪の前にローブの男が現れた。

　次の瞬間、泥棒は投げ飛ばされる。買い物袋が落ち、見覚えのある野菜たちが路上に転がった。

「わたしの荷物……！」

　カノンは駆け寄る。

　投げ飛ばされた泥棒は道端の雪に埋もれて伸びていた。頭を打ったのか昏こん倒とうしている。

　路上に散らばった野菜をローブの男が拾っていた。

「あの、すみません。泥棒を捕まえてくださって……」

　息を切らしたカノンは、自分もレッドオニオンを拾う。と、

「問題ない」

　無愛想な低い声にはっとした。

　屈かがんで野菜を袋に詰めていた男が顔を上げる。その瞳は奥深いガーネット。目ま深ぶかにかぶったローブのフードからは長い漆黒の髪が覗のぞいていた。

　二十歳前後の青年だった。野菜を袋に戻し、彼は立つ。青年はカノンより頭一つ分以上、上背があった。気位の高そうな顔立ちをカノンは呆ぼう然ぜんと見上げる。

　青年は無造作に袋を突き出した。

「気を付けろ」

　顔を背けて言った青年からカノンは袋を受け取る。その拍子に手が少し触れて、カノンは彼が吸血鬼だと知った。

　青年は少女の視線から逃れるようにフードをかぶり直すと、足早に踵きびすを返かえす。

「あっ、ありがとうございます！」

　カノンが我に返ってお礼を言ったときには、既に彼は〈霧ネー化ベル〉して消えていた。

　──何だろう、あの人。どこかで見たことある……？

　白い実をつけたヤドリギの下。カノンは立ち尽くしたまま、青年の消えた虚こ空くうをしばし見つめていた。
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　──不思議な夢を見ていた。

　これは、記メ憶モ領リ域ーにはない記憶。データではない、封じられた原初の記憶。

　自分は毒に埋もれていた。

　毒薬が満たされたカプセル状の培養槽。その中で無気力に漂う。

　陽の当たらない陰気な場所だった。張り巡らされた数多あまたのチューブ。林立する同じような培養槽。ここがどこなのか、何な故ぜここにいるのか。思い出すことはできない。

　魔術回路が枯こ渇かつしている。漠然とそう思った。

　全身を蝕むしばむ毒薬は思考力すらも奪っていて、自分の抱く感情のどれもが希薄だった。

　重苦しい倦けん怠たい感が己を支配する。生なま温ぬるい汚お泥でいにも似た微睡まどろみに抗あらがう気力もなく、意識を手放しかけて──。

　トン、と微かすかな振動で目覚めた。

　薄く目ま蓋ぶたを開けると、眩まばゆい銀しろがねがあった。

　自分の入った培養槽に両手をつき、銀髪の幼女がこっちを見上げている。彼女は首を傾かしげ、あどけない声で問いかけた。

「王子様……？」
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「水ミ無ナ月ヅキっ!!」

　高校生オートマタコンテストの結末。ヴィルヘルムとして目覚めた《ＨハーＷヴエー式しき》ファーストの頭部を捻ねじり取った水ミ無ナ月ヅキだが、それで終わりではなかった。

　ファーストの最後の足あ搔がきとして、真っ赤なブラッディソードがカノンに放たれる。

　カノンを庇かばって立つ水ミ無ナ月ヅキは、少女の悲痛な声を聞いた。

　直後、赤に吞のまれた彼の意識はブツンと途絶える。

　走そう馬ま灯とうのように不思議な夢を見たのも束つかの間ま、水ミ無ナ月ヅキは覚醒した。

「カノン──！」

　意識を取り戻すなり、水ミ無ナ月ヅキは無我夢中で身体からだに纏まとわりつく液体を払った。

　不意に手に硬いものがぶつかり、ガラスの割れるけたたましい音が響く。水ミ無ナ月ヅキは投げ出されていた。

「がはっ、げほっ……」

　大量の水を吐きつつも、水ミ無ナ月ヅキはブラッディソードの次なる攻撃に備え、身構える。

　そこで初めて、この場がイエッセルホールのアリーナではないのに気が付いた。

　周囲が妙に薄暗い。見慣れない機械とそれに繫つながるチューブが張り巡らされている。広い空間にはカプセル状の培養槽が林立し、不気味な雰囲気を醸かもし出だしていた。

「カノン……？　リタ……？」

　声を出した水ミ無ナ月ヅキは、自分の声の低さにギョッとする。それだけではない。ヴィルヘルムのブラッディソードによって熔とけたはずの両腕が修復されている。見慣れない骨張った手が自分に付いていた。

　──どうなっている……？

　びしょ濡ぬれの衣服はハイデン高等学院の制服ではなかった。映画に出てくるいかにも貴族みたいな気取った服装だ。着た覚えはまったくない。

　さらに、視覚の切り替えができないのだ。

　すべてのシステムがうんともすんともしない。水ミ無ナ月ヅキには視覚をサーモグラフィに切り替えたり、暗器を出したりするシステムが備わっている。それらが何の反応も示さない。その代わり、ガラスを割ったときに感じた手の痛みや薬品の匂いなど、認識できるはずのない感覚の奔流が水ミ無ナ月ヅキを襲っていた。

　もうこれは間違いない。

　水ミ無ナ月ヅキは長い黒髪から滴したたる雫しずくを払い、立ち上がった。いつもより高い目線に戸惑う。

　絡から繰くり少年は吸血鬼になっていた。







　早急にカノンの元へ戻らなければならなかった。

　培養槽の並ぶ不気味な施設で、水ミ無ナ月ヅキはそこにいた研究員を吸血し、〈魅シヤ了ルム〉することで脱走した。〈魅シヤ了ルム〉された研究員たちは水ミ無ナ月ヅキに操られるまま、笑顔で彼を施設から送り出してくれた。

〈魅シヤ了ルム〉に〈霧ネー化ベル〉。

　吸血鬼特有の魔術は吸血鬼になった途端、行使できるようになっていた。まるで息をするように魔術は扱える。

　それでも吸血鬼だったときの記憶は戻らなかった。「水ミ無ナ月ヅキ」ではない名前が自分にはあったはずなのだ。けれど、名前も何もかも思い出せない。

　まあ、いいか、と水ミ無ナ月ヅキは記憶の問題を早々に諦めた。今はそれより優先すべきことがある。

　イエッセルへ向かうが、街では至る所で《ＨハーＷヴエー式しき》が目を光らせている。吸血鬼の身でイエッセルに入ればすぐに捕まってしまうため、そこでも水ミ無ナ月ヅキはやむなく〈魅シヤ了ルム〉を使った。人間を操り、偵察させて、カノンの状況を探ろうとしたのだ。
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　戻ってきた人間の報告は、水ミ無ナ月ヅキも予想だにしないものだった。

　カノンの家の周囲にはキープアウトの黄色いテープが張り巡らされ、軍人が厳重に警戒していたという。コンテストの翌日にもかかわらず、カノンの自宅は既に新公国軍に押さえられていた。

　カノンが国軍に捕らえられたのか、逃げおおせたのかまではわからない。

　単身で国軍本部に乗り込むわけにもいかず、水ミ無ナ月ヅキはひとまずヘルヴァイツ南部を目指した。ユーリがローゼンベルク王たちは南部の山にいると言っていたのを思い出したのだ。

《ＨハーＷヴエー式しき》が巡回している大通りを避け、路地裏や林の中を進む。検問が終わった南部州行きの列車の屋根に飛び移れば、あとは到着を待つだけだ。

　道中、列車の乗客が捨てた新聞を拾って国内の情勢を知る。

「『高校生オートマタコンテストにおいて災厄級魔術ブラツデイソードを展開した吸血鬼王女リタ＝ローゼンベルクに対し、《ＨハーＷヴエー式しき》大隊長機第一号フアーストは同じく災厄級魔術をもってヘルヴァイツを救った』？　『ヘルヴァイツ支配を企たくらむローゼンベルク王に、新公国軍は徹底抗戦している』？　新聞は噓うそを書くものなのか？」

　真実を知る水ミ無ナ月ヅキからすれば、荒こう唐とう無む稽けいな話だ。

　新聞では、高校生オートマタコンテストの結果はほとんど触れられず、水ミ無ナ月ヅキの存在も記事にはなっていなかった。おそらく隠いん蔽ぺいしているのだろう。《白びやく檀だん式しき》がまだ動いていると民衆が知れば、大騒動になってしまう。

　数日後、水ミ無ナ月ヅキはヘルヴァイツ最南部、アルプス山脈の麓ふもとにある山村に辿たどり着ついていた。集会場や大聖堂がある、山村にしては大きめの村だ。

　そこには《ＨハーＷヴエー式しき》も配置されておらず、村人も吸血鬼への偏見はなかった。その村ではイエッセル条約以降、オートマタでは補いきれない力仕事を吸血鬼と共同で行ってきたらしい。村には水ミ無ナ月ヅキ以外の吸血鬼の姿もあった。

　貧相なクリスマスツリーの並ぶ寂れた村に、水ミ無ナ月ヅキは逗とう留りゆうする。

　戦争に備えて、物資の買い占めが起こっているらしい。村人は飼っていた家畜にも手を付け、納な屋やはどこも空いていた。水ミ無ナ月ヅキはそのうちの一つを拝借して、風雨を凌しのぐ。

　この後、どうやってローゼンベルク王たちを捜そうか悩んでいた矢先。

　そこでカノンを見つけたのはまったくの偶然だった。

　クリスマスイブの日。リタやユーリと共に食料品を買うカノンを発見し、水ミ無ナ月ヅキは密ひそかに三人を尾けていたのだ。

　歯車に夢中になったカノンがひったくりに遭うのも、もちろん見ていた。見ていたから、泥棒を捕まえ、投げ飛ばすのも簡単だった。体術は幸い、プログラムなどなくても身体からだに染しみついていた。

　野菜の袋をカノンに返し、水ミ無ナ月ヅキは〈霧ネー化ベル〉して彼女の視線から逃れる。

　細い路地に入ったところで〈霧ネー化ベル〉を解き、彼はほっと息をついた。瞬間、どうしようもなく血が欲しくなる。

　──マズいな、吸血欲求が止まらない……。

　水ミ無ナ月ヅキは自らの唇を嚙かみ締しめ、気を紛らわす。だが、そうしても血への渇かつ望ぼうは一向に収まらなかった。

　機械の身体からだと違って、生身には欲求がある。腹は減るし、眠たくもなる。吸血鬼なら吸血欲求もだ。オートマタのときは無縁だった様々な生理的欲求が水ミ無ナ月ヅキを苛さいなんでいた。

　ほどなくして大量の買い物袋を抱えたリタが戻ってくる。カノンとリタは村の集会所へ向かうようだ。大荷物の二人は仲なか睦むつまじい様子で、民家の間を歩いていく。

　水ミ無ナ月ヅキもそれを追おうとして、

　シャン、と音が鳴り、首に焼けるような激痛が走った。

「っ!?」

　視界がガクンと揺れる。

　首を切断されたのだ、と気付いたときには頭が地面にぶつかっていた。落とされた首で、水ミ無ナ月ヅキは白衣の長い裾を見る。

「何かあたしたちに用ですか？」

　底冷えのする声。

　ユーリは水ミ無ナ月ヅキの首なし身体からだの背後に立ち、クナイを背中に突きつけていた。心臓のちょうど真裏の位置だ。

「驚いて声も出ないですかね。尾行を気付かれてないと思ってたんですか？　残念ながら、あたしにはバレバレです。吸血鬼ならシャチョーの手先ではないでしょう。なら、誰の指示です？　吸血鬼も一枚岩ではないということですか？」

　──待て待て、首を落として声を出なくしたのはおまえだろ!?

　水ミ無ナ月ヅキは叫びたかった。

　今の水ミ無ナ月ヅキがユーリと戦った場合、勝ち目はまずない。《白びやく檀だん式しき》の性能を熟知していながら、勝負を挑むほど愚かではない。口がきけるなら即座に弁解している。

　白衣の少女は水ミ無ナ月ヅキの内心など知る由よしもなく、冷淡に続ける。

「三秒以内にあたしの質問に答えてください。でないと、あなたの心臓を銀で破壊します。三、二、一──」

「俺だ、俺！　水ミ無ナ月ヅキだ！」

　カウントが終わる前に、何とか頭が再生した水ミ無ナ月ヅキは悲鳴混じりに叫んだ。

　ユーリの眉が胡う乱ろんげに持ち上がる。

「は？　何を言っているんです？　あたしの知ってるミナヅキ兄さんは、女装が趣味の男おとこの娘こですよ」

「ふざけんな！　俺がいつ女装した!?　春はる海みのノートを見てテキトーなことをでっち上げてんじゃねえ！」

　こめかみに青筋を立てる水ミ無ナ月ヅキに、ユーリはクナイを下ろした。

「どうやら本物のミナヅキ兄さんのようですね。驚きました」

　感慨深そうにユーリは青年を見み遣やる。

　その向かいで、水ミ無ナ月ヅキも安あん堵どの息をついていた。吸血鬼になった途端に《白びやく檀だん式しき》に殺されるとか、まったく笑えない。

「あたしはカノンちゃんから、ミナヅキ兄さんとは二度と会えないと聞かされていたんですが」

「ああ、俺もブラッディソードに吞のまれたときはダメかと思ったんだがな。おまえの話では、人工頭脳を無む暗やみに壊したら元の身体からだには戻れないんじゃなかったか？」

　もう水ミ無ナ月ヅキには人工頭脳がない。すべて生身であるため、記憶が曖昧だ。記メ憶モ領リ域ーを検索できないのがもどかしかった。

「えーっとですね、基本はその認識で間違いありません。人工頭脳になった吸血鬼を戻すには、障害が二つあります。脳と身体からだですね。その両方を水銀と銀、いわば吸血鬼の魔術を阻害する毒物から解放しなければなりません」

　ユーリは二本の指を立てて見せる。脳と身体からだ。人工頭脳になることで分離してしまった二つの部位だ。

　脳は銀の匣はこと、水銀入りの培養液によって。身体からだはハウエルズの研究所で培養液に浸けられることによって。どちらも再生の魔術を阻害されている。

「《ＨハーＷヴエー式しき》の人工頭脳を爆破しないよう注意していたのは、脳が毒物で傷付くのを防ぐためです。木こっ端ぱ微み塵じんになった脳が毒物を浴びれば、再生は難しいですからね」

「俺の場合は……？」

「ミナヅキ兄さんも同じですよ。ただミナヅキ兄さんの場合、おそらくヴィルヘルムのブラッディソードの特性が功を奏しましたね」

　ユーリは一本の指をぴくぴくと動かす。

「ヴィルヘルムは毒物すら食べる『暴食』の性質があります。ブラッディソードを受けたことで、ミナヅキ兄さんの脳を覆っていた毒物は消失したんですよ。脳も一緒に食われたかもしれませんが、ブラッディソードは毒物ではないので、脳は再生できます」

「なるほど。脳の条件はそれでクリアか。……身体からだはどうなんだ？　俺の身体からだは毒物に覆われていたはずだろう？」

　しばしの沈黙が流れた。

　ユーリは一本の指を残したまま言う。

「さあ？」

「おい……」

「あたしが何でも知ってると思ったら大間違いです」

「つまり、おまえにもわからないんだな。何な故ぜ、俺の身体からだに脳が戻ったのか」

　水ミ無ナ月ヅキは腕組みをする。水銀入りの培養液に浸っていたはずの身体からだに、どうして脳が再生したのか。考えを巡らせても、研究者ですらない水ミ無ナ月ヅキには見当もつかない。

「謎は残りますが、実際ミナヅキ兄さんは甦よみがえったのでよしとしましょう」

　それにしても、とユーリは水ミ無ナ月ヅキをしげしげと眺めた。頭から爪先まで観察した後、チッと白衣の少女は小さく舌打ちをする。

「オートマタのときより男前になってるのがムカつきますね。ミナヅキ兄さんにいきなり成長されて置いてきぼりを食らった気分です」

「そうなのか？　吸血鬼だから鏡に映らないんだ」

　水ミ無ナ月ヅキは自分の顔を撫なでた。

　他の吸血鬼はどうしてるんだろうと思う。自分の顔が見えなくて不便じゃないのか。

「ブサイクが原因でカノンちゃんにフラれることはないと、あたしが太鼓判を押してあげますよ。さあ、コソコソしてないで二人のところに行きますよ。カノンちゃんもリタ嬢も喜んでくれるはずです」

　ユーリは青年を促して行こうとする。

　その白衣を摑つかんでいた。

「待ってくれ」

　ユーリが振り返る。

　水ミ無ナ月ヅキは少し逡しゆん巡じゆんした後、その言葉を告げた。

「……俺は今のところ、カノンたちに正体を明かすつもりはない」

　少女の眉があからさまに寄った。

「何を言い出すんですか？　ミナヅキ兄さんがいなくなって、どれだけカノンちゃんが悲しんでると思ってるんです？　そんなことが許されるわけないでしょう」

　エメラルドの瞳が剣けん吞のんな光を帯びる。ユーリは刺すような眼まな差ざしで水ミ無ナ月ヅキの長身を見上げていた。

「どういう心境の変化です？　まさかカノンちゃんのことはどうでもよくなったんですか？　見損ないましたよ、ミナヅキ兄さん。結婚の約束までしておきながら、いざ吸血鬼になったらカノンちゃんを捨てるなんて──」

「俺は……！」

　ユーリの言葉を遮って、水ミ無ナ月ヅキは激した声を上げる。

　闇色のローブを纏まとう青年をユーリは冷たく注視していた。水ミ無ナ月ヅキは両の拳を握り締め、苦渋の声を絞り出す。

「──俺は、いつもカノンと風ふ呂ろに入っていたんだ……」

　近くの民家からラジオのクリスマスソングが流れてきた。

　ユーリは青年の深刻な表情をしばし見つめ、ただ一言、発した。

「は？」

「何の躊ちゆう躇ちよもなく衣服を脱ぎ、カノンを赤面させたことは数知れず。水着のカノンに全身を洗ってもらい、気を利きかせたつもりで彼女の水着を脱がして洗い返そうとしたこともある。ああ、風ふ呂ろといえば、リタにも身体からだを洗ってくれとせがんだんだった……！」

　水ミ無ナ月ヅキに記メ憶モ領リ域ーはないが、記憶は残っている。思い起こされるのは、少女たちに自分が行ってきた破は廉れん恥ちの数々。

　機械だったからとはいえ、あまりに酷すぎる。どうしてそんなことをした!?　と過去の自分を殴りたくて堪たまらない。

「カノンとリタがいる女子更衣室を開けたり、キスの意味を誤解したり、セクハラまがいの質問をしたり……くおおお本当に何をやっていたんだ、俺は。死にたい……」

「……」

　顔を覆って身み悶もだえる吸血鬼の青年。それをユーリは無表情に見つめていた。

　コホン、と一つ咳せき払ばらいして言う。

「おめでとうございます。ミナヅキ兄さんはついにまともな感性を獲得しました」

「めでたくない！　全然めでたくないぞ。こんな思いをするなら、いっそ何も知りたくなかった……！」

「あたしの仮説は正しかったわけです。生身に戻れば、ミナヅキ兄さんの朴ぼく念ねん仁じんは改善するのでは、という説は証明されました」

「おまえの研究者としての正しさなんかどうでもいいんだよ！　俺の気持ちを考えろ！」

「ミナヅキ兄さんが恥ずかしくてカノンちゃんやリタ嬢に会えたものじゃないのはわかりました。ですが、所詮は些さ末まつなことですね」

　ユーリは手首に収納していた鎖つきクナイを出していた。鎖が鳴る。

「ミナヅキ兄さんの羞恥心とカノンちゃんの気持ち、どちらが重いか比べるまでもありません。あたしの今の所有者マスターはカノンちゃんなんですよ。あたしは何が何でもミナヅキ兄さんをカノンちゃんの元に連れて行きます」

　水ミ無ナ月ヅキを捕らえるべく、ユーリは鎖を放つ。

　が、青年の姿は雲散霧消していた。鎖が空振りし、ユーリは首を巡らせる。民家に挟まれた路地裏に動くものはない。

「ダメだ。カノンには会えない」

　背後にあるクリスマスツリーの陰。

　真しん摯しな声が聞こえてきた方角にユーリはクナイを投とう擲てきする。銀の刃がモミの葉を散らし、飾られていた鈴が鳴った。

　また空振りだ。ユーリは鎖を振り回し、虚こ空くうに問いかける。

「どうしてです？　下らない見み栄えがそんなに大事です？」

「見み栄えじゃない。カノンのためだ」

　今度は民家の傍そばに置かれていた木箱の陰。言い終えるなり、水ミ無ナ月ヅキは〈霧ネー化ベル〉で姿を消す。クナイが木箱を粉砕した。

　ユーリは苛いら立だった声を出す。

「意味がわかりませんねえ。何がカノンちゃんのためなんです？」

「カノンが近くにいたら、俺は吸血を我慢できない」

　さっきカノンと対面したとき、水ミ無ナ月ヅキは吸血欲求を必死に抑えていたのだ。

　もし正体を明かせば、カノンは以前と同じように接してくるだろう。そのとき、水ミ無ナ月ヅキに自制できる自信はまったくない。

　ユーリは鎖を回し、問う。

「カノンちゃんを〈魅シヤ了ルム〉するのを恐れているんですか。正確には、〈魅シヤ了ルム〉できる状態にしてしまうことを」

　一度でも吸血してしまえば、その人間に対し〈魅シヤ了ルム〉を行使できる。自由意思を奪い、自分の言いなりにするのが可能なのだ。

　だが、そうなった場合、その吸血鬼と人間は対等な関係ではいられないだろうと水ミ無ナ月ヅキは思う。

「俺はカノンと対等でいたい。あいつを幸せにするために」

　ユーリの鎖が止まった。

　民家の屋根に身を隠し、水ミ無ナ月ヅキは白衣の少女を窺うかがう。ユーリは既に戦意を収めていた。水ミ無ナ月ヅキのほうを向くこともなく言う。

「……わかりましたよ。そういう事情なら黙秘しましょう」

「恩に着る」

　水ミ無ナ月ヅキは民家の屋根から跳躍した。着地の瞬間、〈霧ネー化ベル〉して衝撃を失なくし、ノーダメージで地に降り立つ。

「俺は陰からカノンを護衛する。ハウエルズとの戦いはまだ終わってないからな」

　カノンとリタの消えていった方角を見て水ミ無ナ月ヅキは言った。

　早く二人を追わなければと思う。でないと、さっきみたいに何かあったときに対処できない。

　水ミ無ナ月ヅキが駆け出そうとしたところで、ユーリが口を開いた。

「六ゼクス」

　青年のガーネットが白衣の少女を映す。

　ユーリは眼鏡を持ち上げた。

「これからはそう呼びます。正体を伏せておくなら、ミナヅキ兄さんと呼ぶわけにはいきませんからね」

　慣れ親しんだナンバーに青年、ゼクスは一つ頷うなずく。

　ローブを翻ひるがえして走り去る背中を見つめ、ユーリは呆あきれたように独りごちた。

「あの二人、なんでこう、一筋縄ではいかないんですかね……」
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　その夜。

　煌きらびやかな巨大クリスマスツリーが飾られた集会所に入るなり、カノンは「うわあ」と歓声を上げた。

「すごいパーティー！　お客さんも料理もたくさん！」

　広い集会所は多くの人で賑にぎわっている。出入り自由の立食パーティーだ。豪勢な料理の載ったテーブルがずらりと並び、会場は賑にぎやかな談笑の声で溢あふれていた。「メリークリスマス」という挨拶があちらこちらで聞こえる。

　大人数のパーティーに初めて参加するカノンは、物珍しさにキョロキョロしている。その横でリタは慣れた様子だ。

「まだまだ序の口よ。パーティーはイブとクリスマスの二日にわたって開かれるから、これからもっと賑にぎやかになるわ」

　ユーリは人工頭脳で煩うるさく鳴るアラートに顔をしかめつつ、視線を走らせる。

「吸血鬼だけじゃなくて人間もいますね。ローゼンベルク王は招待客を吸血鬼に絞らなかったんですか」

「ええ。このパーティーは誰でも参加オッケーよ。そもそも種族で区切ったら、家族全員で参加できないこともあるでしょう？」

　そんなのおかしいわ、とリタは肩を竦すくめてみせる。

　辺りを見渡していたカノンは、見覚えのある人物を発見していた。最初に泊まったシャレーにいた女主人である。彼女はワイングラスを片手に、親しげな様子で男性にしだれかかっていた。きっと旦那さんなのだろう。

　と、リタに腕を引かれた。

「あっちにわたくしたちのテーブルを用意してるわ。行きましょう」

　カノンは引かれるまま集会所の奥に向かう。

　そこには七面鳥の丸焼きやカラフルな前菜などが置かれた大きな丸テーブルがあった。それをカノン、リタ、ユーリで囲む。

「そういえば、ローゼンベルク王たちは？」

「お父様はさっきから会場中で引っ張りだこよ。お母様は料理の準備を手伝ってくれた使用人たちともう始めてるわ。だから、このテーブルはわたくしたちのよ」

　ワインのボトルを開けながら言うリタ。カノンが首を巡らせると、人がひしめく会場で岩のような巨体が見えた。ローゼンベルク王がバルサスと呼んでいた侍じ従じゆうである。

　ナイフで七面鳥を切り分けるユーリは言う。

「あれだけ図ずう体たいの大きい侍じ従じゆうが傍そばにいるとわかりやすいですよね。ご本人はお子様なので、よい目印です」

　三人分のワインとローストターキーの皿が準備できて、少女たちはグラスを持った。

　そこでリタがユーリに目配せする。

「わかってるわね、ユーリ」

　白衣の少女も不敵に返した。

「見くびらないでください、リタ嬢」

　間にいるカノンが疑問符を浮かべる。

「どうしたの、二人共。乾杯しないの？」

「するわよ。せーの」

　メリークリスマス、と言いかけたカノンの声を打ち消して。

「「誕生日おめでとうハツピーバースデー、カノン」」

　リタとユーリの声が重なった。

　三つのグラスが涼やかな音を立ててぶつかる。

　華やかなパーティー会場で、リタもユーリも微ほほ笑えんでカノンを見つめていた。ライトに照らされた二人の笑顔が眩まぶしい。

　驚いて動きを止めてしまった白銀の少女を、リタは促す。

「ほら、十六歳になったんだから、お酒も大丈夫よ。飲んで飲んで」

　うん、とカノンは恐る恐るワイングラスに口を付けた。赤ワインの渋みが口中に広がり、体内に入ったアルコールに頰がかっと熱くなる。

　カノンの様子を見ていたユーリが言った。

「リタ嬢、あんまりカノンちゃんに飲ませちゃダメですよ。カノンちゃんお酒弱そうなので」

「そう言うユーリこそ自重しなさいよ。まだ十四歳なんでしょ」

「あたしはいくら飲んでも酔わないのでいいんです。リタ嬢にも負けませんから」

「言ったわね、ユーリ。どっちが飲めるか勝負してもいいのよ。その身体からだでどこまで飲めるのかしらねえ」

「酔うとか酔わないとかじゃなくて、胃袋の容量の問題ですか……」

　二人共、とカノンが言い、リタとユーリが首を回す。
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　ワイングラスを両手で持ったカノンは、はにかんだ笑みを浮かべた。

「ありがとう。二人がお祝いしてくれて嬉うれしい」

　誕生日を誰かに祝ってもらうのは何年ぶりだろう、と思う。

　クリスマスだってそうだ。赤と緑に彩いろどられた街は毎年、どこもかしこも家族連れで溢あふれているけれど、カノンが共に過ごす家族は七年前に一人もいなくなってしまった。

　そう、一人も。

　そこまで考えてカノンはグラスに目を落とした。

　──水ミ無ナ月ヅキがいれば、もっと嬉うれしかったのにな……。

　ともすれば涙ぐみそうになるのを、カノンは瞬まばたきをして堪こらえる。

　同時に少し自己嫌けん悪おになった。

　何を贅ぜい沢たくなことを考えているんだろう。いつも独りぼっちで過ごしてきた祝日を誰かと一緒に迎えられるだけで、十分幸せなはずなのに。

　リタが照れくさそうに身じろぎする。

「やめてよ、カノン。こんな非常時でなければ、ちゃんとプレゼントとかも用意できたんだけど……」

「ううん、気にしないで。二人とご馳ち走そう食べられるだけで楽しいから」

「カノンちゃんはつくづく控えめないい子ですねえ」

　早速、食事を始める三人。

　と、リタが肉を食べる手を止めて、サイドテーブルのほうを向いた。

「でもね、プレゼントを買いに行けなかった代わりに、わたくしがケーキを焼いたのよ！」

　じゃーん、とリタが大皿をカノンに差し出す。

　それは、世にもおぞましい暗黒の塊かたまりだった。

　乾燥した大地のように罅ひび割われ、歪いびつな形状をしたそれは皿に鎮座している。暗黒の物体Ｘの周囲にはドライフルーツやマシュマロが飾られているが、物体が放つ禍まが々まがしさを抑えるには至らない。真っ黒い表面には生クリームの出来そこないのようなもので『ハッピーバースデー☆カノン☆』と書かれていた。

「……」

　皿を手渡されたカノンは硬直している。ユーリは引きつった顔で「うわあ……」と声を洩もらしていた。

　リタは頰に手を当て、自信満々に言う。

「レシピ通りに作ったから、きっと美お味いしいと思うわ」

「えっと、リタさん。これは、ガトーショコラ……？」

「え？　レアチーズケーキよ？」

　ユーリが天を仰いだ。

　リタは白衣の少女に顔を寄せる。

「ふん、どーよ、ユーリ。これでわたくしに女子力がないとは言わせないわよ」

「リタ嬢……女子力に言及したのは謝るので、二度と料理しないでください」

　紅あかい少女はにっこりと笑ってカノンにフォークを差し出した。

「はい、カノン。食べてみて」

　彼女は自分の作ったケーキを食べて喜ぶカノンが見たいのだ。リタに悪意は微み塵じんもなく、それ故ゆえにタチが悪かった。

　暗黒の物体Ｘを前に、カノンはダラダラと冷や汗を流し、

「ケ、ケーキはデザートだから最後に食べるね」

　逃げた。

　ユーリも同調する。

「それがいいですね！　まずは温かいうちに七面鳥を食べましょう」

　リタのケーキをテーブルの端っこに置く。そうしてカノンとユーリはローストターキーを熱心に食べ始めた。

　最終的な逃げ道は「お腹なかがいっぱいでケーキが入らない」だ。

　リタは残念そうにしていたものの、二人に負けじと七面鳥を口に運ぶ。

　やがて王女であるリタの元にも吸血鬼たちが挨拶に訪れ、クリスマスパーティーはより賑にぎやかなものになっていった。







　同じ頃、水ゼ無ク月スは。

　──ウマっ、何だこれ。超ウマい！

　ローストターキーにかぶりついていた。ハーブを腹に詰めて皮目をこんがりと焼いた肉は絶妙なまでに香ばしく、脂が滴したたるほどジューシーだ。嚙かみ締しめる度に、野性味のある肉の旨うま味みが身体からだ中じゆうに染しみ渡わたる。

　水ミ無ナ月ヅキのときにも味覚認識機能は付いていたが、実際の舌で味わうのとはまるで違う。「美お味いしい」というのを判定ではなく、実感として得ていた。

　舌に残る脂をワインで流したゼクスは、クリスマスパーティー会場の奥に視線を走らせる。

　そこにいるのは、三人の少女たちだ。

　ゼクスはカノンたちを追って集会所に入った。誰でも入れるパーティーなのが幸いだった。知人もなく一人で肉を貪っていても咎とがめる者はいない。

　リタやユーリに囲まれているカノンを、ゼクスは目を細めて見る。

　湧き上がるのは胸の高鳴りと、後ろ暗い吸血欲求だ。

　──何とかしないとな……。このままじゃカノンと結婚するどころじゃない。

　ゼクスとて、カノンには会いたい。会って正体を打ち明けて、約束通り恋人同士になりたい。けれど、吸血欲求が収まらないのだ。道端でカノンに荷物を手渡したとき、あの白い首に、柔らかそうな皮膚に、自分の牙を突き立てる様を夢想してしまった。

　オードブルに血入りソーセージを見つけて、ゼクスは食くらう。

　魔術は血液を糧かてとしているが、吸血直後でなければ魔術が使えないわけではない。その事実はリタを見てわかっている。

　ということは、だ。

　摂取した血液は体内に蓄積されている。それならあらかじめ大量の血液を摂とっておけばいい。リタだって水ミ無ナ月ヅキへの吸血欲求を我慢できていたじゃないか。十分な量を事前に摂取しておけば、カノンと対面しても吸血欲求を抱かずに済むのではないか。

　考えながら、黒いソーセージを口に運んでいたときだった。

　ちょんちょん、と腕を突かれる。

　首を回すと、見知った少女がいた。

「ユーリ。カノンたちの傍そばにいなくていいのか？」

　ゼクスはちらりとカノンのいるテーブルに目を遣やる。そこではリタが多くの人に囲まれていた。吸血鬼王女の彼女は同胞たちに慕われているらしい。カノンもリタの友人として談笑の輪に加わっている。

　白衣の少女は肩を竦すくめた。

「リタ嬢を祭り上げる人たちの輪に、あたしは不要でしょう。リタ嬢をコケにして吸血鬼たちから不興を買ってもよくないですしね」

「おまえとリタは仲がいいのか悪いのか、よくわからないからなあ」

「吸血鬼と対吸血鬼戦闘用オートマタなんですから仲がよい道理はないでしょう。ゼクスこそ、こんなとこに一人でいていいんですか。今日はカノンちゃんの誕生日なのに」

　ゼクスは顔をわずかにしかめ、ソーセージを口に入れた。

「……いずれ必ず、どうにかする。それまで待ってくれ」

　思いつめた表情の青年に、ユーリは息をつく。

「はい、どうぞ」

　おもむろにユーリが大皿を差し出し、ゼクスは眉をひそめた。

「何だ、これは？」

　皿にはやたら黒い物体が載っている。上には『ハッピーバースデー☆カノン☆』と書かれていた。

　胡う乱ろんげなゼクスに、ユーリは説明する。

「リタ嬢が用意したバースデーケーキです。ガトーショコラですね。ゼクスが独りで寂しそうだったので、お裾分けに来ました」

　そうか、とゼクスは何の疑いもなくフォークを暗黒に突き刺した。大きめの塊かたまりを口に入れる。

　瞬間、ブフーーーッと盛大に噴き出していた。

「ばっ、これがバースデーケーキだと!?　こんな炭の塊かたまりが食えるかっ！　まだ家畜の餌えさのほうがマシだ!!」

　ゼクスの大声に、周囲が一瞬しん、と静まり返る。

　思いの外、注目を集めてしまった青年は、ヤベ、と口を押さえた。

　カノンもリタもこっちを見る。紅あかい少女がケーキに気付き、「何なのよ、あの男……!?」と目を怒いからせた。その横で白銀の少女が「あっ」という表情をする。

　ユーリはニヤニヤと意地の悪い笑みを浮かべていた。

「いやあ、ゼクスに味見してもらってよかったです。あたしじゃ実際どんな味かわかりませんからねえ」

「おまえ……！　嵌はめやがったな……！」

　口に残る炭の欠片かけらをナプキンに吐き出し、ゼクスはユーリを睨にらむ。

　そのときだった。

　ドオォン！　と身体からだを突き上げる衝撃が轟とどろいた。窓ガラスがビリビリと震える。

「何事だ……？」

　会場全体に緊張が走る。次いで、カンカンと鐘の音が聞こえてきた。火事か、と会場中が騒ぎ始める。

　誰かが「あれを見ろ！」とカーテンを捲めくり、窓の外を指した。

　夜の雪山。本来なら外は真っ暗で何も見えないはずだ。

　だが今、アルプスの山々は赤く燃えていた。山腹の村々やシャレーで火の手が上がっているのだ。近くのシャレーでは黒煙が立ち昇る様まで見える。

　上空には爆撃機の影が揺らめいていた。

　パイロット用オートマタを搭載した新公国軍の爆撃機。機体に付けられたライトが凶星のごとく空に瞬またたいている。そこから何かが落ちてきては火の手が増える。

　ゼクスを含め、外を見た全員は絶句していた。

　まさか自国の領土を空爆するとは、誰も予想していなかったのだ。

「……やりおったな、外げ道どうめ」

　ゼクスは近くにいた少年が憎々しげに言うのを聞いた。

　赤しやく銅どうの髪をした少年は、その幼さには似つかわしくない剣けん吞のんさでぎり、と歯は嚙がみする。それから「リタ！」と声を張り上げた。

「我は空の鉄てつ屑くずを下す！　そちは地上を収めよ！」

　──爆撃機を相手取るのか……？　正気じゃない。

　ゼクスは啞あ然ぜんとしたが、リタは表情を引き締めて「はい、お父様！」と応えた。

　赤しやく銅どうの少年は巨体の男を従え、集会所の出口へ走る。

　ユーリがゼクスの傍そばで囁ささやいた。

「あのお子様がローゼンベルク王ですよ。さて、空の爆撃機相手にどう立ち回るのか、見物ですね」

　会場中が不安と混乱の最さ中なかにあってもユーリは好奇心が先に立っているようだ。

　と、反対側の窓が一斉に割れた。

　現れたのは多数の《ＨハーＷヴエー式しき》と銃口。

　プシューと音がして会場内に白いミストが噴射された。それは吸血鬼の〈霧ネー化ベル〉を防ぐものだ。ミストを浴びれば、しばらく〈霧ネー化ベル〉は行使できない。

「くそっ」

「ゼクス！」

　視界が白く塗り潰されたところで、ユーリの声がして腕を引かれた。機関銃の銃声が会場を蹂じゆう躙りんする。

　悲鳴と怒号。硝煙の匂い。非常事態を告げる鐘の音が遠くで鳴り響いていた。

　ユーリに引かれたゼクスはしゃがまされる。白い霧が晴れると、ゼクスは会場の隅、倒れたテーブルの陰にいた。

「村を爆撃した後に《ＨハーＷヴエー式しき》で襲撃ですか。しかも、クリスマスイブの夜という誰もが油断している時間帯。奇襲としては完璧ですね」

　ユーリがテーブルの陰から顔を覗のぞかせ、皮肉げに言う。

　パーティー会場には倒れた吸血鬼たちが積み重なっていた。ゼクスもユーリに引かれなければどうなっていたかわからない。《ＨハーＷヴエー式しき》はミストで視界と〈霧ネー化ベル〉を奪い、機関銃の一斉掃射で大勢の吸血鬼を無力化したのだ。

　会場に侵入した《ＨハーＷヴエー式しき》たちは武器をロングソードに切り替え、生き残っている吸血鬼を次々と屠ほふっていく。

　ゼクスはユーリを押おし退のけ、テーブルから顔を出した。

「カノンは!?」

「慌てなくても無事です。《ＨハーＷヴエー式しき》の設定に感謝ですね。人間には発砲されていません」

　カノンは頭を抱えて蹲うずくまっていた。たくさんの人々が逃げ惑う中、彼女は動けないようだ。

　ゼクスは床に落ちていたナイフを拾う。

「ユーリ、俺はいい。カノンを頼む。あいつを安全な場所に避難させてくれ」

「承りましたが、ゼクス、そのローストターキー用のナイフをどうするつもりですか？」

「決まっているだろう。《ＨハーＷヴエー式しき》を倒す！」

　言うなり、ゼクスはテーブルの陰から飛び出した。吸血鬼を一方的に蹂じゆう躙りんしている《ＨハーＷヴエー式しき》に突進する。

「ちょ、無茶はやめてくださいよ！　……ああ、聞いてませんね。無鉄砲なところは吸血鬼になっても直らなかったんですね……」

　ユーリはゼクスの制止を諦め、カノンの元に向かう。この混戦に巻き込まれれば、非力な少女はひとたまりもない。

　ゼクスはナイフを手に《ＨハーＷヴエー式しき》の一体へ走った。

　ロングソードを振る軍事用オートマタは、急所である首筋、所有者認識チップの挿入口を無防備に晒さらしている。

　それを目掛けて、ゼクスはナイフを突き出す。

「うおおおっ！」

　完全に仕留めたとゼクスが思った矢先。

　ロングソードがナイフを受け止めていた。刃のぶつかる音が鳴る。

　──何……!?

《ＨハーＷヴエー式しき》は剣を背負うようにしてゼクスの刺突を防いでいた。

　一瞬後、ぐるりとオートマタは身体からだを反転させ、横よこ薙なぎを放つ。その斬撃をゼクスは反応する間もなく受けていた。

「ぐ、は……」

　胸の下がぱっくりと裂け、ゼクスは仰向けに倒れる。

　会場の眩まぶしい天井を激痛と共に見上げ、ゼクスは呆ぼう然ぜんとしていた。

　──《ＨハーＷヴエー式しき》の動きが速い……？　いや、俺が遅いのか。

　水ミ無ナ月ヅキのつもりで《ＨハーＷヴエー式しき》に戦いを挑んだが、ゼクスはもう吸血鬼なのだ。吸血鬼を倒すために作られた軍事用オートマタにはパワーもスピードも追いつかない。

　不意に大きな影が差し、ゼクスは跳ね起きた。斬られた箇所は吸血鬼の再生能力で修復している。

　ゼクスの止とどめを刺すべく、《ＨハーＷヴエー式しき》はロングソードを青年のいた場所に突き立てていた。床に深々と剣が埋まる。

　──チャンス！

　得物を床に捕らえられたオートマタ。その懐ふところにゼクスは入る。渾こん身しんの力でナイフを左胸の装甲に叩たたきつけようとしたとき。

　金属の拳がゼクスの腹にめり込んでいた。

「っ──！」

　骨と内臓が破壊される音を体内で聞いた。

《ＨハーＷヴエー式しき》はロングソードを使わずにゼクスを素手で殴ったのだ。金属の装甲に包まれた腕はそれだけで凶器となり得る。

　ゼクスは吹っ飛び、窓を破っていた。ガラス片を散らし、厚く積もった雪に墜落する。

　──ダメだ……一撃も与えられない……。

　ゼクスは全身から血を噴いて雪原に埋まっていた。自動的に再生能力が働き、身体からだは修復を始める。けれど、内臓を滅め茶ちや苦く茶ちやに破壊された肉体はすぐに治るものではない。

　そこに傷一つない《ＨハーＷヴエー式しき》が窓から現れた。

　ゼクスは顔を歪ゆがめる。

　まだ辛かろうじて手にしているナイフを握り直すが、力が入らない。逃げるにしろ戦うにしろ、もうしばらく時間がかかる。

　満まん身しん創そう痍いのゼクスを討つべく、《ＨハーＷヴエー式しき》が地に降り立った。サク、と機械の足が雪を踏み締める。

　このまま動けなければ、ゼクスは心臓を突かれて終わりだ。

　緊急事態を告げる村の鐘は依然として激しく打ち鳴らされていた。

　黒煙が辺りに漂い、家屋の焼ける焦げ臭さが鼻につく。

《ＨハーＷヴエー式しき》の巨体は無情に迫ってきていた。

　──くそ、再生が間に合わない！　弱すぎるぞ、この身体からだ。俺にはまだやるべきことがあるのに……！

　歯は嚙がみしたところで再生速度は変わらない。

　血と脂で濡ぬれたロングソードを手にやってきた軍事用オートマタは、焦燥するゼクスの前まで来て──素通りした。

　──は……？

　思いがけないことにゼクスは呆ほうけた顔になる。

　軍事用オートマタは倒れているゼクスに見向きもせず、集会所の入り口へ行ってしまった。雪原に一人残されるゼクス。

「どう、なっている……？」

　動けるようになった青年は、身体からだを起こす。

《ＨハーＷヴエー式しき》がゼクスを追って窓から出てきたのは間違いない。それなのに何な故ぜ、自分を無視して行ってしまったのか。

　考えながら立ち上がったとき、ゼクスの身体からだからドサ、と雪の塊かたまりが落ちた。彼はほとんど雪原に埋もれていたのだ。

「そういうことか！」

　不意に閃ひらめいたゼクスは手を打っていた。







　集会所でリタは苦戦を強いられていた。

　ローゼンベルク王は爆撃機を討つため、パーティー会場を出て行ってしまった。この場を指揮できるのは自分しかいないのだ。

「タッグを組んで！　着実に一体ずつ破壊していくわよ！」

　ブラッディソードを抜いたリタは混戦の中、叫ぶ。

　集会所にいた〈赤の乙女部隊スカーレツト・メイデン〉のメンバーを急きゆう遽きよ、招集して編成したものの、圧倒的に人員が足りなかった。

　次から次へと湧いてくる《ＨハーＷヴエー式しき》に、逃げ惑う民間人は餌え食じきになっていく。現状、リタたちは劣勢を強いられていた。

　王族の切り札とも言えるブラッディソードはある。

　しかし、リタのそれが本領発揮をすれば、味方まで吹き飛ばしてしまう。敵味方が入り乱れる今、彼女のブラッディソードはただの剣と変わらなかった。

　──何がノブレス・オブリージュよ。またわたくしは守れないの……？

　リタは紅あかい剣を握り締める。

　少女の脳裏にはイエッセルホールでの情景が浮かんでいた。

　一直線に飛来するブラッディソード。カノンの前に立ちはだかる絡から繰くり少年。一片の恐怖もない漆黒の瞳で、赤に消えた彼の姿。

　もう幾度もあの日の情景を反はん芻すうしている。

　その度にリタの胸は張り裂けそうになるのだ。

　それでも、彼女が悲嘆に暮れることは許されない。

　カノンには悲しむ権利があるが、リタにその資格はないのだ。

　──わたくしの力は、わたくしの正義を守るためのもの。皆を守るための力だったはずなのに……！

　剣を持つ手が震える。

　目の前では同胞が斬り捨てられていく。

　ひっくり返されるテーブル、無情な殺さつ戮りくを続ける《ＨハーＷヴエー式しき》、飛び散っていく同胞の血、子供たちの悲鳴と人々の慟どう哭こく……。

　リタには何も止められない。

　王族の力があっても、それを制御できない少女は、無力だ。

　焦燥に駆られた紅あかい少女は戦慄わななく口を開き、自分の部隊へ号令を下す。

「総員、退ひいて！　一旦、陣形を……ひゃっ！」

　突如、ドサっと大量の雪をかけられ、リタは悲鳴を上げていた。

「何するの！」とリタが叫ぶ前に、青年は言う。

「服に雪を詰めろ、リタ」

　ローストターキー用の簡易ナイフを持った漆黒の青年は、不遜にもリタに命令した。思わずリタは眦まなじりを吊つり上あげる。

「ちょっと、あなた──」

「《ＨハーＷヴエー式しき》はサーモグラフィの形状で吸血鬼か否いなかを判定している。服に雪を詰めていたら、あいつらは俺らを吸血鬼と認識できない。だから、こんなこともできる」

　言うなり、青年は近くにいた《ＨハーＷヴエー式しき》に肉薄した。

「あっ、待ちなさい！　無駄死に……」

　するわよ、という言葉は続かなかった。

　軍事用オートマタに背後から迫った青年は、何の苦もなくその首を簡易ナイフで破壊したのだ。

《ＨハーＷヴエー式しき》は青年に反応すらしなかった。

　服に雪を詰めて体温を偽っている青年は、《ＨハーＷヴエー式しき》に『敵』と認識されない。路傍の石と変わらないのだ。

　オートマタのヘルメットが宙を舞う。

　放物線を描いて飛んだ《ＨハーＷヴエー式しき》の頭部は床に落ち、直後、その胴体が爆発する。《ＨハーＷヴエー式しき》に仕込まれている自己破壊用の爆弾が作動したのだ。

　呆ぼう然ぜんとするリタに、青年は得意げなガーネットの瞳を向ける。

「どうだ？　俺の言うことを聞く気になったか？」

　リタの表情がキリっと引き締まった。

　ブラッディソードを掲げ、叫ぶ。

「総員、一時撤退！　雪を服に詰めなさい！　戦えない人は雪の中に身を隠すのよ！」

　軍事用オートマタの目を逃れた漆黒の青年は、鮮やかな身のこなしで《ＨハーＷヴエー式しき》を次々と破壊していく。彼の周囲ではオートマタの爆発する音が響いていた。

　リタはそれを見み遣やり、思わず呟つぶやく。

「何なのよ、あの男……」
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　一夜明けて、クリスマスの夜。

　ローゼンベルク王のシャレーは重苦しい雰囲気に包まれていた。

　食堂に会するのは、吸血鬼王とリタ、侍じ従じゆうのバルサス、それとユーリである。昨晩の新公国軍の攻撃を受け、四人は作戦会議のために集まっていた。

　テーブルの議長席に座るローゼンベルク王は、少年の容姿にはそぐわない低い声で言った。

「昨夜の被害を報告せよ、バルサス」

　はっ、と応えた侍じ従じゆうは口を開く。

「……ヘルヴァイツ南部で爆撃を受けた山村は三百余りになります。村々に分散している同胞と連絡を取り、被害状況を確認しておりますが、いまだに連絡がつかない村も半数ほどございます」

「して、死傷者の数は？」

「……死者は人間を含めて三百人強。さらに、行方不明者は千人以上」

　その数にリタは顔を歪ゆがめ、ユーリは眼鏡を持ち上げた。

「随分、奪われましたねえ。行方不明になった吸血鬼の数だけ《ＨハーＷヴエー式しき》が増えると見て間違いありません」

　ハウエルズは《ＨハーＷヴエー式しき》の人工頭脳に吸血鬼を使っている。行方不明者が多いのは、オートマタにするため吸血鬼を連れ去ったからだ。

「連絡が取れない村がまだ半分もあるなら、もっと被害者はいるでしょうね。ローゼンベルク王が爆撃機を撃墜し、リタ嬢たちの部隊が《ＨハーＷヴエー式しき》を数十体倒したとはいえ、こちらの被害は甚じん大だいです。今回の奇襲はシャチョーの大勝利と言えるでしょう」

　ふ、と少年王は自嘲気味に声を洩もらした。

　ローゼンベルク王は俯うつむいたまま赤しやく銅どうの髪を揺らしている。リタとバルサスは雷を恐れるように身を竦すくめるのみだ。

　やがて顔を上げた王の瞳は凄絶な光を帯びていた。

「──戦いくさ支じ度たくをせよ。我はヘルヴァイツ新公国を攻める」

　はっ、とバルサスが鋭い顔つきで応え、リタが緊張を漲みなぎらせる。王はユーリに灼しやく熱ねつの視線を注いだ。

「よもや、止めはせぬまいな？」

　以前、ユーリはハウエルズの生命を保障するよう、ローゼンベルク王に跪ひざまずいてまで嘆願した。

　吸血鬼王が本気で新公国を攻めれば、諸悪の根源であるハウエルズの生死は保障されない。

　白衣の少女は目を伏せる。

「……あたしにできる限りのことはしました。シャチョーに拒まれたからには、もうどうしようもありません」

　バルサスが卓上に大きな地図を広げた。

「……陛下、ヘルヴァイツの地図になります」

　うむ、とローゼンベルク王は頷うなずき、チェスの駒を取る。

「我が軍は現在、アルプスの山さん麓ろくに布陣し──」

「待ってください！」

　バン、と勢いよくドアが開き、室内の四人は首を回した。

　現れたのはカノンだった。

　駆けてきた少女の銀髪は乱れている。息を整えながら四人を見渡し、カノンはしっかりとした声で言った。

「わたしにも戦わせてください。蚊か帳やの外そとは嫌です」

　ローゼンベルク王の瞳は厳しいままだった。

「……そなたは力を持たぬであろう」

　いいえ、とカノンはかぶりを振る。

「お許しをいただければ、わたしは戦闘用オートマタを作ります」

　少女の言葉にリタとユーリが息を詰めた。

　カノンは大真面目な表情だった。藍色の瞳は真剣そのもので、少女が生なま半はん可かな気持ちで提案しているのではないのを窺うかがわせる。

「昨日のパーティーでわたしたちを襲ってきた《ＨハーＷヴエー式しき》の内部構造を検分しました。ハウエルズさんは《ＨハーＷヴエー式しき》をどんどん進化させています」

　それはカノンだからわかることだ。

　ローゼンベルク王たちの助けになればいい、とカノンは《ＨハーＷヴエー式しき》の仕様を読み解いたのだ。すると、驚きの事実が明らかになった。

「今回の《ＨハーＷヴエー式しき》小隊長機はわたしの歯車機構が応用され、学習が可能になっていました。ですが、視覚や聴覚は従来より情報を制限し、理解力をあえて落とした状態にされていたんです」

　カノンの歯車機構はオートマタの自律学習を可能にする。様々な経験を積んで成長した暁には、彼女のオートマタは人と同じように思考し、自ら行動をする。

　その結果、所有者マスターの命令に逆らうことだってあり得るのだ。

　高校生オートマタコンテストでは、ハウエルズは自らの失言により《ＨハーＷヴエー式しき》ファーストの制御を失った。

　だから今度はわざと《ＨハーＷヴエー式しき》の理解力を落としたのだ。どんな非道な命令をされても、ただの人形のように従わせるために。

「冒ぼう瀆とくです。わたしは人を目指して歯車を組んだのに、わたしの技術をこんな形で利用されて許せません」

　カノンの技師としての矜きよう持じがハウエルズの行いを赦ゆるせなかった。

　ローゼンベルク王は硬い表情で彼女を注視している。

「そなた、母と同様に『最強の機械人形』を作ると申すか？　数多あまたの命を奪う可能性を孕はらんだ戦闘用オートマタを？」

　はい、とカノンは答えた。

　臆することなく吸血鬼王を見据える。

「わたしは守るために作るのです。もう誰の命も奪わせないために」

　リタがピクリと震えた。複雑な表情で顔を伏せる。

　カノンは藍色の瞳を決して逸そらさなかった。対たい峙じする蒼あおと紅あかの双そう眸ぼう。少女を試すように見つめていたローゼンベルク王は、ようやく首を縦に振った。

「よかろう。ビャクダンの名に恥じぬものを作るがよい」

「ありがとうございます。それと、先日の返事ですが」

　先日の返事。

　カノンが新大公に就くか否いなか。

　室内全員に注目された白銀の少女は俯うつむく。小さな拳を握り込むと、左手の薬指に嵌はまった指輪の存在を感じた。

　彼との約束は果たされなかったけれど、彼と目指した世界はそこにあるのだ。

　人間と吸血鬼が共存する世界。

　ローゼンベルク王たちの生活を見て、カノンはそれを実感した。

　なら、彼と生きるはずだった世界を実現させるのが、彼の弔とむらいになるのではないか。

　──水ミ無ナ月ヅキ。

　瞳を伏せて、カノンは脳裏に浮かぶ彼に呼びかける。

　彼の死を、遺志を、決して無為にはさせない。

　彼が殉じた理想に、自分の人生を捧ささげるのだ。

　哀かなしみを断ち切ってカノンは口を開く。

「──新共和国のために、わたしは公女として立ちます」

　少女の決断に室内は静まり返っていた。

　悲壮さを湛たたえ、カノンは吸血鬼王を見つめる。

　ローゼンベルク王は席を立った。白銀の少女と相対すると、慈いつくしむように少年は目を細めた。

「そなたの決意、しかと受け取った。感謝しよう、プリンセス・カノン」

　バルサスもリタもユーリも起立して、公女に敬意を表す。

　ローゼンベルク王は勇ましく告げた。

「これより我が軍は公女カノンを擁立する。ヘルヴァイツ新共和国を興おこすべく決起するのだ！」

　おう！　と全員が気合いの声を上げる。

　辛気臭かった室内は一転し、活気が漲みなぎっていた。バルサスがカノンの席を用意し、ローゼンベルク王が公女をテーブルに招く。

「……陛下、公女殿下には近この衛え兵へいが必要ですな」

「うむ。誰ぞ見繕わねばならぬな」

　作戦会議に加えられて緊張しているカノンは、王と侍じ従じゆうの会話に気を回す余裕はない。

　今後の目標が定まり、皆が決然としている中、ただ一人。リタだけが浮かない表情をしていた。
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　ローゼンベルク王のシャレーに程近い場所で、ゼクスはかまくらを構えていた。

　周辺にシャレーの空きがなかったので、こうするより他なかった。カノンから離れていたら、いざというとき助けになれない。

　雪壁に囲まれた空間でゼクスは眠りに就く。地面の硬さが気になったものの、疲労している身体からだはすぐに微睡まどろみ始め──。

　キィィン、と鋭い音が耳じ朶だを打った。その音色にはゼクスも馴な染じみがある。金属を打ち合わせる音だ。

　──剣けん戟げき……？　近くで誰かが戦ってる？

　ゼクスは身体からだを起こした。

　毛布代わりにしていたローブを羽織り、かまくらを出る。

　時刻は深夜だ。鳥の声も獣の遠とお吠ぼえも聞こえない。頭上には吸い込まれそうな黒い空が広がり、そこに煌こう々こうと輝く月が浮いていた。

　ゼクスは雪原を駆けた。

　剣けん戟げきの音が近くなる。手て練だれ同士なのか、凄すさまじい打ち合いだ。

　もう少しで戦闘が見えるか、と思ったとき、

「ダメ、ダメダメェエエエっ──！」

　癇かん癪しやくを起こしたような叫び声がして、ゼクスの目前で雪嵐が湧き起こった。

「うおっ!?」

　後ろへ跳んで嵐を回避はしたが、ゼクスは雪に足を取られて尻もちをついていた。

　真っ白い嵐は一瞬で収まり、舞い上がっていた雪の塊かたまりや《ＨハーＷヴエー式しき》の残骸がバサバサと大地に落ちる。

　その中央。開けた場所には少女が立っていた。

　雪原に映える鮮烈な紅あか。波打つ長い髪をした少女はゼクスに背を向け、肩で息をしている。闇に少女の荒い吐息が白く広がっていた。

「また失敗だわ……。どうしてこうなのかしら」

「何だ？　敵がいたのか？」

　ゼクスが声をかけると、リタは弾はじかれたように振り返った。

　磨き上げられたルビーの瞳が青年を映す。

「あなた！　どうしてここに……？」

　警戒心を露あらわにするリタに、ゼクスは立ち上がった。ローブについた雪を払う。

「ゼクスだ。剣けん戟げきの音が聞こえてきたんでな」

　周囲を確認するが、敵がいる様子はない。《ＨハーＷヴエー式しき》も、今しがた壊れたようには見えなかった。クリスマスイブの夜に破壊したものを集めただけに見受けられる。

「ええ。……敵はいないわ」

　リタはどこか歯切れ悪く返した。

　それからゼクスに向き直る。

「ちょうどよかったわ。あなたにもう一度、会いたいと思っていたのよ」

　リタは腕を組んで青年を見た。そうすると彼女の豊かな双丘がより強調される。たわわに実った白い胸は鎧よろいに収まりきらない。

　健全な若い男性であるゼクスはそこから目を逸そらし、ボソっと呟つぶやいた。

「……なんだか知っている展開だな」

「何ですって？」

「いや、こっちの話だ。で、何だ？　俺は見ての通り吸血鬼だぞ。触ってみるか？」

　リタと高校で最初に再会したときを思い出し、ゼクスは手を差し出す。が、リタは不快そうに顔をしかめただけだった。

「はあ？　結構よ。──ゼクスと言ったかしら。あなた、どうしてオートマタの仕組みに詳しいの？」

　ああ、とゼクスは納得した。

　彼が雪を使って《ＨハーＷヴエー式しき》のサーモグラフィ判定を欺いたのを、リタは不思議に思っているのだ。

「あれは偶然、発見したんだ。雪に埋まっていた俺を《ＨハーＷヴエー式しき》が見逃してな。あいつらのサーモグラフィ判定の条件は二項目しかなかったんだ。体温と人型。この二つは必要十分条件で登録されていて、どちらか片方の条件が欠けた場合、判定の結果は──」

「あああもうっ、条件だとか判定だとかややこしいわよっ！　ヴァンパイアのくせにオートマタ技師みたいなこと言わないで！」

　ゼクスは眉を持ち上げていた。

　……そういえば、吸血鬼にとってオートマタは文化的に馴な染じみのないものだ。リタもカノンたちと同じ高校に通っていたが、オートマタについての知識はからっきしだった。

　そこまで考えて、ふと思う。

「いや、それは種族の問題じゃないだろう。単に、リタが細かいことを考えられないだけじゃないのか？」

「はああっ、何よそれ!?　わたくしをバカにしてるの!?」

　憤然と言われ、ゼクスは思考を口に出していたのに気付いた。

　リタはめらめらと瞳を燃やし、ゼクスに指を突きつける。

「あなた、昨日から一体、何様なのよ！　《ＨハーＷヴエー式しき》を倒すためとはいえ、わたくしに雪をかけたり、わたくしの作ったバースデーケーキを侮辱したり！」

「あれはおまえの手作りか……。侮辱も何も、ガトーショコラとは名ばかりの炭の塊だったぞ。味覚があるんだから味見しろよ」

「ガトーショコラじゃないわ。レアチーズケーキよ！　間違えないで」

「もっと悪いわ！　どこがレアなんだよ。リタこそ作り方、間違えてんじゃねえか！」

　負けじとツッコむゼクス。リタは顔を真っ赤にして地団太を踏んだ。

「それから、それ！　わたくしの呼び方！　わたくしは、見知らぬあなたに呼び捨てを許した覚えはなくてよ」

　ゼクスは渋じゆう面めんになった。

　黙り込んだ青年に、リタは顎を持ち上げる。

「ヴァンパイアのくせに、自ら選んだ王族に敬意を払うよう教わらなかったの？」

「何だ、それは」

　途端にリタがヘンな顔になる。

「臣民は王族を敬い、王族は臣民のため力を振るう。それが世界中のヴァンパイアに通じる考え方のはずだけど？」

　リタが言うのは、王族だけが特ブラ別ツデなイソ力ードを持つ吸血鬼ならではの精神性だろう。つい二十年前まで国を持たなかった彼らが拠より所どころとしているのは、国家ではなく王族なのだ。

　だが、ゼクスが吸血鬼の精神性なぞ知るはずもない。彼は自分が吸血鬼だったときの記憶が一切ないのだ。

　とりあえず吸血鬼なら王族を敬わなければならないのは理解した。

　ゼクスは面倒を避けるために頭を下げる。

「申し訳ありません、王女殿下プリンセス」

　リタは青年の漆黒の頭を見て、溜りゆう飲いんを下げたようだった。

「いいわ、許してあげる」

　そう言ってこっちに歩いてきたリタは、ゼクスの前にサーベルを突き立てた。サク、と雪に埋まったサーベルを見て、青年は目を瞬またたかせる。

「その代わり、ゼクス。わたくしの鍛錬の相手をなさい」







「鍛錬……？」

　顔を上げたゼクスは、リタをまじまじと見つめた。

　吸血鬼王女は打って変わって真しん摯しな表情をしている。月光を受けた紅あかい双そう眸ぼうに魅せられそうだった。冗談を言っている風ではない。

「あなたがそれなりに戦えるのは、昨日の動きを見て知っているわ。女だったらわたくしの部隊にスカウトするところよ」

　サーベルを青年の前に残し、リタはくるりと背を向ける。

「それは光栄だなと言っておくか。だが、訓練なら同じ王族同士でやったらどうだ？　第三王女なら姉がいるんだろ？」

「……あなた、本当にどの王族に属するヴァンパイアなの？」

　リタの訝いぶかしむ声にゼクスはまたか、と顔をしかめた。今度は何を失言したのか。

「お姉様たちは何百年も前に他家に嫁いでいるわ。お母様は王族の出ではないし、今、ローゼンベルク家にいる王族はお父様とわたくしだけよ」

「すまんな。俺は記憶喪失なんだ。吸血鬼界の一般常識がないのは許してくれ」

　ゼクスは投げやりに返した。いっそのこと、そう言っておいたほうが楽だった。

　リタは不審そうだったが、続ける。

「お父様は近々ヘルヴァイツを攻めると決めたわ」

「攻める!?」

「ええ。もう一度、共和国を作るため新公国から武力で政権を奪うの。現大公を退位させ、新共和国の大公にはヴァンパイアに理解がある公女カノンを擁立する」

「カノンを!?」

「言葉に気を付けなさい。公女殿下よ」

　じろりと目を向けられ、ゼクスは口を噤つぐんだ。どうやら自分の知らない間に、カノンは大変なことになったようだった。

　リタは鎧よろいの長い裾を翻ひるがえし、雪原を歩く。

「今回の奇襲でハウエルズは完全にお父様を怒らせたわ。お父様は本気でヘルヴァイツ新公国を叩たたきに行く」

「最大の戦力である吸血鬼王が動くか。一人で爆撃機を落とすくらいだからな。あれ、結局俺は見れなかったんだが、どうやったんだ？」

「戦力はお父様だけじゃないわ。一般のヴァンパイア部隊もそう」

　ゼクスの疑問はスルーされた。吸血鬼王の能力は教えてもらえないらしい。

　十分、距離を取ったところでリタの足が止まった。

「それに、戦うのはヴァンパイアだけじゃないわ。カノンも戦闘用オートマタの製作に取りかかってるんだから」

　少し驚いたが、ゼクスはなるほど、と周囲を見る。

「だからここに壊れた《ＨハーＷヴエー式しき》が集められているんだな。《ＨハーＷヴエー式しき》には、貴重な波ハー動モニ歯ー・車ギアが使われている。カノンはこれを再利用するつもりか」

　再びじろりと見られ、ゼクスは「公女殿下」と言い直した。

　リタの疑念に満ちた視線が青年の顔を撫なでる。

「……いやに理解が早いのね。歯車の種類を一目で見抜いたり、カノンの思惑を当てたり」

「人間と同じ高校に通っていたからな。技師として最低限の教育は受けてる」

　しまった、と内心でゼクスは焦あせっていたが、リタは「そう」と淡白に返しただけだった。

「……お父様も同胞の皆も、カノンも全力を尽くしているわ。それに比べ、わたくしは──」

　リタは手を掲げた。

　少女の瞳に悲哀が浮かぶ。

　けれど、それは一瞬のことで。

　哀かなしみを決意に塗り替えて、リタは謂いう。

「わたくしは、まだ足りないわ」

　一陣の旋風と共に、紅あかい剣が少女の手に顕現した。

　さらに少女の周囲には紅あかい花か弁べんが生まれ、刃を形成していく。計十本。剝むき身みの剣が宙に浮いて少女を囲んでいた。

　初めて見るブラッディソードの形態にゼクスは立ち尽くす。

　リタは覚悟を決めた顔をしていた。迸ほとばしる殺気が彼女の本気を物語っている。

　吸血鬼王女は真紅の瞳を煌きらめかせた。

「行くわよ、ゼクス」

　瞬間、十本の剣が空くうを切って青年に殺到した。

「ちょ、待っ……！」

　制止の声は続かない。ゼクスは突き立てられたサーベルを咄とつ嗟さに取り、振るった。正面から真まっ直すぐ胸を狙ってきた一本を弾く。

　次いで、首を切断すべく迫ってきた二本を伏せて躱かわし、振り向きざま、背を狙う三本を跳ね飛ばす。両の太ふと腿ももを貫いた剣を払はらい除のけ、大上段から降ってきた斬撃を防ぐ。

「これで……全部！」

「まだよ。わたくしがいるわ」

　言葉と同時に、後ろから胴をばっさりと斬られた。

「がはっ！」

　鮮血と内臓をぶち撒まけ、ゼクスは雪に倒れる。斬られた場所が熱い。吸血鬼の再生能力があるため死ぬことはないが、納得はいかなかった。

「……いきなり何をするんだ」

　自分が再生されていくのを感じつつ、ゼクスはリタに目を遣やる。

　そうして、驚いた。

　紅あかい少女は重労働をしたみたいに荒い息を吐き、苦く悶もんの表情をしていた。玉のような汗が少女の顎を伝い、落ちる。

「言った、でしょう。鍛錬よ」

　息も絶え絶えな声。

　彼女の魔術で形成した剣は今や、ボロボロになっていた。宙に浮いた剣から紅あかい花か弁べんが剝がれ落ち、大気に霧散していく。

　リタは宙の剣の一本を睨にらんだ。虚こ空くうから紅あかが生み出され、剣を補修する。けれど、別のところから剝がれた花か弁べんがまた剣を損なっていく。

「不必要な風を抑え、すべての花か弁べんを操るの。わたくしは自身の魔術を完全に支配する。できるはずなの。お父様はわたくしの歳としの頃には、とっくにブラッディソードを使いこなしていたのだから……！」

　新しい形態のブラッディソードを維持し、制御するのに彼女は大変な労力を要していた。

　リタの辛つらそうな様子にゼクスは思わず洩もらす。

「いつもブラッディソードは使っていたじゃないか。何な故ぜ……」

「あれじゃダメよ。花か弁べんの一枚一枚を自在に操れないと、わたくしの魔術は完全じゃない」

　彼女の魔術を思い返すが、リタが生み出す花か弁べんは数えきれるものではない。あれをすべて操るなど、到底不可能に思える。

　ゼクスは首を振った。

「無理するな。そこまでしなくても──」

「無理じゃないっ！　わたくしはっ、急いで強くならないといけないの！」

　悲痛な叫びが夜や気きを裂いた。

　ゼクスは紅あかい少女を見つめる。

　冴さえ渡わたる冷気の中、リタはやるせない表情でブラッディソードを握っていた。その肩が震えている。

「……大事な人を亡なくしたわ。わたくしもあの場にいたのに、わたくしと一緒に戦ってたのに、ブラッディソードに吞のまれる彼を助けられなかった……！　わたくしの力じゃ足りなかったのっ！」

　少女の顎を伝っていたのは汗だけではなかった。

　後悔が雫しずくとなってリタの頰を濡ぬらしている。月明かりを反射し、少女の青白い顔は煌きらめいていた。

「彼の強さに甘えていたんだわ。わたくしのブラッディソードは未完成だってわかってたのに、それを克服しなかった……！　何がノブレス・オブリージュよ。正義を守る、よ。わたくしは何も守れなかった！」

　それは彼女にあるまじき叫び。王族として育てられ、王族として誇りを持ってきた彼女が、決して吐き出すことを許されなかった懺ざん悔げ。

　紅あかい少女は瞳いっぱいに涙を溜ためて、ゼクスを見る。

「これはわたくしの罪。わたくしの甘えが、驕おごりが、彼を殺したの」

「リタ……」

　彼とは水ミ無ナ月ヅキのことだ。

　そして、それは違う、とゼクスは言いたかった。

　水ミ無ナ月ヅキが消失したのは、彼自身の弱さのせいだ。ファーストの人工頭脳を破壊しなければならないと気付かなかった。戦いの最後まで余力を残しておけなかった。自分のすべてを擲なげうってでも、カノンを守れさえすればそれでいいと思ってしまった。

　けれど、遺のこされた少女たちはどう思っただろうか。

　特にリタは水ミ無ナ月ヅキと共に戦っていたのだ。タッグを組んだ者として、彼女は自責の念に駆られずにはいられなかった。

　リタは手の甲で乱暴に頰を拭う。

「わたくしに彼の死を哀かなしむ資格はないのよ。好きな人を亡なくすのも、友人が哀かなしむのも、たくさん。わたくしは今すぐ強くなる」

　目ま蓋ぶたを閉じて少女は魔術を練る。

　凍える真夜中、雪原で一振りの大剣を手に立つ少女。長い睫まつ毛げが震えていた。月光を浴びた美貌には汗が滲にじみ、紅あかい唇からは吐息が洩もれる。

　辺りはしん、と静まり返っていた。嵐は起こらない。普段の爆発にも似た魔術はすっかり抑えられていた。

　花が開く静けさで、リタは己の魔術を展開する──。

　その様を見つめていたゼクスは、サーベルを手に立ち上がった。

「……俺も同じだ。強くなりたい」

　リタが目ま蓋ぶたを開けた。紅あかい瞳が青年を映す。

　自分の弱さが、この強くて美しい少女をここまで追い詰めたのだ。そのことにゼクスは少なからず責任を感じていた。

　心が動いたと言ってもいい。リタの想おもいは痛いほど伝わってきていた。彼はもう、恋心がわからない絡から繰くり少年ではないのだ。

　リタの想おもいを嬉うれしく思う。

　だからこそ、水ミ無ナ月ヅキを愛してくれた彼女を罪悪感で苦しませたくなかった。

　サーベルを構え、ゼクスは言う。

「来い。王族だろうが、相手してやる」

　彼女の罪悪感が消え去るまで、彼女が再び自信を取り戻すまで、鍛錬に付き合うのが誠意というものだろう。それがゼクスとしてできる、彼女への報い方だ。

　リタがふっと好戦的に笑った。

「なら、遠慮なく行くわよ。──咲き狂いなさい、〈風葬の薔薇トルナルド・ローゼ〉」

　無数の紅あかい剣が少女の周囲で発生する。十本どころではない。剣山の中央でリタは自らの手にも長大なブラッディソードを形成した。

　そして、吸血鬼王女は地を蹴った。

　ゼクスもまた踏み込む。

　全身をズタズタに引き裂かれるところを〈霧ネー化ベル〉で躱かわし、リタの背後を狙う。大量の剣が流れるように照準を変え、ゼクスを追尾する。ぶつかるブラッディソードとサーベル。火花が散った瞬間、再びゼクスは〈霧ネー化ベル〉し、今度は少女の頭上へ。

　リタの顔が上向く。大粒のルビーが青年を映した。

「はああああああぁぁっっ───!!」

　リタの気合いの声が放たれ、ガキン、と剣がぶつかる。

　漆黒の青年と真紅の少女は全力で切り結んでいた。

　食い止めるリタのこめかみを汗が一筋伝い、次の瞬間、魔術が暴発する。

「あっダメ！」

　リタの焦あせった叫び声。

　爆風でゼクスは軽々と吹っ飛んでいた。大量の花か弁べんが青年に牙を剝く。

〈霧ネー化ベル〉で間一髪躱かわしたものの、持続できる時間は十秒のみ。それが終われば、自動的に猛攻に晒さらされることとなる。

　自分に迫る紅こう刃じんを認識する。ざわ、と身体からだ中じゆうの血が沸騰する感覚がして、ゼクスは頭の中で奇妙な音を聞いた。

　カチリ、と。

　まるで何かのスイッチが入ったかのような。

　瞬間、青年の全身から閃せん光こうが迸ほとばしる──。

　雪原に立つ大樹にドン、と派手にぶつかって、ゼクスは止まった。雪の上にずるりと落ちる。背中を強打し、すぐには動けなかった。

「ちょっと、大丈夫っ!?」

　紅あかい髪を翻ひるがえしてリタが駆けてくる。制御を失ったリタのブラッディソードがゼクスを直撃したのだ。死ぬことはなくても、不安にはなる。

　やってきたリタはゼクスを目にするなり、はっと立たち竦すくんだ。

「……問題ない」

　なんとか声を出せるようになったゼクスは応える。

　木に背を預けて座った青年に紅あかい刃は一つも刺さっていなかった。代わりに、焼け焦げた花か弁べんの残骸が散らばっている。

　ゼクスは立ち上がった。呆ぼう然ぜんとするリタに言う。

「続きをするぞ。制御の持続が課題だな」

「……ええ」

　頷うなずいたリタは青年をまじまじと見つめる。

　ゼクスは間合いを取るため、少女に背を向けて雪原を歩き出す。彼の手にあるサーベルではバチ、と小さく紫電が走っていた。
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　ゼクスがリタからヴァンパイア兵の制服を渡されたのは、それから一週間後だった。

　すぐさま着替えるよう言われ、別室でゼクスはそれに袖を通す。ローゼンベルク家の紋章が入った、随分と仕立てのよい上衣だった。

　着替え終わったゼクスを見るなり、リタは形のよい眉を持ち上げた。「ふーん」と言って、紅あかい少女はゼクスをジロジロと観察する。

「何だ？」

「まともな恰かつ好こうをすれば、それなりに見えるじゃない」

　これまで着の身着のままだったため、まともな恰かつ好こうをしていなかった自覚はある。ゼクスが返せないでいると、リタが手を伸ばした。

「タイが曲がってるわ」

　少女の白い手がゼクスの首元を正す。

　間近にいる彼女を見下ろすと、長い睫まつ毛げが目についた。さらにその下にある、柔らかそうな胸元も。

「はい、できたわ」

　リタがゼクスを見上げる。青年と少女の視線が思いの外近くでぶつかり、リタはたじろいで距離を取った。

「そうか。吸血鬼は鏡に映らないから、こうして他人に身なりを整えてもらうんだな」

　ふと疑問が解消されて納得するゼクス。リタがヘンな顔になった。

「何、当たり前のこと言ってるのよ。王女であるわたくしが整えてあげたんだから、ありがたく思いなさいよね」

「ありがとうございます、王女殿下プリンセス」

　どこか棒読みのゼクスにリタは肩を竦すくめる。

「で、ゼクス。今日からあなたは近この衛え兵へいよ」

　昼食はパンよ、みたいなテンションで言われ、一瞬ゼクスは聞き流した。

「……何だって？」

「近この衛え兵へい。王族に直接仕える兵士のことよ。侍じ従じゆうのバルサスやわたくしの部隊〈赤の乙女部隊スカーレツト・メイデン〉がそれにあたるわね。兵士にとってこれ以上ない栄誉なんだから、喜んでいいのよ」

　と言われても、ヴァンパイア兵ですらなかったゼクスに実感は湧かない。どうりで上等な服を支給されたわけだ、と思った。

「何な故ぜ、自分が？　という顔ね」

　喜ぶ風ではないゼクスにリタは言う。

「あなたの戦闘技能の高さと、オートマタについての知識をわたくしは買ったの。わたくしたちが戦うのはオートマタ。敵についてある程度、理解があったほうがいいわ」

「オートマタ知識に関してはそうだろうが、戦闘技能は王女殿下の足元にも及ばないんだがな」

　ここ一週間、ゼクスとリタは毎晩、真夜中に剣を交えていた。

　結末は、暴走したブラッディソードにゼクスが吹っ飛ばされるか、制御されたブラッディソードにゼクスが貫かれるかのどちらかだ。彼がリタに勝ったことは一度もない。

　リタは心底呆あきれた顔になる。

「あなた、ブラッディソードに素の剣技で勝てると思っているの？　とんだ自信過剰だわ」

「なら、王族を守護する意味などないだろう。何のための近この衛え兵へいだ？」

　首を傾かしげたゼクスに、紅あかい少女はふっと笑う。

「近この衛え兵へいは主君を補助するのが務めよ。護衛は任務の一つでしかないわ。と言っても、あなたの場合、護衛がメインとなるでしょうけど。ついてきなさい」

　思わせぶりなリタに従い、ゼクスはヴァンパイア兵の駐屯地を出た。

　山道を登り、一つのシャレーに通される。そこはローゼンベルク王のシャレーだった。

　食堂で新聞を読んでいたユーリが顔を上げ、目を丸くする。

「……珍しい組み合わせですね。リタ嬢とゼクスとは」

　白衣の少女がアイコンタクトで「正体を教えたのか？」と訊きいてくる。ゼクスは首を横に振った。

　リタも不思議そうに訊きく。

「ユーリこそ、どうしてゼクスを知ってるのよ。知り合い？」

「いえ、クリスマスパーティーで独りぼっちの彼を見て、可哀かわい想そうに思ったあたしがリタ嬢のケーキをあげただけの関係です」

「泣なきっ面つらに蜂だな！　ロクな関係じゃない」

　ゼクスがツッコみ、ユーリはスルーした。

　リタはそれ以上、追及はせずに室内の階段を見る。その瞳が曇った。

「今日も出てきてないの？」

「ええ。もう一週間ですから、さすがに心配になりますね。食事は摂とっているみたいですが、こうも出てこないのはよくないでしょう。あたしも声をかけてはいるんですがね」

　応えるユーリの表情も浮かない。

　ゼクスは少女二人を見比べた。

「おい、誰のことを言っているんだ？」

　訊きくが、二人共、ゼクスなど存在しないかのように話し始める。

「いざとなれば、わたくしがドアを蹴破るわよ？」

「それはあたしでもできます。リタ嬢の案は大概、大雑把すぎて一蹴するんですが、今回ばかりは現実味を帯びてきましたね……」

「だから、一体誰の──」

　ゼクスが苛いら立だった声を上げたときだった。

　階上でバン、と勢いよくドアの開く音がした。

「できた！　できたよっ！　完成したの、わたしが作りたかったオートマタ！　みんな、見たらきっとびっくりする……」

　バタバタと慌ただしく階段を下りてきた白銀の少女は、食堂に会する三人を見るなり、ぴたりと立たち竦すくんだ。ユーリやリタがいるのはともかく、ゼクスまでいるとは思っていなかったのだろう。藍色の瞳が青年の元で留まる。

　驚いたのはゼクスたちもだった。

　作業用のつなぎ服を着た少女の白銀はボサボサで、目は何日徹夜したのかわからないくらい充血している。オイルで汚れた顔は青白く、心なしか瘦せたように見えた。

　ぽかん、とするカノンに、リタが安あん堵どの息をつく。

「もう、カノン。オートマタを作っているからって夢中になりすぎよ。部屋に籠ってばかりじゃ身体からだに悪いわ」

「ごめんね、リタさん。でも、三日くらい部屋にいても大丈夫だと思う」

「カノンちゃん、時間感覚がおかしくなってますよ。籠っていた時間は一週間と半日です」

　見慣れた三人のやり取りに、ゼクスは思わず入ろうとしていた。

「カノ……っ!?」

　瞬間、リタに膝裏を蹴られる。

　カク、となったゼクスに構わず、リタはカノンに言った。

「ちょうどよかったわ、カノン。紹介したい人がいるのよ。今日付けで近この衛え兵へいになったゼクスよ」

　リタは青年を手で示して得意げに続ける。

「彼をカノン直属の近この衛え兵へいにしたから。雑用でも何でも、顎で使ってくれて構わないわ」

「「ええーっ!?」」

　カノンとゼクスは同時に叫び、リタは青年をじろりと睨にらんだ。ゼクスは口を噤つぐむ。

　銀髪の少女はわたわたと手を振っていた。

「専属の近この衛え兵へいってどういうこと!?　そんなのいらないよ」

「いらないわけないでしょう！　だって、カノンは公女で、これから新共和国の大公女に就くのよ。近この衛え兵へいの一人や二人、傍そばに控えさせておくべきだわ」

「それは、大公女になるとは言ったけど……護衛ならユーリさんもいるし……」

　カノンの視線を受けたユーリは、宙に目を漂わせた。

「あたしは裏方ですからねえ。近この衛え兵へいなんて大層なものに収まる気はありませんよ」

「ほらね！」とリタが意気込んでカノンに迫る。

「それに、オートマタだけにカノンを守らせるわけにはいかないわ。ヴァンパイア兵からもカノンの近この衛え兵へいを出すよう、お父様に言われているの。カノンがヴァンパイアを従えているという体裁も必要なのよ」

　ローゼンベルク王の指示となれば、カノンも断るわけにはいかない。

　つなぎ服の少女は恐る恐るゼクスを見る。その視線にはどことなく青年に対する好奇心が込められていた。

「彼の腕や機転はわたくしが保障するわ。近この衛え兵へいとしての働きは果たせるはずよ。礼儀を知らないのが玉に瑕きずだけど」

　リタは青年に目を向けた。「公女殿下に挨拶なさい」と言われ、ゼクスは白銀の少女に言う。

「近この衛え兵へいの──」

「どこの世界に主君を見下ろして挨拶する臣下がいるのよ」

　リタから痛烈なダメ出しを食らったゼクスは、渋々、膝を折った。気恥ずかしさを堪こらえて跪ひざまずく。カノンが息を吞のむのがわかった。

「近この衛え兵へいのゼクスだ。何なりとご命令を、公女殿下プリンセス」

　やればできるじゃない、とリタが腕を組む横で、カノンはすっかり恐縮している。

「か、顔を上げてください。困ります……！」

「カノンちゃん、大公女になるなら人に傅かしずかれるのに慣れておいたほうがいいですよ」

　ユーリも言うが、それでもカノンは青年の肩に手を置いた。ゼクスは顔を上げる。少女の藍色が青年を映していた。

「この前、泥棒を捕まえてくれた人ですよね。あなたがわたしを護衛してくれるんですか？」

「ああ、この命に代えても」

　その言葉は迷いなく口から出た。

　カノンが一瞬、辛つらそうに目を細める。

「……立ってください。畏かしこまられると、わたしがどうしていいかわからなくなります」

　主君の求めに応じ、ゼクスは立つ。急に近この衛え兵へいを付けられて戸惑っているのか、カノンはもじもじしていた。青年の視線に居心地悪そうにしている。

　リタはほっとして言う。

「これでわたくしやお父様が戦場へ行っても大丈夫ね。戦地にカノンを連れて行くわけにはいかないもの」

　あ、とそこでカノンが思い出したように声を上げた。

「そうだ、戦闘用オートマタ完成したよ！　調整は必要だけど、もう実戦には使えるはず」

　ユーリが驚いた顔になる。

「それはまた……随分と早い完成ですね。最低あと一週間はかかると見ていたんですが」

「うん、わたしも三日で完成するとは思ってなかった。最短記録更新だよ」

「いえ、だから一週間と半日ですけどね……」

「今からオートマタのお披露目していい？　早くみんなに見せたくて」

　瞳を輝かせてウズウズしているカノン。

　三人が何か言うより早く、白銀の少女は階段の向こうへ呼びかけた。

「おいで、紫陽花アジサイ」

　軽微な足音がした。

　所有者マスターの声紋に反応し、オートマタはやってくる。

　階段の暗がりから降りてきた男物のズボン。現れた体たい軀くは男性にしては華きや奢しやだ。紺色のシャツを着た少年の顔が露あらわになったとき、カノン以外の全員が凍りついていた。

　──噓うそ、だろ……。

　ゼクスもリタもユーリも『彼』から目が離せなかった。リタは短く息を吞のみ、ユーリの手からは新聞が滑り落ちる。ぱさ、と新聞紙がテーブルで微かすかな音を立てた。

　階段を降りた少年型のオートマタ。その横に、カノンは並ぶ。

「紫陽花アジサイ、ここにいるのはわたしの友達よ。挨拶して」

　凝ぎよう然ぜんとしている三人を少年は見渡した。

　中性的な顔立ちをした愛らしい美少年は、お手本みたいな笑顔を披露する。

「初めまして。僕は戦闘用オートマタ《白びやく檀だん式しき改かい》紫陽花アジサイです。皆さん、今日からよろしくお願いします」

　少年らしい爽やかな声が食堂に響いていた。

　誰も言葉を返せない中、カノンだけがキャッキャッと甲高い歓声を上げた。「よくできました」と彼の黒髪をしきりに撫なでている。少年も嬉うれしそうに漆黒の目を細めた。

　そのオートマタは水ミ無ナ月ヅキに瓜うり二ふたつだった。
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「次のニュースです。昨年、十二月二十四日に行われたアルプス空爆作戦において大勝利を収めた新公国軍は、新たな《ＨハーＷヴエー式しき》の製作を発表しました。ハウエルズ元帥は三か月以内に国内の吸血鬼を一掃すると──」

　プチ、とテレビが消えた。

　ローゼンベルク王がリモコンで消したのだ。新年らしい華やかなニューススタジオの映像が消えて、シャレーの食堂は厳おごそかな空気に戻る。

「どうせ彼奴きやつの都合のよいようにしか報道しておらぬ。見る価値もなかろう」

　夕食時で、ローゼンベルク王は首元にナプキンをかけていた。それがまた妙に子供らしい。

　一緒に食卓を囲むのはバルサス、リタ、ユーリ、カノンといった作戦会議の面々である。そこに、カノンの近この衛え兵へいであるゼクスと、戦闘用オートマタの紫陽花アジサイが加わっていた。

　ローゼンベルク王はスープを口に運ぶ。

「報道では新公国軍の優勢を強調しておるが、実のところ新公国軍は分解しかけておる」

　リタが肉を頰張りつつ、王に顔を向けた。

「分解？」

「……本日、陛下が葬儀に訪れた際、新公国軍の軍人が我らに接触してきたのです」

　巨体に似合わず繊細にナイフとフォークを使い、バルサスは返す。

　葬儀とは、クリスマスイブの奇襲で亡なくなった犠牲者のだ。吸血鬼王はクリスマス以降、村々を弔問していた。

「新公国軍って敵じゃない。わたくしたちに何の用なのよ」

「南部州庁舎のザウアーラント少将と言っておった。今回の奇襲について謝罪し、深い哀悼の意を表する、ともな」

「攻めておきながらよく言うわ。謝るくらいなら、初めから攻撃するんじゃないわよ」

　リタは苛いら立だちを隠そうともせず、骨付き肉にかぶりついた。

　その向かいでカノンは考えながら口を開く。

「《ＨハーＷヴエー式しき》の所有者マスターはハウエルズさんだから、ハウエルズさんが設定した攻撃命令は他の軍人さんには止められない。その人にはどうしようもなかったんじゃないかな」

「ザウアーラントによると、ハウエルズは自分に逆らう者を徹底して粛清しておるらしい。今の新公国軍は彼奴きやつの独裁と変わらぬとな」

「でしょうね。人間がいる地域に爆撃してきた時点で、新公国軍の考え方が従来と大きく違うのは明白でした。あの奇襲はシャチョーが立案したので間違いありません」

　ユーリが断言し、リタが口を尖とがらせる。

「何よ、ユーリは全部お見通しってわけ？」

「むしろどうしてリタ嬢はそこに気付かないんですか。吸血鬼を殺すためなら人間をいくら犠牲にしてもいい、とヘルヴァイツ公国軍が考えていたら、十年前の吸血鬼と人間の戦争は瞬時に終わりましたよ。吸血鬼が占領した街を水銀弾で爆撃すればいいんです。それができなかったのは、公国軍が罪のない民間人を殺せなかったからですよ」

　ゼクスも血入りソーセージを齧かじり、補足する。

「対吸血鬼戦闘用オートマタもその理念があって作られている。禁則事項が設定され、決して人間を攻撃しないようプログラムが組まれた。サーモグラフィを搭載し、吸血鬼だけを判別して殺せるオートマタだけが軍で採用されていた」

「世界中で吸血鬼の侵略が終わらないのは、吸血鬼が人間を捕らえているからだって言うよね。吸血鬼と戦おうとしたら、吸血鬼以上に人間の被害者が出るから手を出せないって」

　カノンはそう言ってから、ふとゼクスを不思議そうに見た。

　青年と目が合うと、カノンは慌てて目を逸そらしてしまう。吸血鬼なのに何な故ぜ、対吸血鬼戦闘用オートマタに詳しいのか疑問に思われたのかもしれない。

　リタがぐぬぬと顔をしかめたところで、ローゼンベルク王は口を開く。

「話を戻すが、我は今日、ザウアーラントから見舞いの品をもらい受けた」

　見舞いの品。

　意外な一言に、食堂が静まり返る。

「中身を検めたところ、大量の銃剣であった。銃弾もセットでの。南部州庁舎の面々もハウエルズのやり口には我慢がならぬらしい」

　暖炉の火がパチ、と爆はぜる音がした。

「三日後、我らは南部の最大都市ミュルダンで集会を開く。それが我が軍の宣戦布告となるであろう」

　ローゼンベルク王がカノンに目を留める。

「プリンセス・カノン、そなたの協力が必要である」

「はい」と応えた白銀の少女を、ゼクスはテーブル越しに窺うかがった。

　カノンは隣に座る紫陽花アジサイの世話を甲か斐い甲が斐いしく焼いている。骨付き肉を骨ごと食べそうになる少年を慌てて止めたり、彼の口元に付いたソースをナプキンで拭ったりだ。

　紫陽花アジサイの面倒を見るカノンは、終始ニコニコしていた。

　対する紫陽花アジサイは、所有者マスターの少女にされるがままになっている。水ミ無ナ月ヅキが愛用していたシャツを着て、水ミ無ナ月ヅキと同じ顔をして、「塩味あり、美お味いしい」というお粗末な感想を律りち儀ぎに述べるところまで、彼は水ミ無ナ月ヅキだった。

　ただ一点。その表情だけは水ミ無ナ月ヅキと違い、常に微笑を湛たたえている。

「どうしたのよ」

　隣に座るリタに声をかけられ、ゼクスは我に返った。食べる手を止めてしまっていたらしい。

　モヤモヤとした感情が渦巻いていた。何がこんなに自分の心をざわつかせるのか、ゼクスにもわからない。

　カノンの戦闘用オートマタが完成したのは喜ばしいことのはずだ。だが、カノンと紫陽花アジサイを見る度に覚えるこの胸騒ぎは、何なのか──。

「はい、ゼクス食べて」

　いきなりグロテスクなものが目の前に現れて、ゼクスは瞬またたいた。

　自分の皿に真っ赤な臓物らしきものが載っている。誰も倦けん厭えんして手を付けていなかった料理をリタがゼクスに取り分けたのだ。

「……待て。これは何だ？」

　生々しい物体は食物かと疑うレベルだ。現に、取り分けられるまでゼクスはそれをただの悪趣味な置物かと思っていた。リタは骨付き肉を食べながら言う。

「食事の人数が増えたから、わたくしが一皿多く作ったのよ」

「やめろ！　食ったらダメなやつじゃねえか！」

　レアチーズケーキという名の炭の塊かたまりを思い出して、ゼクスは皿を押おし退のける。

　リタがムッと頰を膨らませた。

「せっかくわたくしが作ったのに拒否すると言うの!?」

「当たり前だ！　こんなのは味覚のないユーリにでも食べさせておけ」

「パーティーのときの仕返しですか。大人げないですねえ」

　絶妙に焼けた肉をちゃっかり確保し、ユーリは首を振っている。

　リタはフォークを置いて、目を落とした。

「……ひどいわ、ゼクス。わたくしが一生懸命作ったのに、手も付けてくれないなんて」

　しおらしい少女に、ゼクスはうっとなる。

「いつもわたくしの鍛錬で再生の魔術を酷使させてるから、血液をたくさん摂とってもらいたかったのに……一口も食べずに拒否するなんてあんまりだわ……！」

　そこまで言われてしまうと、食べなければ悪い気がしてきた。

「じゃ、じゃあ、一口だけ……」

　ゼクス自身、血液は積極的に摂取したい。そのための料理なら多少の無理はするべきだろう。

　皿を手元に戻し、ゼクスはフォークで臓物らしきものの欠片かけらを刺す。グニュ、と嫌な感触がした。

　口元までそれを運ぶが、なかなか口に入れる勇気が出ない。

　見た目もさることながら、それは非常に生臭いのだ。プーン、と異臭が鼻先に漂ってきて、それだけで胃がひっくり返りそうになる。

　──落ち着け。リタが作ったとはいえ、たかが料理じゃないか。息を止めて飲み込めばどうにかなるだろう。水のグラスはそこにあるし、足りなければスープもある。口直しの料理はまだふんだんにあって……。

　臓物を凝視したままいつまでも口にしない青年に、リタがついに痺しびれを切らした。

「もうっ、じれったいわね。早く食べなさいよっ！」

　皿にある臓物をフォークで刺し、丸ごとゼクスの口に押し込む。

　心構えが終わる前にそれを口に詰め込まれた青年は、

「～～～っっ！」

　──やっぱ食い物じゃねえぞこれクソマズすぎて死ぬ死ぬ死ぬ……！

　無理やり嚥えん下かさせられて倒れた。

　一部始終を傍観していた王と侍じ従じゆうは言う。

「ま、冷蔵庫に銀や水銀は入っておらぬであろう」

「……さようですな。毒物が混入していない以上、何を食しても命にはかかわりません」

　だったらおまえらも食えよ！　とゼクスは遠のく意識で思っていた。







　ゼクスが復活し、食事もあらかた終わった頃。

「あ、今からシャワー使ってもいいですか？」

　カノンが全員を見渡し、訊きいた。リタが目を瞬またたかせる。

「いいけど、カノン、夕食前にシャワー室使ってなかった？」

「うん。今度は紫陽花アジサイを洗おうと思って」

　ゴフっとゼクスはグラスの水を噴いていた。

　リタが「ちょっと」とこっちを睨にらんでくる。だが、ゼクスはそれどころじゃなかった。咳せき込こんだ後に席を立つ。

「公女殿下、そいつは俺に洗わせてくれ」

　え、とカノンが戸惑った声を出した。ゼクスを見上げた少女は、紫陽花アジサイと青年をしきりに見比べる。

「ダ、ダメです。紫陽花アジサイは繊細なオートマタなので、洗い方にコツがあって……」

「問題ない。所有者認識チップの挿入口を濡ぬらさないこと、人工頭髪は絡からみやすいため梳すくように、人工皮膚は継ぎ目に沿って擦るんだろ」

「なんでそんなこと知って……。でも、他の人にさせるのは悪いので、わたしが洗います！」

「いいや、公女殿下にそんなことさせてたまるか。こいつは俺が洗う！」

　紫陽花アジサイを挟んで、譲らない二人。

　当の絡から繰くり少年はイスに行儀よくかけたまま黙りこくっている。

「カノンちゃん、確かにオートマタの洗浄は公女様がすることじゃないですよ」

　ユーリが笑いを嚙かみ殺ころした顔で助け舟を出す。

　でも、と食い下がるカノンを無視して、ゼクスは紫陽花アジサイの襟首を摑つかんだ。

「とにかく問題ない！　俺が洗ってくる！」

　人形のように無抵抗な少年を引きずり、ゼクスは食堂を出た。







　シャワー室の脱衣場にて。

　ゼクスは紫陽花アジサイを見下ろした。

　少年は屈託のない笑顔を貼り付けたままゼクスを見つめている。服を脱がせてくれるのを待っているようだ。

「おまえ、暗器はあるのか？」

　ゼクスの問いかけに紫陽花アジサイは一つ、瞬まばたきをした。

「暗器、とは何ですか？」

「アサシンブレードと四連装拳銃だ。両手に内蔵されていないのか？」

　いいえ、と紫陽花アジサイは簡潔に答えた。ふむ、とゼクスは顎に手を当てる。

「なら、戦闘プログラムは何が入っている？　おまえの得意武器は何だ？」

「体術プログラムVer.3.01と高等剣技プログラム─ヴァーミリオン─が搭載されています。長剣の標準装備が推奨されています」

　なるほど、とゼクスは彼の戦闘仕様を理解した。

　カノンは暗器を不要と判断したのだ。ロングソードで戦えれば十分なのだろう。

《白びやく檀だん式しき》は吸血鬼を油断させるため、武器を持っていない体でいなければならなかった。だが、《白びやく檀だん式しき改かい》にその体裁は必要ない。相手はサーモグラフィでしか敵を認識できない《ＨハーＷヴエー式しき》なのだ。奴やつらは武器の有無など判定していない。

　考え込むゼクスを見て、紫陽花アジサイは言う。

「現在、指示を待機中です。命令をどうぞ」

　ゼクスは顔をしかめた。

「自分で服を脱げ」

　言われた通り、少年がシャツを脱ぐ。一点のシミもない滑らかな肌が露あらわになった。余分なものどころか筋肉もない細い体たい軀くがゼクスの前に現れる。

　つくづく自分を見ているみたいだった。

　視線に気付いたのか、紫陽花アジサイがゼクスを見る。ゼクスも服を脱ぎながら言った。

「いいか、おまえは俺だ」

「いいえ、僕は吸血鬼ではありません」

「知っている。だが、おまえは俺なんだ」

「理解不能の発言を認識しました」

「わからなくていい。かつておまえだった俺が一つ、大事なことを教えてやる」

　見慣れた少年の顔を見つめ、ゼクスは重々しく口を開いた。

「カノンと風ふ呂ろに入るのはやめろ。絶対にだ」

「何な故ぜ──」

「常識だからだよ！　あと、女の子の前で全裸になるのもダメだ。俺が後悔してるから言ってるんだぞ。風ふ呂ろくらい一人で入れ！」

　パチパチと拍手が聞こえてきてゼクスは首を回した。

　白衣の少女が脱衣場の入り口に佇たたずんでいた。口元を緩ませたユーリが大仰な仕草で手を打っている。

「いやあ、ゼクスもそれがわかるとは、成長しましたねえ」

「ちょっ、おま、なんでいるんだよ！」

　ゼクスは慌ててズボンを引き上げる。紫陽花アジサイはユーリが登場しても、どこを隠すこともなく立ち尽くしていた。自分が見られているみたいでいたたまれず、ゼクスは紫陽花アジサイにタオルを押しつける。

　半裸の少年と青年がいるにもかかわらず、ユーリは脱衣場に入ってきた。ゼクスの前まで来ると、彼女は急に真顔になる。

「ゼクスはアジサイって花、知ってます？」

「知らないな」

　ユーリは「でしょうね」と諦めた声を出した。

「アジサイは極東原産の梅雨に咲く花です。サクラが極東の春を代表する花だと考えると、興味深いですね」

「《白びやく檀だん式しき改かい》は極東の季節の花から名付けられていると？」

「ええ。そして、もっと言うと、アジサイは六月の花なんです」

　思わずゼクスは目を眇すがめていた。

　六月──水無月の花。

「ミナヅキ兄さんそっくりのオートマタを作り、アジサイと名付けた。カノンちゃんの気持ちがわかりますか？」

　それだけ言うと、ユーリは白衣を翻ひるがえして脱衣場を出て行った。

　ゼクスは紫陽花アジサイを見み遣やる。

　漆黒の少年は、さっきと寸分変わらない微笑を浮かべていた。

「現在、指示を待機中です。命令をどうぞ」
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　三日後の朝、カノンとリタ、ゼクス、紫陽花アジサイは南部州最大の都市ミュルダンに着いていた。

　ミュルダンは観光業で発展した都市だ。アルプスの高峰の登山客やスキー客はまずミュルダンに立ち寄り、装備を整えてから各シャレーを目指す。

　観光客の目を楽しませるため街にはたくさんの花壇が設置され、一年を通して花が咲いていることからミュルダンは「花の都」とも言われるのだが。

　街に入ったカノンは、手入れされずに枯れている花たちを目にして、しょんぼりした。

　新年になったばかりで、本来なら商店街は買い物客で賑にぎわっているはずだ。しかし、ほとんどの店のドアにはクローズドの札がかかったままである。街を歩く人々は何かに怯おびえているように足早で、家々の門もん扉ぴは補強されて固く閉ざされている。露店では吸血鬼除よけとして銀のお守りが売られていた。

「いかにも戦時中って雰囲気ね」

　リタが居心地悪そうにローブのフードをかぶり直した。ゼクスもリタと同じ、フード付きの黒いローブを羽織っている。

　曇天にもかかわらずフードを取れないのは、吸血鬼とバレれば危ないからだ。街中には猟銃を携帯している人もいる。何かあったとき自分の身を守るためだろう。

「せっかく街に来たのに……」

　観光を楽しむ空気ではなくて、カノンは残念そうにボヤく。

　雪山のシャレーに籠って二週間。首都イエッセルで暮らしてきた少女にとって、山小屋の田舎暮らしはそろそろ飽きてきた頃だ。

　戦争ムードの街並みを見渡していたカノンは「そうだ！」と精一杯明るい声を出した。

「駅の近くにあるショッピングモールに行こう！　そこならさすがに開いてるよね」

　白銀の少女は首を回す。

「紫陽花アジサイ、行くよ。今日はいっぱい新しいもの見るからね」

　絡から繰くり少年はさっきからカノンの近くで直立していた。虚うつろな漆黒の瞳に陰気臭い街の情景を映し、意味のない笑みを浮かべている。

　カノンの声に反応し、少年は所有者マスターを見た。

「新しいもの、とは何ですか？」

　カノンは紫陽花アジサイの腕を抱える。

「服とか靴とかアクセサリーとか、オートマタもだし、食べ物も覚えようね」

　はい、と紫陽花アジサイは素直に頷うなずいた。カノンがにっこりして紫陽花アジサイに身体からだを寄せる。そのまま二人は恋人みたいに寄り添い、歩き出した。

　リタとゼクスはカノンたちに付き従う。けれど、少女と少年型オートマタを見つめる彼らの表情はどちらも微妙なものになっていた。







　カノンたちがミュルダンまでやって来たのは、集会が目的だった。

　街の中央にある公民館で、カノンは公女としてヘルヴァイツ新公国に宣戦布告する。

　吸血鬼王が武力で政権を奪取した後は、速やかに国民の支持を得なければならない。集会はその足掛かりだった。新大公になる予定のカノンが有識者に対して演説し、支持を取りつけるのだ。

　集会は夕方からだ。街へ行くと決まった途端、カノンとリタは久々にショッピングをしようと盛り上がっていた。どうやら衣類を買いたいらしい。紫陽花アジサイの調整にもなるから、ということで、四人は集会前に街に繰り出した。

　ローゼンベルク王やユーリたちは集会の行われる公民館付近の警戒に当たっている。

「街は本当に《ＨハーＷヴエー式しき》がいなくなっていたな」

　駅に隣接したショッピングモールの地下街。スーパーの中を歩きながらゼクスは言った。

　カノンの予想通り、ショッピングモールは開いていた。品しな揃ぞろえはあまりよくないが、人々が生活できるだけの物資はある。保存食を買かい漁あさる買い物客も目に付いた。

　ゼクスの隣でリタは頷うなずく。

「南部州庁舎の軍人たちがわたくしたちに協力してくれたのは大きいわね。彼らが管轄している《ＨハーＷヴエー式しき》は今日、ミュルダン市街に近付かないそうよ」

　ハウエルズがすべての《ＨハーＷヴエー式しき》を管理しきるのは不可能だ。

　軍事用オートマタには所有者マスターの他に、代理人が設定され、地方に配備された《ＨハーＷヴエー式しき》はその地域の軍人が代理人として登録されていた。代理人は所有者マスターより権限が低いが、強オ制ー命ダ令ーなどはできる。

「ハウエルズはついに軍部に裏切られたか……」

「当然よね。いくら粛清をしても、恐怖で人を従えられるはずないわ。あいつの支配も長くは保もたないでしょ」

　カノンは紫陽花アジサイに野菜や果物を一生懸命教えている。紫陽花アジサイに笑いかける少女のマフラーが緩んでいた。その隙間から白い首が覗のぞき、ゼクスは目を逸そらす。

　八重歯が疼うずくのを気け取どられたら問題だった。

「それより、わたくしが心配なのはカノンよ。アジサイを作ったのはいいけど、あれはどういうつもりなのかしらね。……そんなことをしても、ミナヅキは帰ってこないのに」

　リタはゼクスの様子に気付かず、腕を組む。

　少年と一緒にいるカノンは妙にはしゃいでいた。誰と張り合っているのでもないのに紫陽花アジサイの腕を離さない。

　そこでゼクスはふとリタを見た。

「おまえは紫陽花アジサイにくっ付かなくていいのか？」

　はあ？　とリタが怪け訝げんな顔になる。紅あかい少女はゼクスの顔を穴が空くほど眺めた。

「どうしてわたくしがアジサイにくっ付くのよ」

「いや、だって……似てるんだろ？　その水ミ無ナ月ヅキに」

　紫陽花アジサイが水ミ無ナ月ヅキにそっくりだというのは、既に会話に上っている。ゼクスが言ってもおかしくない。

　紅あかい少女は軽く眉をひそめた。

「似てないわ。あんなのミナヅキじゃない」

　ツン、とした少女の言葉にゼクスは救われた気がした。

　ゼクスの正体を知らないリタは拳を握って続ける。

「ミナヅキはねえ、もっとしょうもないポンコツなの！　バカで、頑固で、無愛想で、気が利きかなくて、いっつもヘンな勘違いしてて、女の子の気持ちをこれっぽっちもわかってくれなくて……！」

「おい、それ以上はやめてくれ！　聞いてる俺が辛つらい！」

　でもね、とリタは目を伏せた。長い睫まつ毛げが震える。

[image: ]

「……いざというとき、すごく頼りになるの」

　吐息と共に洩もらされた言葉。

　そっと見下ろすと、リタの頰は色付いていた。少女の目元が微かすかに潤んでいる。唇は何かを堪こらえているように引き結ばれていて──見ていられずにゼクスは横を向く。

　顔が火ほ照てるのを自覚していた。

　スーパーの生鮮食品売り場で、青年と少女はそれぞれ別の方向を見て沈黙する。

　カノンが振り返った。

「そろそろ洋服見に行こうか。……あれ、なんで二人共、顔が赤いの？」

　白銀の少女が首を傾かしげる。

　ゼクスとリタは視線を交えることなく声を揃そろえた。

「「別に」」







　ショッピングモールの上の階に移動し、少女たちは洋服を物色していた。

「ねえ、このスカートどう？　丈が長すぎない？」

　気に入った衣服を試着してはいちいち訊きくリタ。鏡が使えない以上、吸血鬼は他人に意見を求めるしかないのだ。

　カノンは試着室から出てきたリタを見る。

「長くはないよ。大人っぽくていいんじゃないかな。ね、紫陽花アジサイはどう思う？」

　話を振られた絡から繰くり少年はリタににっこりと微ほほ笑えみかけた。

「可か愛わいいです」

「そ、そう。ありがと……」

　少年の覚えたばかりの褒ほめ言葉に、リタは居心地悪そうな表情になった。

「次の服に着替えるわ」

　リタがシャッとカーテンを閉じる。

　それを店舗の出入り口付近で眺めていたゼクスは、なるほど、と思った。

　──こうして見ると紫あ陽い花つは俺に似てないな。

　容姿は酷似していても両者の中身はまるで違う。水ミ無ナ月ヅキは他人に媚こびない。あれだけ行動を共にしていたが、水ミ無ナ月ヅキはリタの容姿を褒めたことなど一度もなかった。……それもどうかと思うのだが。

　ゼクスが水ミ無ナ月ヅキだった頃を思い出して自じ己こ嫌けん悪おに沈んでいると。

「あっ、ヘアアクセがたくさんある」

　カノンが小物に目を留めていた。

　花や蝶ちようなど華やかな装飾が付いたヘアクリップたちだ。そのうちの一つを手に取ったカノンは、あろうことか紫陽花アジサイにそれを付けた。

　──おいおいおいおいっ！

　ゼクスが内心で激しくツッコむ一方で、カノンは紫陽花アジサイを見て「キャー」とやたら黄色い声を上げる。彼女のそんな声を初めて聞いた。

「すごく可か愛わいいー。やっぱりお花似合うなー。どれがいいかなー」

　顔を笑みの形にしたまま、カノンはヘアクリップたちを見下ろした。少年に付けては外し、吟味を始める。紫陽花アジサイはマネキンのごとくカノンにされるがままだ。

　そこで再び試着室のカーテンが開いた。

「カノンー！　これはどう？」

　リタの声を受け、白銀の少女はアクセサリー選びを中断して試着室へ向かう。

　その隙にゼクスは少年の背後に忍び寄った。

「いいか、嫌だったら嫌と言っていいんだぞ」

　むしろ言え。それは女物だぞ。

　自分がされているみたいでゼクスは歯は痒がゆい。紫陽花アジサイが振り返った。

　少年の黒髪にはヘアクリップが付いたままだった。まさしくアジサイに似た青い花の装飾がある。線の細い中性的な少年に、細緻な髪飾りはよく似合っていた。

　少年は真っ黒い瞳でゼクスを見上げる。

「嫌、とは何ですか？」

　瞬間、胸を衝つかれた気がした。

　この少年に、自我はない。

　彼はプログラムで規定された言動を忠実に実行しているだけだ。感情や自由意思はない。

　生体の脳が入っていて、自意識が最初からあった水ミ無ナ月ヅキとは違うのだ。赤ん坊でも抱くはずの好こう悪おの感情すら紫陽花アジサイにはなかった。

　彼の微笑も、嬉うれしそうな仕草も、すべてがプログラムで規定されている。実際のところ、紫陽花アジサイは何の感情も抱いていない。

　返答に窮した青年を紫陽花アジサイはじっと見つめ、質問を繰り返す。

「嫌、とは──」

「紫陽花アジサイがされたくないことを嫌って言うの」

　いつの間にかカノンが戻ってきていた。

　白銀の少女は技師の顔をしている。その表情にゼクスは春はる海みの面影を見た気がした。《白びやく檀だん式しき》を作った春はる海みも、水ミ無ナ月ヅキを見つめる春はる海みも、こんな悲壮な表情をしていた。

　紫陽花アジサイは瞬まばたきをする。

「理解不能の発言を認識しました」

「今はわからなくても、経験を積めばそのうち紫陽花アジサイにも好き嫌いが出てくる。だから、慌てなくて大丈夫。紫陽花アジサイは紫陽花アジサイとして、どんどん成長していくんだから」

　カノンはまるで自分に言い聞かせるように、少年へ説く。

　思わずゼクスは口を挟んでいた。

「……それはつまり、いつかそいつにも自我が宿ると？」

　ゼクスの問いに、カノンは一瞬驚いた顔をした。

　白銀の少女は答える。

「はい。それを目指して作りましたから」

　真まっ直すぐ向けられた藍色の瞳に、ゼクスは何な故ぜかまた胸騒ぎを覚えていた。







　少女たちの買い物は続く──。

　人のまばらなショッピングモール。そのワンフロアを一巡する頃には、ゼクスの両手は紙袋だらけになっていた。

　カノンとリタ、そして紫陽花アジサイ。三人分の服である。

　衣類なので重量はないが、かさばるのが面倒くさい。ゼクスはショッピングにうんざりしていた。

　一方で少女たちはまだ買い物に飽きないらしい。話に花を咲かせながら、目ぼしい商品を探している。その後に続く紫陽花アジサイにも嫌がる素振りはない。

「そういえば、ゼクスさんはお洋服買わなくていいんですか？」

　ただ一人、何も買っていない青年を気遣ったのか、カノンが最後尾にいるゼクスを振り返った。

「俺はいい」

　ゼクスはぶっきらぼうに返す。途端にカノンが寂しそうな目をした。それを見て、ゼクスは突き放す言い方だったかと少し反省する。

「軍服があるから必要ない」

「ほんっとそういうとこ無頓着よねえ、ゼクスは」

　振り返ったリタは咎とがめるように言う。

「公女殿下付きの近この衛え兵へいなんだから、少しは外見に気を配りなさいよ」

「なおさら服は軍服で十分だろう」

「ああもうっ」とリタが頰を膨らませたところで、カノンがクスッと笑った。ひどく哀しげな笑い方だった。

　ショッピングモールの端にはランジェリーショップもあった。少女たちはそこにも突撃していく。

「下着！　ちょうど足りないと思ってたんだよね」

「カノンの家からは全部持って来れなかったものね……。あっ、見て、これ可か愛わいくない？」

　少女たちは早速、下着を物色し始める。紫陽花アジサイもカノンに続いて店舗に入ろうとしたが、ゼクスが襟首を摑つかんで阻止した。

　手持ち無沙汰にゼクスは紫陽花アジサイとランジェリーショップ前で待つ。

「現在、指示を待機中です。命令をどうぞ」

　横から紫陽花アジサイが煩うるさかったが、ゼクスは全部無視した。

　少女たちの買い物に付き合っていたら、時刻はいつの間にか昼過ぎになっていた。歩き通しで空腹も覚えている。

　早く終わらないかな、とゼクスは店内を窺うかがった。

　リタがカノンに下着を薦めている。「これ絶対カノンに似合うわよ！」「ええーちょっとセクシーすぎない？」「この色だったらどう？」「あっ、それならいいかも……でも……」

　白銀の少女は下着売り場を見渡しては困り顔になっている。

　ゼクスは何な故ぜカノンが困っているか瞬時に理解していた。呆あきれたように言う。

「カノン、小さいサイズはそこじゃない。こっちだ」

　店内の隅、子供用下着の棚をゼクスは指した。

　瞬間、場が凍る。

　カノンとリタは真顔で青年を凝視していた。その視線が痛い。あまりにも痛すぎる。

　──しまった。つい余計なことを……。

　失言に気付いたときにはもう遅い。少女二人のニードルみたいな視線に、ゼクスは冷や汗が噴くのを自覚していた。

「……ゼクスさん。今の、どういう意味ですか？」

　凍いてついた空気の中、カノンが静かに問う。ゼクスはカラカラに渇いた口を開いた。

「……いや、てっきり、合うサイズがなくて困っているのかと……」

　カノンは子供用ブラジャーを着けている。それは水ミ無ナ月ヅキのときに見ていた。見たことを今となっては反省しているが、とにかく知っているのだ！

　青年のしどろもどろな言い訳にカノンは怪け訝げんな顔になった。

「それで、どうして勧めるのが子供用なんですか？」

「そうよ。カノンはもう子供じゃないわ。十六歳よ」

　リタまで加勢してくる。ゼクスは視線を彷徨さまよわせた。

「十六歳なのは知っているが……下着のサイズは子供だろ……」

「まるで、わたしの下着を見たことがあるみたいな発言ですね」

「それかゼクス、まさかカノンのシャワーを覗のぞいたの？」

「違う！　下着もシャワーも見たわけじゃなくて、ただ、その、なんとなく、体型から子供用かな、と……」

　少女たちの眉は今や完全に寄っていた。ゼクスは冷や汗をダラダラと流すのみである。

　やがてカノンが青年の前までやって来る。

「ゼクスさん、わざわざ売り場を教えてくれてありがとうございます」

　平へい坦たんな声でお礼を言われ、ゼクスは一つ身震いした。

　ですが、と続けた少女は慎つつましやかな胸元を押さえる。羞しゆう恥ちに染まった顔で、カノンは青年を仇きゆう敵てきのように睨にらみ上げた。

「余計なお世話です！」







「申し訳ありません、公女殿下プリンセス」

　レストランの一角で、ゼクスは腰をぴったり九十度に折っていた。

　ショッピングモールに入っている地中海レストランだ。情熱的な音楽が流れていて雰囲気のよい店なのに、客はほとんどいなかった。新公国軍と吸血鬼の戦争が始まれば、最前線になるであろうミュルダンを今訪れる観光客はおらず、どこもかしこも閑散としている。人目を避けたいゼクスたちにはかえって好都合だった。

　立ったまま深々と頭を下げるゼクスに、数少ない他の客は何事かとこっちを窺うかがっている。

　膝の上にナプキンを広げながらカノンは言った。

「いいです。子供用しか合わなかったのは事実なので」

　口では「いい」と言っているが、カノンの声音は明らかに怒っている。ゼクスには見えなかったが、少女は完全に口を尖とがらせていた。

　リタも腕を組んでゼクスにジト目を注ぐ。

「失礼な話よね。体型からサイズを目測するなんて。わたくしのサイズも見透かされてるかと思うと、ぞっとするんだけど」

「……申し訳ありません、王女殿下プリンセス」

「え、噓うそ！　ほんとにわたくしのも見透かしてるの!?」

　リタが血相を変えて身を乗り出す。

　見透かすも何も、水ミ無ナ月ヅキのときに実物を見ているのだ！　一緒に風ふ呂ろに入ったことが自然と思い出される。顔を伏せていてよかったとゼクスは心から思った。

　が、ゼクスが安あん堵どする一方で、カノンとリタは白い目をしていた。顔が見えずとも、青年は耳まで真っ赤に茹ゆだっていたのだ。それに気付いていないのは本人だけである。

　カノンは息をついた。

「もう座ってください。ゼクスさんも男の人ですしね。大きいほうが好きなのはよくわかりました」

「待て、誤解だ。俺はカノンの子供サイズでも……！」

「二度と胸の話をしないでください！」

「……申し訳ありません、公女殿下プリンセス」

　ゼクスはようやく席に着いた。

　真四角のテーブルで左にカノン、右にリタがいる。真向かいには紫陽花アジサイがいて、彼は相変わらず微笑を浮かべていた。

　……嘲あざ笑わらわれているみたいで無性に腹が立つ。

　ゼクスが着席してすぐ、接客用オートマタがパエリアの大皿を運んできた。

　サフランライスに魚介類がたっぷり載り、美お味いしそうな匂いがしている。見た目も豪勢な料理に、二人の少女は瞳を輝かせて歓声を上げた。パエリアの登場により少女たちの不機嫌は吹っ飛び、ゼクスはほっとする。

　紫陽花アジサイが案の定、カニの脚を殻ごとボリボリと食べ始めたので、鼻で笑ってやった。カノンが慌てて止めている。

　それを横目で見ていたリタがボソっと言った。

「……なんだか博物館に行ったときを思い出すわね。ミナヅキが殻ごと貝を食べて」

「うんうん。タバスコをかけすぎたりね」

「カノンはアジサイで、もう一度ミナヅキと同じことをするつもりなの……？」

「え、紫陽花アジサイには満腹を知らせる機能があるから容量オーバーにはならないよ」

「そういうことじゃないわよ！　わたくしが言いたいのは……！」

「あっつ！」

　ゼクスの叫びに、リタが言葉を止める。紫陽花アジサイにカニの食べ方を教えていたカノンも、首を回した。

　水ミ無ナ月ヅキのときと同じ感覚で、ゼクスは熱々のパエリアを頰張ったのだ。会話を遮られてリタが鼻はな白じろむ。

「……何やってんのよ」

「本当に吸血鬼は猫舌なんだな」

「バカなの……？」

　リタはカノンに目を戻す。

　白銀の少女はカニを食べる紫陽花アジサイを見て、過剰なまでに喜んでいた。彼が上手に食べる度、ワーと拍手までする始末だ。リタが失望した表情になる。

「……カノンはもう、アジサイがいるからいいって言うの……？」

　紅あかい少女の微かすかな声は、店内の情熱的な音楽にかき消された。

　漆黒の少年に夢中になるカノン、微笑を貼り付けている紫陽花アジサイ、パエリアをガツガツ食べるゼクス。

　どこか疎外感を覚えていたリタは、諦めて首を振る。程よく冷めたサフランライスをスプーンで掬すくった。

「そういえば、ゼクス。食欲不振は直ったみたいね」

　んんっ、とゼクスは喉を詰まらせそうになった。

「や、これは、今だけたまたまというか……」

　カノンの近この衛え兵へいになったことで、ゼクスはローゼンベルク王のシャレーに住むのを許されたのだが、毎食、リタに殺人級の手料理を振舞われていた。吸血鬼はまず死なないからってナメている。そのため彼は食欲不振を装よそおっていたのだ。

「ゼクスの食欲が出てきたなら今晩は何を作ろうかしら。最近、わたくしも料理の楽しさに目覚めてきたのよねー」

「頼むからそんな危険思想に目覚めないでくれ！」

「何が危険思想よ。ちゃんと栄養を摂とらないほうが危険だわ」

「おまえの料理以上に危険なものがあるかっ」

　四人はパエリアを平らげ、デザートに移る。

　カノンは生クリームやキャラメルソースがたっぷり添えられたアーモンドケーキを食べている。甘いものは別腹らしい。リタも同様だ。アイスしか頼んでいないゼクスからしたら、よくもまあ、という量である。

　ゼクスになってもアイスは美お味いしかった。

　ストロベリーとチョコレートのダブル。それぞれを交互に口に入れる。

　水ミ無ナ月ヅキのときはどちらも「甘い」としか認識できなかったが、今では違いがわかった。

　甘ったるさの中にも程よい酸味があって、瑞みず々みずしい果実を彷ほう彿ふつとさせるのがストロベリーで、まったりと舌に残る濃厚な甘さの中に、ほろ苦さがわずかに覗のぞくのがチョコレートだ。後者は香ばしさも感じられ、個人的にはチョコレートのほうが好みか、と思っている間にアイスは食べ終わっていた。

　顔を上げると、カノンとばっちり目が合う。

　視線がぶつかるなり、白銀の少女は慌てて自分のケーキに目を落とす。それから彼女はケーキに添えられているバニラアイスを掬すくった。

「はい、紫陽花アジサイ。アイスだよー」

　メニューの「オススメ」であるアプリコットタルトを食べていた少年は、カノンの声に首を回した。素直に口を開けてアイスを食べる。

　紫陽花アジサイは冷たい塊かたまりを飲み込み、「甘味あり。美お味いしい」と通常通りの反応をしただけだった。少年は再びタルトに戻る。

　カノンは一瞬、固まったものの、すぐに満開の笑顔になった。ニコニコしながら今度はケーキも少年の口元に運ぶ。

　その向かいで、リタはまるで何も見なかったかのようにバニラアイスを頰張っていた。







　レストランを出て、少女たちはお手洗いに消えた。

　ゼクスと紫陽花アジサイは開けた場所で待つ。大量の紙袋を持ったまま壁にもたれると、紫陽花アジサイも青年の隣に並んだ。

　昼下がりのショッピングモールは人の往来が増えつつあった。

「現在、指示を待機中です。命令をどうぞ」

　紫陽花アジサイの声に、ゼクスはちら、と横を見る。

　少年の黒髪には綺き麗れいな青い花が付いていた。結局、カノンは紫陽花アジサイにそのヘアクリップを買ったのだ。

「おまえはそれでいいのか……」

　ため息混じりの問いかけがゼクスの口から洩もれる。

　そうしていると、ボーイッシュな少女にも見えた。

「理解不能な発言を認識しました」

「いや、もういい」

　自我のない絡から繰くり少年に問うだけ無駄だ。紫陽花アジサイは女装すら何の抵抗もなくするに違いない。

　ゼクスは顔を正面に戻した。

　ショッピングモールの広場の壁は『吸血鬼から国民を守る』というスローガンで埋め尽くされている。新公国軍のプロモーションだ。

　ミュルダンは南部州最大の都市なだけあって、ハウエルズの情報操作がしっかり行き届いている。反吸血鬼感情を持つ人は多く、今回の戦争も吸血鬼が国を支配するべく攻めてくるのだと思っている。

　その中、吸血鬼軍を統すべるカノンが演説するのだ。

　──上う手まくいくといいんだがな……。

　ローゼンベルク王の計画を疑うわけではないが、ゼクスは不安を拭えなかった。逆風での演説はカノンには荷が重いように思える。

　突如、ローブの中に柔らかい感触が出現して、ゼクスは「おわっ！」と声を上げた。見下ろすと、人一人分の膨らみがある。そこから手が伸びてきてゼクスの口を塞いだ。

「しっ、静かに！」

　ゼクスのローブの内側に現れたのはリタだった。

　紅あかい少女は青年に身体からだを押しつけている。壁にもたれているゼクスに逃げ場はない。少女の肉感のある身体からだが密着し、ゼクスは一瞬頭の中が真っ白になった。

　リタは切羽詰まった瞳で告げる。

「緊急事態よ。トイレの鏡でわたくしヴアンパイアがいるとバレたわ」

　瞬時にゼクスも真顔になった。

　リタが鏡に映らないのに気付いた人がいたのだ。リタは鋭い視線を周囲へ投げている。《ＨハーＷヴエー式しき》は今、ミュルダンにいないが、もし誰かが騒ぎ立てれば銀の武器を持った人間がやってくるだろう。

　ゼクスは少女を押おし退のけつつ、訊きいた。

「わかったが、何な故ぜ俺のローブに〈霧ネー化ベル〉して入って来た？」

「隠してくれたっていいでしょ。って、どさくさに紛れてどこ触ってんのよ！」

「わざとじゃない！　ローブで見えないんだよ。とにかくおまえを匿かくまえばいいんだな？」

「あっ、やだっ！　そこ触っちゃダメ、ゼクスっっっ！」

　リタを隠すためゼクスは少女を抱き寄せる。一方でリタは青年の手から逃れようと身を捩よじる。その度に少女の柔らかい部分がゼクスに当たっていた。

　一つのローブでモゾモゾする怪しい男女が衆目を集めないはずはなく。

「いたわ！　あそこよ！」

　女性がゼクスたちを指さす。

　その傍そばには三人の警官がいた。そのうちの一人が鏡を持っている。

　青年と少女が鏡に映らないのを確認し、警官は拳銃を抜いた。

「そこの二人、両手を挙げろ！」

「マズいわ、ゼクス！　十時の方向に逃げるわよ！」

　指示を残し、リタは〈霧ネー化ベル〉する。ゼクスも紫陽花アジサイの首根っこを摑つかみ、〈霧ネー化ベル〉した。指定された方角へ向かう。

「待て！　……軍に連絡しろ。応援を要請する」

　警官の言葉を背中で聞き、ゼクスは走った。紫陽花アジサイは「現在、指示を待機中です。命令をどうぞ」とひたすら繰り返している。

「リタ！　カノンは……!?」

〈霧ネー化ベル〉の行使と解除を繰り返し、合間にゼクスは問う。リタは「こっちよ」と青年を誘導しつつ返す。

「カノンはまだトイレよ。ヴァンパイアじゃないから捕まることはないわ」

「だが、どうやって合流するんだ……？」

「それは後で考えるわよ！」

　ゼクスとリタはショッピングモールを〈霧ネー化ベル〉を駆使して逃げた。







「はあ、追っ手は振り切れたわね」

　ショッピングモールの非常階段。ざわめきだけが響いてくる人通りのない場所で、リタとゼクスは一息ついた。

「現在、指示を待機中です。命令をどうぞ」

　紫陽花アジサイだけが何もわからず微ほほ笑えんでいる。

「迂う闊かつだったわ。混雑したトイレは危険だって、気付かなかったわよ」

　リタは苦りきった様子でローブのフードを脱いだ。走って暑くなったのか、ただでさえ開いた服の胸元を摘まんでいる。

　紙袋を抱えたゼクスはそこから目を逸そらした。

「それで、カノンをどうやって回収する？」

　一人置き去りにしてきてしまった少女が気掛かりだった。三人が突然いなくなって、カノンは困っているだろう。

「警察はまだわたくしたちを捜しているわよね……」

「だろうな。俺たちが戻るのはリスクが高い」

「現在、指示を待機中です。命令をどうぞ」

　そこでゼクスは紫陽花アジサイに目を留めた。

「そうだ、こいつを使おう」

　吸血鬼二人に見つめられた少年は瞬まばたきをする。

「紫陽花アジサイ、さっきのトイレの場所、覚えてるだろ？」

「はい」

「近くにカノンがいるはずだから、ここに連れて来い」

「はい」と頷うなずいた絡から繰くり少年はすぐに非常階段を出て行った。リタが不安そうにそれを見送る。

「大丈夫なの？　アジサイに任せて」

　リタはいまいち彼を信用していないようだ。水ミ無ナ月ヅキの出来損ない、という認識なのだろう。

「問題ない。あいつの記メ憶モ領リ域ーは優秀だ。この程度のおつかいはこなせるだろう」

　カノンが作った《白びやく檀だん式しき改かい》紫陽花アジサイ。コミュニケーション能力を除き、ゼクスは彼の機能を全面的に信頼していた。

　ゼクスは紫陽花アジサイがユーリ相手に戦闘訓練するのを見たことがある。

　紫陽花アジサイはユーリのクナイをすべてロングソードで弾ききった。水ミ無ナ月ヅキよりスピードの速いユーリの攻撃を見切ったのだ。剣を鎖で絡からめ取られても、紫陽花アジサイは肉弾戦に切り替えてユーリと渡り合っていた。

《白びやく檀だん式しき改かい》桜花サクラもそうだったが、紫陽花アジサイは経験を積んで学習をしている。自我こそないが、紫陽花アジサイは戦闘用オートマタとして十分な性能を備えているのだ。

　所有者マスターを連れて来る程度の任務を失敗するとは思えない。

　やがて紫陽花アジサイが戻ってくる。少年は一人だった。

「指定位置にて目標カノンを発見できませんでした」

　紫陽花アジサイは眉を下げて報告する。

　ゼクスは渋じゆう面めんになり、リタは目を鋭くした。

「ほら、だから言ったじゃない、ゼクス！　……ちゃんと捜したんでしょうね？」

　リタは疑いの目を紫陽花アジサイに向ける。

「はい。女子トイレ及び、その周囲半径五十メートルをくまなく捜しました」

「待て。それは捜しすぎだ！」

「女子トイレに入って大丈夫だったの!?」

　声を上げたゼクスとリタに少年は首を傾かしげた。髪飾りが揺れる。

「異常はありませんでした」

「「……」」

　こいつの場合、騒ぎになってもそれに気付かなさそうだな、とゼクスは思った。

「おそらくカノンは俺たちを捜して、その場を離れたんだろう」

「そうね。どうしましょう。アジサイにモール全体を捜させる？」

「現実的じゃないな……」

　とはいえ、このまま非常階段にいてもカノンとは合流できないだろう。

　困った表情で沈黙する二人。

　珍しいことに紫陽花アジサイも捨てられた子犬のような表情をしていた。所有者マスターのカノンが傍そばにいないことに彼も心細さを覚えているのかもしれなかった。

　と、そこで館内放送が耳に入った。

『……現在、七階、催場では歯車の新春セールを行っております。オートマタの整備に欠かせない歯車をこの機会に……』

「行くぞ、リタ」

「ええ、行きましょう」

　俄が然ぜん、七階を目指して階段を上がり始める二人。

「現在、指示を待機中です。命令をどうぞ」

「おまえは俺たちについて来い」

「はい」







　歯車売り場まで来たら、もう迷うことはない。

　ワゴンに積まれた膨大な歯車に目を回しているリタを置いて、ゼクスは足早に歩いた。

　カノンが行く場所なんて決まっている。

　投げ売りの遊星歯車ギヤラクシー・ギアが入ったワゴンを抜け、ちょっとお高い冠歯車クラウン・ギアの陳列棚を越えた先にある、奥まったショーケース。

　滅多に売れない波ハー動モニ歯ー・車ギアの前に、見知った白銀はあった。

　ゼクスはほっと息をつく。

　カノンは一人でショーケースを覗のぞき込こんでいた。透明なケースに両手をついて歯車をうっとりと見つめている。彼女の瞳はキラキラと輝き、頰は興奮のため火ほ照てっていた。

　その姿にどうしようもなく愛おしさを覚えた。

　歯車に魅了されている少女にゼクスは声をかける。

「「カノン」」

　図らずも紫陽花アジサイと声が重なった。

　いつの間にか少年はゼクスの横に並んでいた。

　カノンが振り向く。

　白銀の少女はこちらを見て、ぱっと表情を変えた。

「紫陽花っ！」

　ゼクスは瞠どう目もくしていた。

　白銀を揺らし、少女は一直線に紫陽花アジサイに駆け寄る。「もう、どこ行ってたの」と彼女は絡から繰くり少年の腕を取った。漆黒の少年を見上げ、カノンは見たことがないほど満面の笑みになる。紫陽花アジサイもカノンに微ほほ笑えみかけた。

　その横でゼクスは言葉もなく立ち尽くしていた。

　彼女が紫陽花アジサイの名を呼んだ瞬間、すべてを理解していた。

　──カノンの心にはもう、紫陽花アジサイしかいないのだ。

　カノンを守る役目も、自分が愛用していた服も、カノンに愛される権利も。水ミ無ナ月ヅキの持っていたものはそっくりそのまま紫陽花アジサイに譲渡されていた。

　いずれ紫陽花アジサイは自我を獲得するだろう。

　カノンはそうなるように作った。所カ有ノ者ンに愛された絡から繰くり少年は成長し、様々なことを学習していく。いつか彼が感情を得て、水ミ無ナ月ヅキのように人格を形成したとき、今度はカノンは紫陽花アジサイに恋をするのではないか──。

『所詮、キミは彼女の玩おも具ちやとして愛めでられていただけだ』

　ハウエルズに言われたことが楔くさびのように頭の片隅に残っている。

　水ミ無ナ月ヅキは所カ有ノ者ンの所有物だった。所カ有ノ者ンに手入れされ、所カ有ノ者ンにゼンマイを回してもらい、所カ有ノ者ンに起動命令ウエイクアツプされなければ何もできない絡から繰くり少年だった。

　彼女はそんな水ミ無ナ月ヅキを愛した。

　水ミ無ナ月ヅキがオートマタだったから、カノンは彼を愛していたのではないか。

　その可能性をゼクスは否定できない。

　だって、彼女はいつだってオートマタに夢中なのだ。水ミ無ナ月ヅキがいなくなった今、カノンは紫陽花アジサイだけを一心に見つめ、紫陽花アジサイにだけ笑いかけている。

　その隣に、水ミ無ナ月ヅキの人格を宿したゼクスがいるにもかかわらず。

「よかった、カノンが見つかったわね。……どうしたの？　顔色が悪いわ」

　やって来たリタがゼクスを覗のぞき込こんで言う。

「……問題ない」

　カノンと紫陽花アジサイから目を逸そらし、ゼクスは返した。モールを出るべく足早に歩き出す。後ろでリタが制止の声を上げていたが、青年は止まらなかった。

　胸騒ぎはもう疼とう痛つうに変わっていた。
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　集会が行われる公民館にゼクスたち四人は無事に着いた。

　カノンは別室で着替えに入り、ゼクスはロングソードを装備してステージの袖に入った。ユーリが青年に気付いて振り返る。

　白衣の少女はゼクスを認めるなり、眉を持ち上げる。

「沈んだ顔をしていますね」

　何かありました？　と問われ、ゼクスは俯うつむいた。

「……これが俺の選んだことなんだよな」

　もし、ゼクスがカノンと出会ったときに正体を告げていれば、結果は変わったのかもしれない。

　カノンは紫陽花アジサイを水ミ無ナ月ヅキそっくりに作らなかったかもしれない。

　カノンの隣を紫陽花アジサイに奪われることはなかったかもしれない。

　ユーリは眼鏡を持ち上げた。

「悔やんでも時間は巻き戻せません。あたしたちは自分が選んだ道しか進めないんですよ」

「本当におまえの発言と容姿にはギャップがあるな」

「今さらですね。だから、あたしたちは必死に生きるんでしょう？　後悔しない道を摑つかみ取とるために」

「おまえは後悔していないのか、自分の選択に」

　かつてハウエルズの秘書を務めていた少女は、物もの憂うげに視線を投げた。

「……どうでしょうね」

　コツ、と靴音がした。

　振り返ったゼクスは息を吞のむ。

「お客さんはどれくらい集まってる？」

　ステージの袖に現れたのはドレス姿のカノンだった。

　薄化粧を施した少女は大人びていて、ゼクスの知るどんなカノンとも違っていた。

　身に纏まとうのは、白布を重ねた清せい楚そなドレス。彼女の白銀と完璧に調和したドレスは、少女の透明感を存分に引き立てている。少女が歩く度、腰元に巻かれたリボンや裾の薄青いレースが可か憐れんに揺れていた。

　小さなティアラを冠した彼女の姿に、ゼクスの口からは自然とその言葉が洩もれる。

「……公女殿下プリンセス」

「ざっと三百人はいますね。公民館は満員です」

　ユーリが返し、観客席を窺うかがう。

「州議会議員や村役場の人、マスコミ関係者、南部州庁舎の軍人、一般市民までいます。皆、ローゼンベルク王の呼びかけに集まった人間です」

「三百人……」

「大丈夫ですよ。演説の台本があるじゃないですか。カノンちゃんはそれを読むだけです」

　カノンは手にしていた紙を見下ろした。

　そこにはローゼンベルク王たちが作った演説がある。昨日、カノンが幾度もそれを読み返すのをゼクスは見ていた。

「その演説では、カノンちゃんがビャクダンであるのを伏せています。それを今明かすと、民衆の支持どころか批判を集めそうですからね。カノンちゃんの正体を明かすのは、シャチョーの罪が明らかになって《白びやく檀だん式しき》への疑念が晴れてからでも遅くないでしょう」

　ユーリは眼鏡をくい、と持ち上げる。彼女もこの演説の草案に一枚嚙かんでいるのだ。

「国の窮状を憂いて立ち上がった、健けな気げな公女様。それがカノンちゃんの役です。ま、そう緊張しなくてもカノンちゃんなら大丈夫ですよ。演技もいりません。普段通り台本を読めばいいんです」

　カノンはそれでも不安そうに、手袋をした手を握り締めた。

「ユーリ！　演説に使う道具ってこれで全部ー？」

　不意に遠くからリタの声が投げられ、ユーリは首を回した。

「ああ、リタ嬢。それはあたしが移動するので大丈夫です。壊すといけないのでリタ嬢は触れないでください」

　白衣を翻ひるがえし、小麦色の少女は去っていく。

　カノンは観客席を見つめていた。その後ろには、フォーマルな恰かつ好こうをした紫陽花アジサイがぴたりと付き従っている。少年の腰にはロングソードがあった。

　白銀の公女と漆黒の騎士。

　絵になるほど似合っていると思った。

　第三者として見るはずではなかった情景だ。再び胸がきりきりと痛み始め、ゼクスはふいと目を落とす。

　──カノンは紫陽花アジサイに守られている。俺は必要ない。

　ゼクスはそのままステージの袖から退散しようとして。

　そのとき、少女の膝が震えているのに気が付いた。

「！」

　ドレスの裾から覗のぞいた細い脚が戦慄わなないている。カノンは手をぎゅっと握り締め、全身の震えを堪こらえているようだった。薄く紅を差した唇が固く結ばれている。

　思い返せば、彼女は緊張しやすかった。

　遊園地で《ＨハーＷヴエー式しき》に追いかけられたとき。高校生オートマタコンテストのとき。重要な局面でカノンはいつだって不安に駆られ、誰かの後押しを必要としていた。

　水ミ無ナ月ヅキなら、ここで彼女を抱き締めた。

　しかし、ゼクスにその権利はない。

　ゼクスは紫陽花アジサイを窺うかがう。

　絡から繰くり少年は立ち尽くしたままだ。カノンの震えに気付いているのかもわからない。たとえ気付いていたとしても、こういうときにどうすればいいのか、彼はまだ学習していない。

　なら、自分にできるのは教えてやることじゃないのか。

　ゼクスは迷いを断ち切った。

「カノン」

　紫陽花アジサイの前で、ゼクスは少女を引いた。

　高い踵かかとが鳴る。一瞬後、白銀の公女は青年の腕に収まっていた。

　震えを抑え込むようにゼクスは少女を強く抱く。

「問題ない。何があっても俺が守る」

　そっと囁ささやくと、カノンが息を吞のんだ。

　少女は大きく目を見開いて青年を見上げる。
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　間近にいる少女からは、本能に訴えかけるかぐわしい香りがしていた。気を抜けば、牙を剝むきそうだ。ゼクスはカノンから目を逸らし、渇かつ望ぼうを抑えていた。

　藍の瞳が青年を凝視する。カノンは紅を差した唇を開き、

「──」

「カノンちゃん、そろそろ出番ですよ」

　ユーリの声がかかり、二人はびくりと離れた。

　青年の背で、ゼクスがカノンを抱き締めていたのは見えなかったようだ。ユーリはやって来るなり、ヘンな顔になる。

「大丈夫ですか、カノンちゃん。顔が赤いですけど」

「平気」と返した少女は頰を押さえる。

　手を下ろしたとき、カノンの表情は真しん摯しなものに変わっていた。膝の震えも止まっている。

「うん、行けるよ」

　カノンは演説の紙を手にして頷うなずいた。







　ステージに公女カノンの姿が現れるなり、三百人の聴衆はどよめいた。

　大公家の正統な血筋を示す、美しいプラチナブロンドの髪。その頭に燦さん然ぜんと輝くティアラは伝統ある大公家の威光を感じさせるものだった。白のドレスを纏まとった可か憐れんな公女は、見る者に清廉なイメージを抱かせる。

　年若い公女の後ろには、軍服を着た見み目め麗うるわしい少年が騎士のごとく付き従っている。白銀と漆黒の主従は、会場にいる全員が思わずため息を洩もらすほど美しい組み合わせだった。

　公民館のステージ中央、演説台まで歩いてきた少女は台本の紙を置く。

　大勢の聴衆の視線が突き刺さっていた。

　カノンは台本に目を落とし、設置されているマイクに語りかける。

「本日はたくさんの方々にお集まりいただき、ありがとうございます。わたしは現ヘルヴァイツ大公ヨハネス六十六世の孫娘であり、十四年前に亡なくなった元皇太子ヨハネス六十七世の遺児であるカノン＝ヘルヴァイツです」

　スピーカーを通して、少女の淑しとやかな声が公民館に広がっていた。

　ざわめきが次第に収まる。

「大公家を追放された身であるわたしが、こうして公女として皆さんの前に立ったのは他でもありません。祖父ヨハネス六十六世の治世を、非人道的なオートマタを許すこの国を憂慮したからです」

　彼女の伏せた目ま蓋ぶたでは、長い銀の睫まつ毛げが震えていた。

　物静かな顔立ちは緊張に強こわ張ばり、それが彼女の健けな気げさを醸し出している。

　今、カノンは演技をしていない。彼女の持つ生来の気弱そうな雰囲気がそのまま聴衆に伝わり、同情を誘っているのだ。

「ヘルヴァイツは平和を謳うたって吸血鬼を追い出し、新公国となりました。ですが、新公国は果たして平和な国と言えるでしょうか？　新公国軍元帥のハウエルズ氏はかつて隣人であった吸血鬼を捕らえ、オートマタにしています。そのオートマタで更なる吸血鬼を狩り、今、この国は戦争の連鎖を引き起こしているのです」

　カノンは台本のまま続ける。

「わたしは公女としてこの現状を看過することはできません。もう一度、ヘルヴァイツの平和を取り戻すため、皆さんの力を貸してほしいのです」

　拍手が起こった。

　これは仕込みだ。あらかじめ聴衆の中に吸血鬼が紛れていて、何人かが手を打ったのだ。そうすると、周囲の人間もなんとなく流されて手を打ち始める。

　公民館は大きな拍手に包まれた。

　カノンは顔を上げる。

　三百人が手を打っていた。その周囲には吸血鬼の兵士たちが控え、彼らも公女の演説に拍手している。会場の入り口にはリタが立ち、壇だん上じようのカノンに微ほほ笑えんでいた。ステージのすぐ下にはユーリとゼクスがいて、順調に演説が進んでいるのを安あん堵どしている。

　カノンは聴衆の表情を見た。手をまばらに打つ聴衆たちは、白銀の公女を好意的に捉とらえているようだった。カノン＝ヘルヴァイツという何の汚けがれもない公女が、戦争や非人道的な行為を憂いて立ち上がった。彼らはそう思っているのだ。

　それを理解した瞬間、カノンの胸に強い衝動が押し寄せる。

　──違う。わたしは、こんなことがしたかったんじゃない。

　やがて拍手は収まる。

　聴衆は再び公女の言葉を待っている。

　カノンは求められるまま台本の紙に目を落とした。マイクに向かって口を開き、

「………………やっぱりダメです」

　言った。

　台に設置されているマイクを取る。その拍子にザザ、と大きな雑音が入った。

「カノン……!?」

　リタが慌てるのが見えたが、構わなかった。

　カノンはマイクを手に演説台の前に出る。紙は台に置き去りにしたままだ。ドレスの裾を大きく翻ひるがえし、少女はステージの縁ふちに立つ。

　戸惑う人々を前にして、カノンはユーリを指さした。

「皆さん、そこにいる白衣の子は《白びやく檀だん式しき》です」

　少女の口から放たれた唐突な暴露。

　数瞬、会場は思考停止に陥った。

　ユーリが目を剝むく。

「ちょ、え、待ってくださいよ、カノンちゃん……！」

　いまだかつてないほどユーリは動揺していた。エメラルドの瞳をグルグルさせ、白衣の袖をあたふたさせている。

　聴衆はユーリ以上に動転していた。虐殺オートマタ《白びやく檀だん式しき》。あってはならないはずのオートマタがここにあると言われたのだ。カノンの発言の真偽を巡って、聴衆は口々に言葉を交わし合う。

　その混乱を清せい々せいした表情で見下ろし、カノンは火に油を注いだ。

「そして、わたしはドクター・ビャクダンの娘、カノン＝ビャクダン＝ヘルヴァイツです」

　公民館に怒号が走った。

　ローゼンベルク王たちが懸け念ねんしていた批判が噴出していた。虐殺、という単語が会場に飛び交う。怒った聴衆がステージに詰めかける。ゼクスはカノンを守るためにステージに続く階段に立ちはだかった。会場から帰ろうとする者もいて、リタが泡を食っている。

　ガンッ、と。

　不意にスピーカーから大ボリュームの雑音が響き、会場の全員が静止した。

　カノンがマイクを勢いよく手に打ちつけたのだ。

　怒号を強制的に収めたカノンは、マイクを持って聴衆たちに問う。

「──皆さんはまだハウエルズ氏に騙だまされ続ける気ですか？」

　全員の息が詰まった。

　カノンは凜り々りしい顔つきになっていた。さっきまでの淑しとやかさが噓うそのようだ。気弱な公女のイメージをかなぐり捨て、頰を紅潮させたカノンは強い語気で言い放つ。

「わたしは誰かを騙だますような真ま似ねをしたくないから、ビャクダンの姓を明かしました。そもそもビャクダンの姓は隠しておくものじゃない」

　ピリピリとした会場を見渡し、カノンは挑戦的に口角を持ち上げた。

　──これが、わたしの言うべきこと。

「ケルナーの悲劇はハウエルズ氏によって引き起こされました。母は無実です。《白びやく檀だん式しき》は本来、そこにいるように暴走はしません」

　公民館は大きなざわめきに包まれた。

　人々の視線を受けたユーリが、はは、と引きつった笑みを浮かべている。リタもゼクスも呆あつ気けに取とられていた。

「噓うそだ！」という声が上がって、カノンは藍色の瞳を向ける。

「信じられないのも無理はありません。ですが、ハウエルズ氏が人命を蔑ないがしろにしているのは紛れもない事実です。先日のアルプス空爆の犠牲者には、多数の人間もいるのをご存じですか？　この前の高校生オートマタコンテストもそうです。ハウエルズ氏はわたしのオートマタをわざと暴走させ、観客を犠牲にしようとしたのです」

　カノンは三百人を睥へい睨げいする。

「皆さんは、守りたい人がいないのですか？」

　その声には、実体を伴った感情があった。

　誰かに与えられた台本を読んでいるのとは違う。カノンは今、自分の心のままに話しているのだ。

「わたしはハウエルズさんに家族を奪われました。彼の平和は誰かを犠牲にすることでしか成り立ちません。それは本当の平和じゃない。だから、わたしはハウエルズ氏に牛ぎゆう耳じられた新公国を打ち倒すと決めました」

　少女のマイクを持つ手は怒りに震え、ドレスの裾を摑つかむ手は哀かなしみを堪こらえている。

　台本はいらない。

　偽りも打算もない。

　少女は剝むき出だしの本心で勝負する。

「わたしたちはこれから新公国を攻めます。どうか新公国軍の皆さん、すぐに降伏してください。そうすれば、一滴の血も流れません」

　ステージの最前で、白銀の公女は決然と胸に手を当てた。

　聴衆をしっかりと見て言う。

「約束します。わたしたちが目指すのは、人間と吸血鬼が平等に手を取り合う国です。わたしたちは誰も傷付けたくないのです」

　語るべきことを語り、カノンはマイクを下ろした。

　静寂が公民館に訪れる。

　やがて仕込みではない拍手が鳴り、たちまち会場は万雷の拍手で満たされた。




　刹那、耳をつんざく銃声が轟とどろく。




　バン、と乱暴に会場の扉が開かれた。

「敵襲よ!!　伏せて！」

　リタの鋭い声が響く。

　それをかき消すように公民館に銃声が木こ霊だました。悲鳴が上がり、全員が伏せる。

　会場の入り口に機関銃を持った《ＨハーＷヴエー式しき》が殺到していた。

　──カノン！

　自分を貫くはずだった銃弾を〈霧ネー化ベル〉で躱かわし、ゼクスはステージを確認した。白銀の少女は演説台の陰に隠れたようだ。その傍そばで紫陽花アジサイはロングソードで銃弾を受けていた。

　会場に侵入してきた《ＨハーＷヴエー式しき》がステージ目掛けて走る。

　──吸血鬼だけではなく、カノンや紫陽花アジサイまで狙っている……!?

　それはこれまでの《ＨハーＷヴエー式しき》ではあり得なかった。

　他の人間には発砲しないのを見ると、紫陽花アジサイやカノンが特別らしい。ハウエルズが水ミ無ナ月ヅキとカノンの容姿を記メ憶モ領リ域ーに登録したのだろう。

〈霧ネー化ベル〉を解除してゼクスは叫ぶ。

「リタ！　カノンたちの避難を！」

「ダメよ！　外は《ＨハーＷヴエー式しき》だらけだわ。お父様たちが応戦してる！」

　公民館に侵入してきたのは、ローゼンベルク王たちの迎撃を潜くぐり抜ぬけた機体なのだ。

　リタはサーベルで《ＨハーＷヴエー式しき》の所有者認識チップを破壊しながら指示する。

「わたくしたちは会場内を守り抜くのよ！」

　向かってきた軍事用オートマタを〈霧ネー化ベル〉で躱かわし、ゼクスは巨体の背後を取る。ロングソードの一撃でヘルメットを刎はね、胴体を蹴り飛ばした。《ＨハーＷヴエー式しき》が爆発する。粉ふん塵じんが辺りに舞い、何かよくないものを吸い込んだ気がした。

　──ミストの原料か！

　瞬時に悟り、ゼクスは舌打ちを堪こらえる。

　これで〈霧ネー化ベル〉は使えない。

　ゼクスはステージに後退した。カノンは演説台の陰に蹲うずくまっている。

　紫陽花アジサイは会場内に侵入してきた《ＨハーＷヴエー式しき》を自ら倒しに行っていた。黒髪を靡なびかせ、少年は戦闘用オートマタに相応ふさわしい挙動で軍事用オートマタを下していく。その横ではユーリの鎖が舞っていた。クナイがオートマタを次々と破壊していく。

　会場内の戦況は優勢だった。

「ゼクスさん……」

　細い声がしてゼクスは視線を下げた。しゃがんだ少女が不安そうにこっちを見つめている。

「問題ない。《ＨハーＷヴエー式しき》はじきに破壊完了する」

　リタと〈赤の乙女部隊スカーレツト・メイデン〉、ユーリ、紫陽花アジサイにより、公民館にいる軍事用オートマタは着実に数を減らしていた。外から増援部隊が押し寄せてくる様子もない。ローゼンベルク王たちが撃退しているのだ。

　カノンの表情に安あん堵どが滲にじむ。

　ゼクスはカノンを横目で盗み見た。正直なところ、さっきの演説にゼクスは度肝を抜かれていた。彼女が台本を捨てて、自ら虐殺の非難を浴びるとは思ってもみなかったのだ。いつの間に彼女はこれだけの強さを手にしていたのか──。

　青年の視線に気付き、カノンが顔を上げる。

　ゼクスは目を逸そらして訊きいた。

「怪け我がはないか？」

「はい、わたしは……」

　そこでカノンは、はっと目を見開いた。

「ゼクスさん！　窓っ！」

　振り向く。

　窓に《ＨハーＷヴエー式しき》がいた。

　夕闇を背景に、黒光りする銃口がゼクスを狙っている。機械の指がトリガーを引くのを見た。

　パン、と鮮烈な音がした。

　銀の銃弾が飛来する。

　そのときゼクスの頭に浮かんだのは、心臓から銃弾を逸そらさなければ、という至極単純な生存本能だった。致命傷さえ負わなければいい。身体からだをわずかに捻ひねれば心臓には着弾しないと思い、事実、彼はそう動いた。

　自分の前に白いドレスが現れるなんて、予想だにしていなかった。

「っ!?」

　白銀の髪が目前で躍る。

　驚きよう愕がくがゼクスを襲う。青年を庇かばい、あろうことか少女は銃弾の軌道に立ちはだかっていた。

　──何な故ぜ。

　ゼクスが瞠どう目もくしたとき、ぱっと鮮血が散った。

　一輪の花が手折れるように少女の体たい軀くが崩れる。

「カノン──っ!?」

　リタの悲鳴が、銃声とざわめきを裂いて公民館に響き渡った。
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　病院の待合室にあるベンチでゼクスは座り込んでいた。漆黒の髪に指を通し、青年は頭を抱えたまま微動だにしない。

　診療時間を終えた病院は照明が落とされ、静まり返っていた。

　そこにカッとブーツの靴音が鳴る。

「いつまでそうしているのよ」

　リタだった。

　紅あかい少女はブーツの音高く、近付いてくる。ゼクスはそれでも顔を上げなかった。彫像のように黙して動かない。

　リタはゼクスの傍そばまで来ると、腰に手を当てて青年を見下ろした。

「カノンは軽傷よ。銃弾は肩を貫通していて、命に別状はないわ。麻酔処置をしたから今晩は入院するけど、明日には退院ですって」

　軽傷と知らされても、ゼクスは安あん堵どの表情を浮かべなかった。

　目を床に落としたまま告げる。

「……カノンは俺を庇かばったんだ」

　手指を握り込む。青年の髪がくしゃりとなった。

「守ると言っておきながら、俺が守られたんだ。こんな情けないことがあるか……！」

　かつて水ミ無ナ月ヅキだった青年は、カノンを守るのが使命だった青年は、カノンを守れなかった自分を許せなかった。

　自分が護衛していながらカノンが傷付くなど、あってはならないことだ。

　その想おもいは吸血鬼になっても変わらない。

　ゼクスをじっと見下ろしていたリタは踵きびすを返かえした。

「その悔しさを埋めるには強くなるしかないわ。病院の裏手に林があるから、鍛錬に付き合ってあげてもいいわよ」

　長い紅あか髪がみを翻ひるがえし、リタは去っていく。

　少女の足音が聞こえなくなり、ゼクスは顔を上げた。

　強くならねばならない。リタの言葉はその通りで、𠮟責するのでも慰めるのでもない、彼女の厚意をありがたく思った。

　けれど、ゼクスにはどうしても気が収まらないことがあった。







　カノンの病室の前には紫陽花アジサイがいた。

　非常灯だけがぼんやりと灯ともる病院の廊下で、漆黒の絡から繰くり少年は直立している。その様は主あるじを待つ忠犬のようだ。そこで待機しろと言われたのだろう。

「悪かったな。おまえの所有者マスターを守れなかった」

　ゼクスが声をかけるが、紫陽花アジサイは瞬まばたきをしただけだった。何な故ぜ謝られたか理解していないらしい。

　戦闘能力こそ優秀だが、まだ紫陽花アジサイは人間と同レベルの会話ができない。

　未熟な少年は返す。

「理解不能の発言を認識しました」

「カノンが傷付いたのは、おまえにとって任務失敗のはずだ。その原因は俺にある。だから謝ったんだ」

　少年は妙な顔になった。

　いいえ、と紫陽花アジサイは言う。

「僕の任務はカノンの傍そばにいることです。任務は失敗していません」

　小さな衝撃が胸の内で弾はじけた。

　ゼクスはカノンがいる病室のドアを見る。夜中の病棟の静けさが耳についた。

「……その任務は、カノンが設定したのか？」

　はい、と少年は微ほほ笑えむ。

　水ミ無ナ月ヅキの代わりとして作った紫陽花アジサイに、カノンが望んだこと。それを理解してゼクスは目を伏せた。

「そうか。なら、おまえは決して任務を失敗するなよ」

　紫陽花アジサイを置いて、ゼクスはカノンの病室をノックする。そして、ドアを開けた。

　薄暗い個室で少女はベッドに横たわっていた。

　病院の寝間着に身を包んだ少女は枕元に白銀を流し、窓の外に視線を投げている。紺色の空には冴さえ冴ざえと月が浮いていた。

　少女の青白い顔がこっちを向く。

　藍色の瞳がゼクスを捉とらえ、あっ、と小さく声を洩もらした。

「ゼクスさん」

　カノンは儚はかなげに微ほほ笑えむ。鎮痛剤が効いているからか、少女に苦く悶もんはない。ただ、左肩に包帯が覗のぞくのみだ。

　ゼクスはドアを後ろ手で閉め、ベッドに歩み寄った。

　少女は安あん堵どしたような微笑を湛たたえていた。それを険しい表情で見下ろし、ゼクスは問う。

「──何な故ぜ、俺を庇かばった？」

　自分に対する情けなさもあったが、カノンへの苛いら立だちも少なからず感じていた。

　これはカノンがゼクスを庇かばわなければ起きなかった事態だ。演説台にずっと身を潜めていれば、彼女は傷付かなかっただろう。

　カノンはゼクスを見つめ、眉を下げた。

「ゼクスさんが撃たれそうだったので」

「誰かが撃たれそうになったら、おまえは身の程も弁わきまえずに飛び出すのか？」

　青年の唸うなるような低い声に、カノンは困った表情になる。

　それでもゼクスの糾弾は止まらなかった。

「俺は近この衛え兵へいだ。おまえを守る剣であり、盾だ。おまえは俺を盾にしてでも自分の身を守るべきだった。おまえが盾になるなんて論外だ！」

　ゼクスは少女の肩にある包帯を見て顔を歪ゆがめた。

「二度とこんな真ま似ねをするな。おまえは自分の身だけを考えてろ」

　言い捨てて出て行こうとしたゼクスだったが、

「嫌です」

　強い断言と共に、ローブを摑つかまれていた。

　カノンは腕を伸ばし、青年の衣服を捕らえている。少女は覚悟を決めた眼まな差ざしでゼクスを見つめていた。

「わたしの安全を優先するつもりはありません」

「何を言って……」

「わかりませんか？　もう、守られてばかりは嫌だと言っているんです」

「理解に苦しむ。おまえは守られる側であるべきだろう」

「わたしにもできることはあります。ゼクスさんが何と言おうと、わたしはあなたが危なくなったら飛び出しますから」

「──」

　呆あつ気けに取とられた。

　ゼクスは少女に向き直る。ベッドに横たわるカノンは、意固地になった子供みたいにそっぽを向いていた。

「……ふざけるな。おまえは公女殿下だ。おまえが命を落としたら困る奴やつがたくさんいる」

「なら、ゼクスさんは命を落としてもいいんですか？　困る人が少なければ、死んでもいいんですか？　わたしの哀かなしむ気持ちはどうでもいいんですか？」

「そういう問題じゃないだろ……」

「じゃあ、どういう問題なんですか？　わたし、ゼクスさんみたいな人、知ってます。わたしを守るために手段を選ばなくて、本当に命まで落とした人、知ってます……！」

　はっとした。

　背けた少女の顔。その表情が泣き出しそうになっていた。

「……彼と出会うまで、わたし、ずっと自分が嫌いでした」

　珍しいことにゼクスは黙り込む。

　カノンが自分自身について話すのは稀まれだった。『家族』の水ミ無ナ月ヅキにも、カノンは滅多に内心を吐露しなかった。

　第三者であるゼクスにだから言えたのかもしれない。

「長い間、自分の信念をたくさんの人から否定されてきました。わたしに周囲を変えられる力もありませんでした。黙って耐えるしかない自分が、大嫌いだったんです」

　ゼクスの脳裏に高校でのカノンが甦よみがえった。

　級友に「虐殺技師」と侮辱されても、何も反はん駁ばくしなかった少女。

「でも、彼が初めてわたしを認めてくれて、自分に少し自信が持てました。わたしは間違ってないって思えました。彼は言ってくれたんです！　わたしを守るって、わたしに夢を叶かなえてほしいって……誰かに認められるってこんなに嬉うれしかったんですね。その彼はもういないんですけど」

　ゼクスは思わず身体からだを背けていた。

　少女を直視できなかった。

　同時に、思い知る。世界はずっと彼女に冷たかったのだ、と。

　春はる海みの遺志を継いで波ハー動モニ歯ー・車ギアを使うカノンを、学校の教師も級友も誰も彼も認めなかった。

　十五歳で水ミ無ナ月ヅキに出会うまで彼女は否定され続けていたのだ。

　──だから、彼女は自分を好きになれなかった。

　青年が背を向けているのに気付き、カノンは彼を見つめる。切なげに、その漆黒を。

「ゼクスさん見てると、ときどきその人を思い出して辛つらくなります。無愛想なとことか、口癖とか、アイスを夢中になって食べるのとか……」

「っ！」

　息を吞のんだ。

　彼女はゼクスを見ていなかったのではない。

　カノンはきちんとゼクスに水ミ無ナ月ヅキを見み出いだしていた。

　今にも立ち去ってしまいそうな青年の背に、少女は身体からだを起こして手を伸ばす。まるで、最さい期ごのとき届かなかった水ミ無ナ月ヅキの背にしがみつくように。

「公女の身分なんて、どうでもいいんです。わたしは本当は、彼と一緒にいられれば、他のことは何でもよかったんです。それなのに……」

　ローブを摑つかんだ少女の手には、まだ銀の指輪が嵌はまっている。

　安物の、公女には到底相応ふさわしくない、玩おも具ちやの指輪。

「きっと、わたしは呪われてるんでしょう。やっと彼と両りよう想おもいになれたのに、彼はわたしを守って消えちゃいました。こんな終わり方ひどいと思いませんか？　わたしっ、まだ彼に『好き』って、ちゃんと言ったことなかったんですよ」

　嗚お咽えつ混じりの声がゼクスの胸を打つ。

　同時にかぐわしい香りを覚えていた。見ると、カノンの肩に血が滲にじんでいる。動いたことで傷口が開いていた。

「もう嫌です。傍そばにいる人を亡なくすのは。わたしの大事な人はみんなっ、わたしを置いていなくなるんです……。呪われたわたしの身なんかどうだっていいっ！　わたしからこれ以上、誰かを奪わないで……！」

「カノン──っ！」

　限界だった。

　少女をベッドに押し倒し、肩口に顔を埋うずめる。

　ここまで煽あおられて、吸血鬼の本能を抑えることはできなかった。少女の肩から零こぼれる赤をゼクスは口にする。焦がれるほど求めていた血の味は痺しびれるような甘さで。

「んっ、ゼクス、さん……！」

　カノンがくすぐったそうにしていた。

　シーツの上で身を捩よじる少女に、ゼクスは顔を上げる。頰を上気させたカノンは咎とがめるような眼まな差ざしを青年に注いでいた。

「問題ない。牙は立てていない」

「それだけの問題じゃ……あっ」

　再び青年が肩に顔を寄せ、カノンは何も言えなくなる。

　彼がカノンを〈魅シヤ了ルム〉しないよう、傷口から流れ出た血だけを慎重に吸っているのに彼女は気付いていた。

　カノンの肩の出血が止まっても、ゼクスはベッドに載ったままだった。カノンの体温を感じ、彼女の匂いに浸る。渇かつ望ぼうはもう収まっていた。

「カノン、一つ訊きいていいか」

　間近で藍の瞳がこっちを向く。

「どうして紫陽花アジサイの容姿を水ミ無ナ月ヅキと同じにした？」

「……わたしにもわからないです」

　予想外の回答だった。

　銀糸を枕に散らし、カノンは天井を仰ぐ。

「新しいオートマタを作ろうとしたとき、何度描き直してもあの顔になったんです。わたしが一番、愛した姿だからなんでしょうね。細部まで全部、憶おぼえてるんです」

　不意に想おもいが込み上げ、ゼクスは少女の頭を抱きかかえた。銀の髪をしきりに撫なでる。

「ゼクスさん……？」

　不思議そうな少女の声がしていた。

　名残惜しかったが、青年はベッドから下りる。カノンのはだけた寝間着を直してやった。こっちを見つめる少女に、ゼクスは決意を込めて言う。

「カノン、おまえが俺を庇かばうなら、俺は近この衛え兵へいをできない。辞めさせてもらう」

　少女が失意の表情になった。

「そう、ですか……」

「おまえの前に姿を現すこともないだろう。俺が危険になったらおまえが危ないからな」

　お別れだ、とゼクスは告げる。

　カノンは目を伏せた。

　仄ほのかな月明かりを受けた繊細な睫まつ毛げが震える。やがて少女は小さく吐息を洩もらした。

「仕方ない、ですね。……わたしは必ず吸血鬼と人間が平和に暮らせる国を作ります。そのときには、」

　白銀の公女はゼクスに寂しげに微ほほ笑えみかける。

「また顔を見せてくださいね」

「──ああ、必ず」

　ゼクスは誓うように頷うなずく。

　安あん堵どした表情の少女を見て、ゼクスはカノンの病室を後にした。

　少女は青年が出て行くのを見送り、ひっそりと目を落とす。藍色に映るのはシルバーのリング。月光を浴びた指輪が彼女の手で輝いていた。







　ゼクスが病院の裏手にある林へ行くと、リタがブラッディソードを抜いていた。

　紅あかい少女の周囲には真紅の剣が咲いている。少女を囲む花か弁べんの群れは、以前と違って暴風を伴うことも崩れることもない。ただ静せい謐ひつに、真夜中に咲き誇る花のごとく煌きらめいていた。

　リタはブラッディソードの制御に成功したのだ。

　雪を踏み締める音に気付き、リタがゼクスを認める。

「遅かったじゃない」

　ああ、と返したゼクスはリタに告げた。

「カノンに近この衛え兵へいを辞めると言ってきた。彼女の同意ももらった」

　リタが眉を寄せる。林の木々がざわめいていた。

「……それで責任を取ったつもり？　だとしたら、無責任だわ」

「無責任と謗そしられるのは覚悟の上だ。俺は今夜、ヘルヴァイツを発たつ」

　少女の目が見開かれた。

「リタには感謝している。素性のわからない俺を重用し、衣食住の面倒を見てくれた。決戦直前で戦線離脱する俺は、恩知らずと罵られても抗弁できない」

「ちょ、ちょっと待ちなさいよ。ヘルヴァイツを出て、どこへ行くつもり!?」

　ゼクスはガーネットの瞳を彼方かなたへ投げた。

「どこか、遠い場所だ」

　はあ？　とリタが剣けん吞のんな声を出す。真っ暗な木立を背に、紅あかい少女は厳しい表情で青年を見つめていた。

「そんなテキトーな返答でわたくしが納得すると思っているの？」

「……帰らないといけないんだ」

　目を伏せて言った青年に、リタがはっとした。

　ゼクスは厚く積もった純白の雪を見て続ける。

「俺を待っている人たちがいる。俺は帰ると決めたんだ」

　リタは腕を組んでいた。

　不本意そうだが、どこか納得しているようでもあった。ゼクスの意志が固いのを悟っているのかもしれない。

　やがて紅あかい少女は「そう」とため息混じりに言った。

　次の瞬間、真紅の双そう眸ぼうがギラつく。

「なら、餞せん別べつよ」

　ズシ、と重い風圧が辺りにかかった。

　展開する、真紅の花吹雪。

　リタの周囲にあった無数の花か弁べんが幾千の紅あかい剣と化し、ゼクスに殺到する。これが今のリタの全力だ。吸血鬼王女として覚かく醒せいしたブラッディソード。

　武器を所持していない青年にそれを止める術すべはない。

　身の毛がよだつ。視界を埋め尽くす紅あかに脳内が警鐘を鳴らし、向けられた殺意に全身が震しん撼かんする。

　吸血鬼王族のみが使える最強の魔術を前に、ゼクスは。

「〈───〉ッ!!」

　何を口走ったのか自分でもわからなかった。

　空に閃せん光こうが走る。

　眩まばゆさに思わず目ま蓋ぶたを閉じていた。次いで、轟ごう音おん。鼓膜がじん、と痺しびれ、バリバリと周囲の木々が裂ける。

　落雷だった。

　焼け焦げた臭いが辺りに漂っている。

　衝撃が収まり、ゼクスは目ま蓋ぶたを開けた。

　は、と声が洩もれる。

　気付けばゼクスの手には真紅の大剣があり、リタのブラッディソードをすべて退しりぞけていた。大剣の幅広い刀身がバチバチと紫電を放っている。

「……何だ、これは……？」

　剣を構え持ったまま固まる青年に、リタは鼻を鳴らす。

「何って、あなたのブラッディソードに決まっているでしょう」

　絶句した。

　リタの剣が消えると、彼の手にある剣も消える。虚こ空くうに溶けた赤い粒子をゼクスは呆ぼう然ぜんと見つめるしかなかった。

「やっと基本形態を出せたわね。まったく、偏食してるからそうなるのよ。わたくしがいなくても血液不足には気を付けなさいよね」

「偏食……？　血液不足……？」

「魔術を使うには、使う以上に血液を摂取しないといけないわ。あなた、偏食していたからブラッディソードが出せなかったんでしょ」

　さも当然のように言うリタ。ゼクスには理解が追いつかない。

「いつから……いつから俺が王族だと？」

「初めからよ。わたくしに隠してたつもり？　甘いわね」

　リタは得意げな顔になる。隠していたのではなく本当に知らなかったのだが……と考え、ゼクスは彼女の『料理』に思い至った。げんなりと言う。

「それでおまえ、俺にブラッディソードを出させるため、あの料理を……」

「ふ、ふん、感謝しなさいよね。わたくしの料理のおかげで血液不足が解消したんだから」

「いや、たぶんおまえの料理は関係ない」

　はああ!?　とリタが目を吊つり上あげる。

　渇かつ望ぼうが収まったのはついさっきだ。ゼクスの舌にはまだ、痺しびれるような甘さが残っている。

「いいわ、他家の王族である以上、ローゼンベルク家の戦争に付き合う義理はないもの。さっさと自分の領地に戻りなさいよ。あなたにも守るべき者たちがいるんでしょう」

　ふい、とリタは長い髪を翻ひるがえしてそっぽを向く。

　それは、彼女の強がりだ。

　ゼクスのためにそう言ってくれたのだと彼は理解していた。

　ローゼンベルク家にブラッディソードを使えるのは、王とリタしかいない。いくら王の力が絶大でも、第三のブラッディソードがあったほうが心強いに決まっている。

　事実、ゼクスはカノンの近この衛え兵へいという重要な役職に就いていたのだ。ローゼンベルク軍側の人材が豊富とは決して言えない。

「リタ」

　ゼクスは紅あかい少女に近付いた。その髪の一房を掬すくう。

「ありがとう。──おまえは間違いなく、いい女だよ」

　真紅にそっと口付けた青年にリタが目を剝むいた。

「は!?　はあああ!?」

　わけがわからなくて素っ頓狂に叫ぶリタ。その顔は戸惑いと羞しゆう恥ちで真っ赤になっている。

　──おまえが言ったんだろうが。俺が吸血鬼になったら魅力をわからせてやるって。

　内心で返したゼクスは走って林を後にした。







　真夜中の街を抜けたゼクスは、ローゼンベルク王が臨時で構えたテント群に辿たどり着ついた。

「ユーリ！」

　捜している少女の名を叫ぶ。

　青年の声は雪原に溶けるように消えてゆき、

「皆さんが寝静まってるときに大声を出さないでください。迷惑でしょう」

　ゼクスの背後に白衣の少女は着地した。

　木の枝から飛び降りてきたユーリに、ゼクスは訊きく。

「何をやっていたんだ？」

「見張りですよ。眠らない《ＨハーＷヴエー式しき》は、どの時間帯に襲ってきても不思議じゃないですからね」

　あたしも然しかりですが、とユーリは眼鏡を持ち上げる。

「寝込みを襲うのは常じよう套とう手段でしょう。だから、あたしは吸血鬼の皆さんが休んでいる間に敵襲がないか見張っているんです。あたしも暇ですしね」

　そこまで言って、ユーリは青年を見上げる。

「それで、あたしに何か用ですか？」

　ゼクスは白衣の少女を見下ろした。

　嚙かみ締しめるように、その決心を告げる。

「──俺を人工頭脳に戻してくれ」

　極寒の風が白衣とローブの裾をはためかせた。

　雪に反射した月明かりが二人の姿を浮かび上がらせる。ユーリの小麦色が揺れ、はあ、と白い吐息がその口から洩もれた。

「……ゼクス、あなたはまた、とんでもないことを言い出しましたね」

「おまえはメティス・グループの首席研究員だった。ハウエルズとオートマタを作っていたんだろ。俺の脳を取り出して人工頭脳にできるんじゃないのか？」

「技術的にできるか否いなかと問われたら、できますよ」

「なら……！」

「ですが、その前に理由を聞いておきましょうか」

　ユーリは白衣のポケットに両手を突っ込み、真剣な目でゼクスを見る。彼女が納得できないなら受けつけない、という顔だ。

　否定的な少女を前にしても、ゼクスは気負わなかった。素直に言う。

「カノンとリタに水ミ無ナ月ヅキを返したい。それだけだ」

　ゼクスとして二人と一緒にいて、よくわかった。

　水ミ無ナ月ヅキの喪失は彼女たちに暗い翳かげを落としている。カノンもリタもいまだに水ミ無ナ月ヅキを忘れずにいるのだ。

　水ミ無ナ月ヅキを愛してくれた少女たちにゼクスは報いたかった。

「……それは、ゼクスが恥を忍んで二人に正体をカミングアウトすれば済む話じゃないんですか？」

「おまえらしくない、まるで意図を理解していない返しだな」

　ジト目で見てくるユーリに、ゼクスは腕を組む。

「俺は水ミ無ナ月ヅキを返したいと言ったんだ。そこには水ミ無ナ月ヅキの人格だけではなく、水ミ無ナ月ヅキの容姿や戦闘能力も含まれる。そのすべてが揃そろってこそ水ミ無ナ月ヅキだろ」

　容姿だけの紫陽花アジサイが水ミ無ナ月ヅキになれないように。

　人格だけのゼクスもまた、水ミ無ナ月ヅキとは言えない。

　ゼクスにいずれ戻るとしても、きちんとカノンやリタに告げてからなるべきだった。オートマタと吸血鬼では、まったく勝手が違う。こんなに五感が豊かになって、感情が複雑になるとは思わなかった。

　ユーリは両手を持ち上げて、やれやれと首を振る。

「ミナヅキ兄さんの頃は、吸血鬼に戻る、と言っていたくせにですねえ」

「早すぎたんだ！　平和になってから戻るつもりが、予定外の時期に戻っちまったんだよ。これじゃカノンやリタの助けにもなれない！」

「そんなこと言って、本当はアジサイが妬ねたましかったんじゃないですか？　カノンちゃんに可か愛わいがられている彼が」

　ゼクスはユーリを睨にらんだ。

　小麦色の髪をした少女はニヤついている。

「……ああ、そうだよ。悪いか」

　ははっ、とユーリが愉たのしげな声を上げた。










「いいですか。あらかじめ断っておきますが、記憶に関してあたしは保証できません」

　簡易的に作ったカプセルの前でユーリは言った。場所は彼女のテントの中だ。日光を避ける必要があるらしい。

　ゼクスはカプセルに横たわり、問う。

「保証できないとは？」

「ミナヅキ兄さんは吸血鬼としての記憶を保持していませんでした。元の身体からだに戻っても、それは復活しませんでした」

「人工頭脳になった時点で、以前の記憶は失われると……？」

　ゼクスは白衣の少女を見上げる。ユーリは首を振った。

「わかりません。あまりにもサンプルが少なすぎます。……例えば、《白びやく檀だん式しき》で吸血鬼の記憶を訴えた機体はいませんよね？　あたしも吸血鬼だったときの記憶はありません」

「そうだな……。それは紛れもなく事実だ」

「その一方で、コンテストでカノンちゃんが調整した《ＨハーＷヴエー式しき》ファーストは、ヴィルヘルムの記憶を取り戻しました」

「ん？　記憶が甦よみがえるのは賭けなのか？」

「だからサンプルが少ないと言っているでしょう」とユーリは呆あきれて言う。

「ドクター・ビャクダンが作った《白びやく檀だん式しき》も、シャチョーが作った《ＨハーＷヴエー式しき》も、吸血鬼の記憶を発現していません。ただ、カノンちゃんが調整したファーストのみが記憶を取り戻したんです」

　成功事例はたった一件のみ。

　カノンが調整したときだけ。

「ですが、それは奇跡的な偶然だったかもしれません。カノンちゃんが他に吸血鬼の脳を扱った経験はないんですから」

「俺の場合も記憶が甦よみがえる保障はない、と？」

　ええ、とユーリは声を落とす。

「……不安なら、やめておきます？　今なら中止できますよ」

　ゼクスは首を振った。

「いや、カノンの技術に賭けよう」

　自分が彼女を信用しなくてどうするのかと思う。

　青年は身体からだの力を抜いた。穏やかなガーネットの瞳を向ける。

「いいぞ。やってくれ」

　白衣の少女は小さく息をついた。

「わかりました。では、ゼクス」

　カプセルの蓋に手をかけたユーリは口角を持ち上げる。

「おやすみなさい。よい夢を」
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　ミュルダンでのカノンの演説は翌日、南部州を中心に非公式のビラとして撒まかれた。

『新公国軍元帥ハウエルズはケルナーの悲劇の元凶であり、虐殺技師である。

　公女カノンと吸血鬼王ローゼンベルクに、新公国軍は降伏せよ。

　人間と吸血鬼は平等に手を取り合い、もう一度、平和な国を取り戻すのだ！』

　その日、ザウアーラント少将が統すべる南部州庁舎はカノンたちに降伏し、彼らが管轄する《ＨハーＷヴエー式しき》は吸血鬼軍に引き渡された。吸血鬼軍が人間を支配するために侵攻するのではないという事実が拡散され、国民は緊張を緩めたようだった。降伏した南部の街の戦争ムードは和らぎ、人々は日常を取り戻し始めている。

　ビラは南部だけに留とどまらず、ヘルヴァイツ各地に流れ、ハウエルズ側に大きなダメージを与えた。

　情報統制していたとはいえ、ハウエルズが非人道的なオートマタを作っていた事実から、彼を疑問視する人々は多かったのだ。アルプス空爆でも批判を集め、そこにカノンの告発だ。国民のハウエルズへの不信感は爆発した。

　メティス・グループの本社には連日、抗議団体が押し寄せ、ケルナーの悲劇の被害者たちからは説明を求める文書が国軍本部に溢あふれ返った。

　その状況下で、公女カノンを擁立したローゼンベルク王率いる吸血鬼軍は侵攻を開始した。

　吸血鬼軍の目標はまず《ＨハーＷヴエー式しき》の奪取である。

《ＨハーＷヴエー式しき》には吸血鬼の脳が使われ、適切な処置を施せば、生きて元に戻れるのが判明している。ローゼンベルク王としては同胞を解放するのが最優先だ。それが新公国軍の戦力を削れるのであれば一石二鳥である。

　吸血鬼軍は《ＨハーＷヴエー式しき》を管理している各地の国軍駐屯地に攻め入った。

　地方に配備されている《ＨハーＷヴエー式しき》には、所有者マスターのハウエルズ以外にも起動命令ウエイクアツプや強オ制ー命ダ令ーを行使できる代理人が設定されている。代理人に任命された軍人の身柄を押さえれば、こっちの勝ちだ。

　その代理人の一言で《ＨハーＷヴエー式しき》は無力化する。

「北部州駐屯地、制圧完了の報が届きました！　我が軍の大勝利です！」

　駆け込んできた吸血鬼兵士の報告にその場が湧いた。

　もはや吸血鬼軍の本陣と化している南部州庁舎の作戦会議室では、ローゼンベルク王と侍従のバルサス、カノン、紫陽花アジサイ、それと数名の吸血鬼兵士が詰めている。

　カノンや兵士たちが顔を明るくする中、ローゼンベルク王は頰ほお杖づえをついたままチェスの駒を取る。

「北部も陥落とな。……リタが率いているとはいえ、些いささか順調すぎるとは思わぬか」

　駒の置かれたヘルヴァイツの地図を見て、少年王は洩もらす。

　その横に控えるバルサスも強こわ面もてを崩さずに応じた。

「……おそらくは、中央に戦力を集めているものと存じます」

　うむ、とローゼンベルク王は重く頷うなずく。

「我もそう思っておった。彼奴きやつめ、何か企たくらんでおるな」

　カノンは不安そうに王を窺うかがった。ローゼンベルク王はそれに気付いて微ほほ笑えむ。

「案ずるな、プリンセス。そなたの反抗的な演説、無駄にはせぬぞ」

　その言葉に、カノンはさっと頰を赤らめた。

　集会で彼女はローゼンベルク王が作った台本をひっくり返したのだから、𠮟責されてもおかしくない。けれど、あの演説はカノンの求心力を高める結果となった。カノンはお飾りの公女ではないと聴衆は実感し、彼女の即位に強く賛同したのだ。

　吸血鬼王は顔を上げると、配下の吸血鬼兵たちに命じる。

「捕獲した《ＨハーＷヴエー式しき》の解体作業に入るようリタに伝えよ。新公国軍の戦力を削そぐのだ」







　カノンが作戦会議室を出ると、四日ほど姿を消していた白衣が見えた。

「ユーリさん！」

　吸血鬼兵士のローブの合間を白銀の少女は駆ける。ユーリはカノンを認め、眼鏡を持ち上げた。

「カノンちゃん、ローゼンベルク王は順調に勝利を収めているみたいですね」

　ユーリの元に駆け寄ったカノンは、白衣の袖をがしっと摑つかむ。

「もう、なんでいきなりいなくなっちゃうの！　どこかに行くなら、事前に教えててよ」

「ちょっと所用があっただけです。そんなに心配しなくても、あたしは勝手にいなくなったりしませんよ」

「……そんなこと、わかんないよ」

　目を伏せて言うカノン。怒っているような、辛つらそうな少女の表情に、ユーリもそれ以上は続けられなかった。

　視線を上げたカノンは一転、キラキラした目になる。

「さあユーリさん、四日ぶりに歯車の手入れしようね。ついでだから髪の毛もお下げにしてみようか。ユーリさんには三つ編みが似合いそうと思ってたんだよね。あと、すっごいスベスベの人工皮膚があるから、それを試して……」

「や、カノンちゃん、あたしの改造は結構ですから……！　それより、大至急カノンちゃんに調整してもらいたいものがあるんです！」

　マニアモードに突入していたカノンに、慌ててユーリは手にしていた銀の匣はこを示した。

　カノンが瞬またたく。

　白衣の少女は真顔になって告げた。

「──これは、ミナヅキ兄さんの人工頭脳です」

　窓の外で吸血鬼兵士が勝利の祝杯を上げる声が響いた。

　カノンは息をするのも忘れたように凍りついていた。ただ、銀の匣はこを凝視している。

「四日前、あたしはコンテストがあったイエッセルホールの跡地に行ってきたんです。ミナヅキ兄さんがブラッディソードに吞のまれたとは聞きましたが、人工頭脳は銀で守られているはずなんです。カノンちゃんやリタ嬢の言葉を疑うわけじゃないですが、万が一、ということもありますからね」

　ユーリの台詞せりふは噓うそだ。

　この四日で、ユーリはゼクスを培養液に浸つけ、彼の脳を人工頭脳にしたのだ。

「倒壊したホールで、あたしはミナヅキ兄さんの人工頭脳と思おぼしき銀の匣はこを入手しました。あまりにもボロボロだったので、外の匣はこは新しいものに変えていますが、中身は同じですよ」

　カノンは震える手で銀の匣はこを受け取った。

　騒がしい廊下で、白銀の少女は言葉にならない吐息を洩もらす。

「幸い、カノンちゃんはミナヅキ兄さんにそっくりな《白びやく檀だん式しき改かい》アジサイを作っています。アジサイをミナヅキ兄さんにするチャンスですよ」

　ユーリの台詞せりふに、はっとカノンは目を見開いた。後ろを振り返る。

　そこに立つのは《白びやく檀だん式しき改かい》紫陽花アジサイ。

　絡から繰くり少年は護衛としてカノンに付き従っていた。少女の視線を受けた彼は、一つ瞬またたく。

「……ユーリさん。わたしは紫陽花アジサイを水ミ無ナ月ヅキにしたくて彼を作ったんじゃない」

　白衣の少女は眉をひそめた。

「そう、だったんですか……。あたしはてっきり、アジサイはミナヅキ兄さんの代替なのかと……」

「もし水ミ無ナ月ヅキにしたかったなら、違うプログラムを入れた。一人称は『俺』にして、デフォルトの表情は仏ぶつ頂ちよう面づらにして、喋しやべり方はぶっきらぼうで、男の子らしいものを好んで、アイスを夢中に食べるようにして……全部、『水ミ無ナ月ヅキ』をプログラムで設定することができた」

　だが、カノンはそれをしなかった。

　微笑を湛たたえる少年の顔を、カノンは見つめる。彼は水ミ無ナ月ヅキじゃない。水ミ無ナ月ヅキはこんな笑い方をしない。

「でも、そうやって水ミ無ナ月ヅキを複製してしまうのは彼に対する冒ぼう瀆とくだと思うから、わたしは水無月とはまったく違ったオートマタを作ったの」

「──」

　カノンにとっては最初から、水ミ無ナ月ヅキと紫陽花アジサイは完全に別個のオートマタだったのだ。

　ユーリは目線を彷徨さまよわせる。

「……なら、ミナヅキ兄さんの人工頭脳はどうするんです？　もう一体、ミナヅキ兄さんに似せたオートマタを新たに作るんですか？　それこそ複製みたいであまり気持ちのいいものじゃないですけどね」

　カノンは手にある銀の匣はこを見つめた。

　水ミ無ナ月ヅキを一刻も早く復活させたいと思う。それにはユーリの言う通り、紫陽花アジサイの身体からだを使うのがベストなのだろう。

　白銀の少女は紫陽花アジサイを見上げる。

　カノンが詫わびるような表情を向けても、少年は笑顔だった。

「紫陽花アジサイ……」

　言葉に詰まるカノン。

　水ミ無ナ月ヅキと瓜うり二ふたつだからこそ、中身のプログラムを大きく変えたのだ。

　紫陽花アジサイを見る度に、水ミ無ナ月ヅキを思い出してしまわないように。

　けれど、思い出さないのは到底、無理だった。

　いくら紫陽花アジサイが水ミ無ナ月ヅキと全然違った言動をしても、紫陽花アジサイは水ミ無ナ月ヅキじゃないと自分に言い聞かせても、水ミ無ナ月ヅキを想い出してしまうのだ。

　だから紫陽花アジサイといるとき、カノンは悲しい顔を見せないよう無理やり笑顔になっていた。ふと涙を零こぼしてしまわないよう、懸命にはしゃいでいた。

「現在、指示を待機中です。命令をどうぞ」

　自我のない少年は指示を求める。

　カノンは紫陽花アジサイに抱きついた。

　棒立ちの絡から繰くり少年の背にぎゅっと腕を回す。鼓動に似たゼンマイの駆動音が少年の胸でしていた。カノンは精一杯の愛情を抱擁に込める。

「……紫陽花アジサイ、ずっと一緒だからね」

　所有者マスターの言葉に紫陽花アジサイは「はい」と頷うなずいた。少年の黒髪では青い花の髪飾りが揺れていた。
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　──また不思議な夢だ。

　封じられた記憶が走そう馬ま灯とうのように巡る。

「助けてくれ」と言った。

　毒薬に満たされた培養槽の中。陰気な場所に現れた眩まばゆいばかりの銀しろがねの幼女に、思わず助けを乞うた。

　果たしてこの声が彼女に届いたのかはわからない。

　ただ、幼女が自分の収まった培養槽のバルブを開けようとして、うんうん唸うなり、結局、挫折するのを見ていた。

「お母さんはすごいオートマタを作っていて、いつもケンキューシツにいるの」

　バルブを開けるのに疲れた女児は、培養槽に背を預けて言う。銀髪の隙間、柔らかそうな首筋が目についた。

「国をヘーワにするオートマタなんだって。だから、わたしがお仕事の邪魔をしちゃいけないの。お母さんと一緒にいたいけど、我慢しなきゃダメなの」

　女児が振り向く。

　自分を見つめて彼女は問う。

「王子様、ここから出られたら、わたしと一緒にいてくれる？」

　ゴポリ、と口から泡が出た。
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「おはよう、水ミ無ナ月ヅキ。今日も素敵な日よ」

　聞き慣れた少女の声に導かれ、目ま蓋ぶたを開ける。

　白銀の少女が固かた唾ずを飲んで、こっちを見つめていた。藍色の瞳は彼のわずかな動きも見逃すまいと、少年に据えられている。

　少女の目の下にはクマができていた。彼女のことだ、また寝食を忘れて調整したのだろうと思った。

「ただいま、カノン」

　水ミ無ナ月ヅキは少女に言う。

　カノンの唇が震えた。少女が凝視する中、少年は作業台から身体からだを起こす。

　その際、頭で何かが揺れた。

　手を当てて気付く。それは紫陽花アジサイの髪飾りだった。

　水ミ無ナ月ヅキはそれを外す。青い花の付いたヘアクリップを脇へ置きかけて、思い直した。

　彼は少女の白銀に髪飾りを留める。青い花を飾ったカノンを見て、水ミ無ナ月ヅキは満足げに頷うなずいた。

「それは俺じゃなくて、おまえが付けろ。そのほうがいい」

　あ、と少女が声を洩もらした。

　瞬またたく間まに藍の双そう眸ぼうが潤む。堰せきを切って涙が溢あふれ出だし、少女の頰はびしょびしょに濡ぬれていった。

「あっあああああああああっっっ……！」

　水ミ無ナ月ヅキのシャツを握り、カノンは号泣する。

　少年はカノンを抱き寄せた。嗚お咽えつを上げた彼女は水ミ無ナ月ヅキにしがみつく。水ミ無ナ月ヅキはカノンの背中を優しくさすり、白銀の髪に鼻先を埋うずめた。

　カノンの匂いを認識できないのだけが少し名残惜しかった。
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　新公国軍は中央本部を除き、すべてが吸血鬼軍によって占領されていた。

　明日、本部を総攻撃する、という段で、ユーリはカノンと軍用車で移動していた。

　小麦色の少女は車窓に頰ほお杖づえをついて座っている。その隣でシートに収まるカノンは、ユーリを気遣わしげに窺うかがった。

「……ユーリさんも総攻撃に加わりたかった？」

　二人が現在向かっているのは、ヘルヴァイツ北部にある軍事施設だ。そこで、《ＨハーＷヴエー式しき》に利用された大量の吸血鬼が培養槽に浸つかっていると報告を受けて、ローゼンベルク王はユーリを派兵すると決めたのだ。

　目的は、吸血鬼の身体からだを培養槽から解放することだ。《ＨハーＷヴエー式しき》の人工頭脳を吸血鬼に戻すには、まず有毒の培養液から身体からだを解放しなければならない。

　白衣の少女はエメラルドを窓の外に投げたまま答える。

「ローゼンベルク王の采配は的確ですよ。培養液を抜く作業にあたし以上に適役はいないでしょう。なんてったって、メティス・グループの元首席研究員ですからね」

「うん、それはそうだけど……」

「ローゼンベルク王にリタ嬢、ミナヅキ兄さんがいれば、どれだけ《ＨハーＷヴエー式しき》が集まっていても何とかなるでしょう。あたしが出で張ばることはないですね」

　ローゼンベルク王がユーリを総攻撃のメンバーにしなかったのは、ハウエルズとの関係があるからだった。この決戦で手心を加えるのは許されない。

「まあ、カノンちゃんの護衛のために誰かが総攻撃から外れる必要はあったんです。まさか前線に公女殿下を連れて行けないですからね。あたしがカノンちゃんと一緒に吸血鬼保管所に行けば一石二鳥ですよ」

　吸血鬼保管所、という単語に、同乗している吸血鬼兵がピクリと反応した。

　カノンが窘たしなめるように言う。

「ユーリさん……」

「事実、保管所ですよ。脳を抜き取った吸血鬼の身体からだを置いているんです。元々は公国軍が保有していた施設でしたが、イエッセル条約でオートマタ部隊が廃止され、使わなくなったそこをシャチョーが買い取ったんです。新公国軍になってシャチョーが元帥となった今、そこはまた軍事施設になっているみたいですけどね」

　ユーリの口ぶりでは、彼女もかつてそこに出入りしていたのだろう。

　重い話にカノンは息苦しさを覚え、窓の外に目を遣った。

　瞬間、ひゅっと少女の喉が鳴る。

　車窓の向こうには見渡す限りの墓地が広がっていた。整然と並ぶ墓標が赤々とした夕ゆう陽ひに照らされ、影を長く伸ばしている。

「ああ、ケルナー地方に入ったんですね」

　ユーリがカノンを横目で見て、何でもないように呟つぶやいた。

「……このお墓は、もしかして……」

「ええ、ケルナーの悲劇の犠牲者ですよ」

　カノンは運転席に身を乗り出した。

「車を停とめてください！」

　路肩に軍用車を停とめてもらい、カノンは下車する。

　時すら凍いてつかせる極寒の風が鳴り、少女の白銀を舞い上げた。厚く積もった雪がカノンの足元を埋めている。

　地平線まで続く墓石を前に、カノンは白い息を吐いた。

　ユーリも車を降りてきて言う。

「一地方全域が被害に遭いましたからねえ。事件前は住宅街だったらしいですが、住む人もいなくなって墓地にしたそうです」

　カノンは墓標の一つに近付いた。その上に積もった雪を手で払う。石に刻まれた名前が露あらわになった。それを見つめた後、カノンは隣の墓標に移動してまた雪を払う。その隣もまた──。

　ユーリは黙って少女を眺めていた。

　夕暮れに染まる墓地。そこで一つ一つ、墓標の名を明らかにしていく少女。後ろ姿からは彼女の表情は見えない。

　──そういえば、ドクター・ビャクダンもケルナーで亡なくなったんでしたっけ。

　物もの哀がなしい情景を前にユーリは思う。

　白びやく檀だん春はる海みは《白びやく檀だん式しき》を製作していた公国軍駐屯地で命を落とした。その直後に暴走した《白びやく檀だん式しき》がケルナーの悲劇を起こしたのだ。

「……ここは、あたしたちの始まった場所なんですね」

　感慨深く呟つぶやいたユーリの瞳では、カノンが遠いところで雪を払っていた。







　すべての墓標から雪を払うことはできなかった。

　目的地に到着するのが遅くなるから、とユーリに言われて、カノンは仕方なく車に戻った。

　すっかり暗くなった夜道をヘッドライトで切り拓ひらき、軍用車は進んでいく。真っ赤になった手を握り、カノンは車中で黙りこくっていた。

　やがて車は軍事施設の敷しき地ち内に入った。

　夜闇の中、怪しげに佇たたずむ施設の前で停車する。

　ユーリと一緒に車を降りたカノンは、その巨大な施設を見上げた。施設の出入り口に立つ吸血鬼兵と言葉を交わしてきたユーリは言う。

「ここで働いていた研究員は全員、別の場所に送られたそうです。中に入りましょう」

　白衣の少女に続き、カノンは施設に入った。

　吸血鬼保管所と言われていた軍事施設はまるで迷路だった。リノリウムの床に、目印のない真っ白な壁が続いている。煌こう々こうとした蛍光灯が施設の無機質さを際きわ立だたせていた。

　ユーリとカノン、二人分の靴音が響く。

　キョロキョロしているカノンにユーリは解説を始めた。

「吸血鬼の身体からだが見当たらなくて不思議に思っていますか？　一階と二階は研究室と警備室、研究員のプライベート空間です。地下へ行くと、培養槽が並んでいますよ。この施設は迷路のような構造になっていますが、それは何でも、視察に来た軍のお偉いさんを誤魔化すために設計されたそうです。まさか吸血鬼を使っているとバレるわけにはいきませんからね。ここに勤める研究者はまず、この建物の内部構造をすべて把握するところから始まり……ってカノンちゃん!?」

　後ろから足音が聞こえないのに気付き、ユーリは振り向いた。

　いつの間にかカノンの姿が消えていた。どこまでも真っ白い壁に舌打ちする。

「ああもう、あたしの記メ憶モ領リ域ーにすべての道筋は入ってますけど、それとカノンちゃんを捜し出す手間は別なんですからね！」

　白衣を翻ひるがえしてユーリは来た道を戻った。カノンの足音が消えた箇所を記メ憶モ領リ域ーから割り出し、そこで別の道に入る。

「カノンちゃーん！」

　白衣の少女が叫ぶと、数瞬後に声がした。

「ユーリさーん、こっちこっち！」

　何がこっちこっちなのか。

　呆あきれつつもユーリは声のほうへ向かう。非常ドアの突き当たりを折れて、少し進んだ先の階段にカノンはいた。

　白衣の少女は胸を撫なで下おろす。

「カノンちゃん、この施設は非常に入り組んでいるので、勝手にウロつかれるとあたしが困るんですが……」

　小麦色の頭をかくユーリに、カノンは真面目な顔で言う。

「ユーリさん、わたし、ここ知ってる」

「……は？」

　呆ほうけたユーリに構わず、銀髪の少女は階段を駆け下りていく。

「カノンちゃん!?」

　後ろでユーリの呼ぶ声がしたが、カノンは止まらなかった。

　幼い頃、母のいる公国軍駐屯地を探検していたら見つけたのだ。

　真っ白な迷路。秘密の長い階段。非常灯だけが道標の薄暗い廊下。

　──知っている。わたしはここを知っている……！

　ずっと忘れていた記憶が紐ひも解とけていくようだった。それは、あまりに懐なつかしい記憶だ。同時に寂しさを孕はらむ記憶でもある。

　急せき立たてられるようにカノンは走った。

　独特な薬品の匂いのする部屋。たくさんランプが付いた四角い機械の間を通って、床に固定された太いケーブルを辿たどれば、そこには──。

「っ」

　記憶と現実の情景に齟そ齬ごがあって、カノンは立たち竦すくんだ。

　高い天井がある薄暗い部屋で白銀の少女は呆ぼう然ぜんとする。

「待ってくださいよ、カノンちゃん。知ってるってどういうことです？　ここはシャチョーの息がかかった研究者しか入れないはずなんですが……」

　追いかけてきたユーリも、カノンの見つめている光景に一瞬、言葉を飲んだ。

「……ああ、培養槽の一つが割れてますね」

　そこには、大破したカプセルがあった。ガラスの破片と培養液が床に散らばっている。

　培養槽に収まっていたはずの吸血鬼はいなかった。割れたカプセルの下部に培養液が溜たまっている。

「ユーリさん、」

　声を震わせ、カノンは白衣の少女を見た。切ない表情で訊きく。

「ゼクスさんはどこへ行ったの──？」

　ユーリは眉一つ動かさなかった。

　しん、と静まり返った空間で、カノンは割れたカプセルに近付く。

「思い出した。ここにゼクスさんが閉じ込められてたの！　どこかで見たことがあると思った……。あれはゼクスさんだった。黒髪の、王子様みたいな男の人……」

　記憶を辿たどってカノンは目ま蓋ぶたを閉じる。

　十年前のことだ。まだカノンは大公家にいて、春はる海みは《白びやく檀だん式しき》を作っていて、吸血鬼は恐ろしい『敵』だった。

　そのときは王子様が吸血鬼だなんて知らなかった。

　偶然見つけた、水槽に囚とらわれた綺き麗れいな男の人をただ、可哀かわい想そうに思ったのだ。

「わたしはあの人を助けようとして、傍そばのバルブを捻ひねったけど全然開かなくて、そのうち彼もわたしの声に反応しなくなっちゃって……」

　ユーリの目がカプセルの傍そばにあるバルブに留まる。

　瞬間、白衣の少女ははっとしていた。

「……今、ものすごく大事なことを言いましたよ、カノンちゃん。この培養槽のバルブを捻ひねったんですか？」

　え、とカノンはユーリを見る。

「でも、わたしの力じゃビクともしなくて……」

「ビクともしなかったことはなかったんでしょう。だってほら、見てください。この管を」

　カプセルに連結された鉄管をユーリは指さす。

　ぴしゃん、と。

　鉄管の先から水滴が一滴、排水溝に落ちた。

「研究者の誰も気付かないレベルで排水はなされていたんです。こうやって一滴ずつ、十年もかけて、ゆっくりとね」

「そんなことが……？」

「脳を摘出し終えた吸血鬼の様子なんて、研究者はいちいち観察しませんからね。培養液が減っていても気付きませんよ。床に撒まかれている培養液の量があまりにも少ないのはそのためです。培養液がカプセル満タンに入っていたら、周囲はもっと水浸しですよ」

　カノンが瞬またたく傍そばでユーリは眼鏡を持ち上げる。

「これで謎が解けました。カノンちゃんが十年近く前にバルブを緩めたことで、ゼクスの培養槽からは培養液が流れ出ていたんです。そのおかげでゼクスの身体からだは培養液から解き放たれていた、と。それで人工頭脳が破壊されたから生身に戻ったんですね」

　納得して、しきりに頷うなずくユーリ。

　一方でカノンは表情を変えていた。

「待って。ということは十年前、ゼクスさんは人工頭脳にされていたの？」

　幼いカノンが見たのだから、そういうことだ。

「でも、その当時ってまだ《ＨハーＷヴエー式しき》はないよね。戦時中に吸血鬼の脳を使っていたオートマタって、《白びやく檀だん式しき》だけ……」

　不意にカノンの脳裏で、ゼクスの「お別れだ」という声が反はん芻すうされた。

　彼の態度、口癖、言動……。脳に刻まれた人格などそう変えられるものではない。どの《白びやく檀だん式しき》がゼクスだったかなんて、疑う余地もなくて──。

「さーて、培養液の排出を行いますかー」

　白衣のポケットに両手を突っ込んだユーリが、足早に去っていく。ぴゅーと口笛まで吹き出す始末だ。そのわざとらしい態度にカノンはすべてを悟っていた。

「ユーリさん、まさか知ってたの!?」と怒った声を上げて白衣を追うと、ユーリもケラケラと笑って駆け出す。陰鬱な施設に不釣り合いな少女二人の声が響いた。

　追いかけっこの終着点。

　培養槽の管理パネルの前で、ユーリはパネルを操作しながら言う。

「まあまあ、カノンちゃん。あたしに怒るのはお門違いですよ。あたしはゼクスに正体を打ち明けるべきだとちゃんと主張したんですから」

　そう言われてもカノンはヘソを曲げている。

　白銀の少女は頰を両手で挟んで、ゼクスとのことを思い出していた。

「うぅ～～、ズルすぎる。リタさんの気持ちがわかったかも……。あーなんでわたしあんなことまで言っちゃったんだろう！　うわああん……！」

「大丈夫ですよ。羞しゆう恥ちの度合いで言えば、ゼクスのほうがひどいですから。……さあ、カノンちゃん、一斉排水の準備が整いました」

　ユーリがパネルの前を譲る。

「その鬱憤はこのボタンにでもぶつけてください」

　示された赤いボタンをカノンは見下ろした。小さい拳を握る。

　息をすっと吸った。

「──水ミ無ナ月ヅキのバカっ！」

　ドン、とカノンの拳がボタンに振り下ろされ、一斉排水が始まった。
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　翌日夕方。

　ローゼンベルク王率いる吸血鬼軍は首都イエッセルへ進軍した。既に《ＨハーＷヴエー式しき》はイエッセルの街中からもいなくなっている。ハウエルズのいる新公国軍の本拠地、中央本部を守るためだけに使われているのだ。

　ヘルヴァイツ大公ヨハネス六十六世は、宮殿を吸血鬼軍に包囲されればすぐに降伏した。ローゼンベルク王に言われるまま、新公国軍の解散を宣言。退位にも承諾するから、命だけは助けてほしいとのことだった。

　大公の新公国軍解散を受けて、まだ陥落していなかった新公国軍中央本部は機能を停止した。

　ローゼンベルク王はそのまま軍の中央本部へ向かう。そこで残っている《ＨハーＷヴエー式しき》を回収しようとしたのだが、中央本部は徹底抗戦の構えで閉鎖されていた。

「報告します。目標を除いた将校の逃亡が確認されました。中央本部に留とどまっているのは目標だけと思われます」

　偵察の兵士の報告に、ローゼンベルク王は「やはりのう」と頷うなずいた。

　軍用車のボンネットにちょこんと座る少年王は、ただの子供にしか見えない。何も知らない人が見たら、降りなさい、と𠮟るところだ。

　その横で、ドレス状の鎧よろいを纏まとったリタが腕を組む。

「ハウエルズは一人で中央本部に籠ろう城じようしてるってこと？　大公は国軍を解散したのに」

「諦めが悪い奴やつだとはわかっていたけどな……」

　水ミ無ナ月ヅキも高い塀に囲まれた庁舎群を見上げた。ハウエルズ一人しかいない巨大な建物たちは電気も消え、嫌に静まり返っていた。

「後ろ盾になっていた大公も降伏したのに、今さら一人で何ができると言うのかしら」

　それよ、ローゼンベルク王は目を細めた。

「彼奴きやつが逃亡せぬのが引っかかる。まだ我らに勝てる気でおるのか」

　本部に残るとは、そういうことである。

　吸血鬼王に攻められても、ハウエルズは返り討ちにできる自信があるのだ。

　中央本部の敷しき地ちを吸血鬼軍で囲み、ローゼンベルク王が動かないのもそのためである。不用意に攻め込めば、どんな罠わながあるかわからない。

　と、閉じられていた敷しき地ちの正門がギイィと開き始めた。

　ローゼンベルク王たちに緊張が走る。

　門の隙間から現れたのは警備用オートマタだった。手に封書を持っている。

「こちらをローゼンベルク王に渡してください。中央本部正門はこれより解放されます」

　事務的に告げる警備用オートマタ。

　バルサスがオートマタに近付いて封書を受け取った。開封して中を検あらためる。

「……これは白旗ですな」

　侍じ従じゆうは強こわ面もてのまま一読し、王へ紙面を差し出す。

　ローゼンベルク王はそれに目を通した。

「降伏する故、第一演習場へ来い、とな。《ＨハーＷヴエー式しき》を全機引き渡すと」

　ふっと少年王は鼻を鳴らす。

「わかりやすい罠わなを敷くものよ」

「……さようですな。我々を愚ぐ弄ろうしているとしか思えません」

「だが、我は征ゆくぞ」

　ローゼンベルク王は軍用車から、ぴょん、と降り立った。赤しやく銅どうの髪が揺れる。

「お父様!?　罠わなとわかっていながら何な故ぜ……!?」

「彼奴きやつはそこに戦力を結集させておるのであろう？　では、それを我が破れば、奴やつの手札はもうあるまい」

　星々の煌きらめく夜空を戴いただき、少年王は微ほほ笑えんだ。

「戦いくさは疾とく終わらせようぞ。皆、腹が減っておる」

　小柄な少年には似つかわしくない長いローブを翻ひるがえし、吸血鬼王は正門へ向かう。リタは慌ててその背を追った。

「お父様、わたくしも行くわ！」

　父娘おやこが正門へ向かい、水ミ無ナ月ヅキは声を上げていた。

「俺も……！」

　ローゼンベルク王の紅あかい瞳がチラ、と絡から繰くり少年を見た。

「そなた……まあ、よかろう」

　不自然な間があったが、ローゼンベルク王の許可はもらえた。水ミ無ナ月ヅキは王たちを追う。

「大丈夫よ。だって、もうミナヅキだもの。心配いらないわ」

　ね？　とリタが微ほほ笑えみかけてくるが、漆黒の少年は上手く笑い返すことができなかった。

　水ミ無ナ月ヅキの人工頭脳が見つかり、紫陽花アジサイの身体からだに水ミ無ナ月ヅキの自我が宿ったことはリタたちに伝えていた。リタは北部から合流するなり感極まって彼に抱きつき、しばらく離れなかった。

　戦闘システムは紫陽花アジサイのままである。暗器やサーモグラフィはなく、代わりにエーデルライト反応器が付いていた。オートマタのゼンマイに使われている高純度のエーデルライトに反応し、敵の《ＨハーＷヴエー式しき》を認識するものだ。カノンはよく考えて紫陽花アジサイを作っていた。

　だが、その戦闘システムの違いが彼のアイデンティティーに疑問をもたらしている。

　──紫陽花アジサイの身体からだをした自分は本当に「水ミ無ナ月ヅキ」と言えるのか。

　ローゼンベルク王は侍じ従じゆうに声をかける。

「バルサス、全軍の指揮は任せたぞ」

「……御ぎよ意い」

　吸血鬼王とリタ、水ミ無ナ月ヅキは敵の本拠地に足を踏み入れた。







　第一演習場は屋外のだだっ広い運動場だった。

　ローゼンベルク王が気負いもなくドアを開けると、まるで工場のように《ＨハーＷヴエー式しき》が整然と並んでいる。すべて終了状態で微動だにしない。金属の装甲を纏まとったオートマタ数千体は静止したまま立ち並び、その場の空気を圧迫していた。

　三人は夜の闇に沈む演習場に入り、周囲を見渡す。

「よくもまあ、ここまで作ったものよ。これらは我らが回収してゆくぞ。のう、ハウエルズ」

　ローゼンベルク王が声を投げる。

　トン、と硬質な音が響いた。

　大量の《ＨハーＷヴエー式しき》の向こう、演習場の壇だん上じように二体の軍事用オートマタを従えた男が姿を現した。

　一段高い場所からハウエルズは、ローゼンベルク王たち三人に視線を注ぐ。

「やっと来たか、吸血鬼共が」

　その口調は到底、降伏する者のものではなかった。

　スーツ姿の男に疲弊した様子はない。カノンの告発や大公の降伏は少なからず彼にプレッシャーを与えているはずなのに、ハウエルズは堂々としたものだった。

　ローゼンベルク王は嘆息する。

「やはり降伏はせぬのか。同じ人間にも見放されて、まだ戦意を失わぬとは見上げたものぞ。──何がそなたをそこまで駆り立たせるのか」

「吸血鬼と論じる気はない。ここが貴様らの墓場だ」

　ハウエルズは手にしていた何かのスイッチを押した。

　刹那、演習場全域に白いミストが噴射される。終了した《ＨハーＷヴエー式しき》に紛れて、演習場には霧を出す機械が設置されていたのだ。その霧は当然、〈霧ネー化ベル〉を封じるもので。

　一瞬で失われる視界。

　水ミ無ナ月ヅキがロングソードを抜いたとき、男の声が演習場に伝でん播ぱする。

「全《ＨハーＷヴエー式しき》一等兵、起動せよ。オーダー、吸血鬼二体とミナヅキを殲せん滅めつせよ」

　ガシャン、と装甲が動く重い音が一斉にした。

　それはすべての軍事用オートマタが目覚めた合図。

　水ミ無ナ月ヅキはエーデルライト反応器で敵を認識していた。あまりにも多すぎる反応に処理が追いつかない。人工頭脳のアラートが無数に点滅し、

　幾多の銃声が聴覚を塞いだ。

　壇だん上じように立つ男は、霧と銃弾に覆われた空間を見下ろしていた。

〈霧ネー化ベル〉も使えず、吸血鬼たちはオートマタによって一方的に蹂じゆう躙りんされる。水ミ無ナ月ヅキがいたところで、これだけ《ＨハーＷヴエー式しき》がいれば倒しきるのは不可能だ。

　ローゼンベルク王が罠わなにかかった時点で、ハウエルズは勝利を確信していた。厄介な力を持つ王族さえ倒してしまえば、あとはどうにでもなる。

　ハウエルズは悠然と眼下を眺め、

「──そなた、我を誰と心得おる？」

「っ!?」

　まるで間近で囁ささやかれたように。

　不意に耳元で質量を持った声がして、ハウエルズは咄とつ嗟さに手で払った。

　その手の甲がスパッと切れる。

「くっ……！」

　ハウエルズはステッキの隠し銃を構え、周囲を見渡す。だが、ローゼンベルク王の姿はない。壇だん上じようには護衛の《ＨハーＷヴエー式しき》大隊長機二体が棒立ちでいるだけだ。

　演習場ではまだ《ＨハーＷヴエー式しき》一等兵が霧に向けて発砲している。視界が利きかなくても、サーモグラフィを備えた彼らは吸血鬼を捕捉できる。発砲を継続しているなら、吸血鬼たちは霧の中にいるはずなのだ。

　ハウエルズがぞくりとしたとき、再び。

「──かつて我らは神とも崇あがめられてな」

　首筋に吐息。

　ハウエルズは振り向きざまステッキを振る。それも空振りに終わった。いつの間にかステッキには深い傷が刻まれている。

　自分にはもちろん、《ＨハーＷヴエー式しき》にすら認識できない攻撃。それを二度も受けてハウエルズは限界だった。

「このっ、バケモノめが……！　必ずやここで滅ぼしてくれる……！」

　捨すて台詞ぜりふを残して、男は壇だん上じようから消えた。

　やがて、霧が晴れる。

　銃弾の嵐はリタが展開したブラッディソードに受け止められていた。無数の花か弁べんが集まり、三人を護まもる盾となっている。こんな使い方もできたのか、と水ミ無ナ月ヅキは感心していた。

「助かった、リタ」

　これだけの銃弾を浴びせられれば、水ミ無ナ月ヅキもひとたまりもない。ハチの巣になるところをリタのブラッディソードで救われた形だ。

　花か弁べんを操るリタは水ミ無ナ月ヅキに得意げな目を向ける。

「ふふん、どうよ、ミナヅキ。わたくしを見直したかしら」

「ああ、見違えたな」

　リタが嬉うれしそうに頰を染める。

　その横でローゼンベルク王は顎を撫なでていた。

「我としたことが、失策だったの。ちと彼奴きやつを脅おどかしすぎたわ」

　ハウエルズの姿は見当たらない。おそらく演習場を出たのだ。銃声がまだ鳴り響く中、水ミ無ナ月ヅキは声を張り上げる。

「どうするんだ？　ハウエルズを追うのか？」

「うむ、まずはこのオートマタらを停止させてからであろう。彼奴きやつは我が軍が包囲した敷しき地ち内から出られぬ。焦あせって追う必要も──」

　ズシン、と地響きがして、ローゼンベルク王が口を噤つぐんだ。

　次いで庁舎の一つが倒壊した。レンガ造りの建物が吹っ飛び、粉ふん塵じんが夜空を舞う。

「何だ、あれは……」

　水ミ無ナ月ヅキもリタも顔色を変えた。

　庁舎の間に、あまりにも巨大なオートマタが出現していた。

　全長二十メートルは超えている。建物から頭一つ分以上飛び出た《ＨハーＷヴエー式しき》。その銀の装甲が星々の光を浴びて神こう々ごうしく輝いている。

『降伏せよ、吸血鬼共』

　中央庁舎のスピーカーからハウエルズの声が流れてきた。

『この《ＨハーＷヴエー式しき》特殊兵を見ても、まだ抵抗するかね？　今投降するのなら、命だけは救ってやろう』

「何が『命は救う』よ。生きたままオートマタの材料にするだけでしょ。あんたの魂胆はわかってんのよ」

　リタの憎々しげな呟つぶやきが聞こえるはずもなく、ハウエルズは陶酔したように続ける。

『《ＨハーＷヴエー式しき》特殊兵は破壊不能な、不滅のオートマタだ。貴様らが降伏するまでこの機体の訓練を行う。味方の命が惜しければ、即刻、降伏をしたまえ』

　この巨大オートマタがハウエルズの切り札だったのだ。これを隠し持っていたから、彼だけは中央本部に籠ろう城じようしていた。

　スピーカーから男の強オ制ー命ダ令ーが響き渡る。

『オーダー、《ＨハーＷヴエー式しき》特殊兵、吸血鬼を殲せん滅めつせよ！』

　巨大なオートマタの両肩。その装甲が大仰な音を立てて開いた。顕現した長大な砲が中央本部の正門に向けられ、白い霧を吹く。それと同時にオートマタの両手から砲弾が放たれた。

　ドーン、とバルサスたちがいる場所で火の手が上がる。

「お父様！」

　判断を仰ぎ、リタが王を呼ぶ。

　演習場にいる大量の《ＨハーＷヴエー式しき》一等兵による銃撃はまだ続いている。水ミ無ナ月ヅキたち主力三人が足止められているのをいいことに、ハウエルズは敷しき地ちを囲む吸血鬼軍を始末しようとしていた。

　くっ、と王は顔を歪ゆがめる。

「リタ、ミナヅキよ。行け。ここにいるオートマタは我一人で十分ぞ」

　なんだって、と水ミ無ナ月ヅキはローゼンベルク王を見た。

　相手の数は千を超えているのだ。さらに、さっきからローゼンベルク王は棒立ちで何をしている風でもない。リタの花か弁べんの陰にいるだけだ。

「そういうことはブラッディソードを抜いてから言ったらどうだ？」

　ロングソードを手にした水ミ無ナ月ヅキは苦言を呈する。

　と、ローゼンベルク王は瞬またたいた。非力なただの子供のように、キョトンと少年は首を傾かしげる。

「何を言っておる？　我はとうに抜いておるぞ」

　唐突に、最前列にいた《ＨハーＷヴエー式しき》の首がもげた。

「っ!?」

　水ミ無ナ月ヅキが驚きよう愕がくする中、胴体だけになったオートマタの群れが爆発する。火花が散り、辺りが一瞬、眩まばゆくなった。数多あまたのヘルメットが大地に転がる。

　水ミ無ナ月ヅキは見ていた。

　ローゼンベルク王は何もしなかった。ただ目を向けただけだ。それだけで《ＨハーＷヴエー式しき》が数十体、まとめて破壊されていた。

　凝ぎよう然ぜんとする水ミ無ナ月ヅキに、ローゼンベルク王は謂いう。

「我は風。草木の芽吹きを促す春しゆん嵐らん。雪山の探検家を足止める吹雪。乙女の囁ささやきを運ぶそよ風。盗賊の目を晦くらます砂嵐。商船の帆を進ませる潮風。すべてを更地に帰す竜巻」

　異様に輝く紅ぐ蓮れんの瞳。

　ローブを夜風にはためかせ、少年王は八重歯を剝むき、笑う。

「何なに故ゆえ、風が見えると思っておった？」

　──これが、吸血鬼王。

　水ミ無ナ月ヅキが戦慄したとき、少年は吼ほえた。

「来たれ、〈果てなき暁に韜晦せし飆エントローゼ・モルゲンロート〉ッ──！」

　最強の魔術が降り、大気が震えていた。

　空気が変わる。見えずとも、その圧は全身で感じられる。

　本能が叫んでいた。この幾千の風に身を晒さらせば、命を落とす、と。

　事実、大群の《ＨハーＷヴエー式しき》一等兵は次々と破壊されていた。彼らは凶暴な風に紙かみ屑くずのごとく弄もてあそばれ、爆発四散する。闇夜に明あか々あかとした火花が重なり、鮮烈な情景を生み出していた。

「早う行くがよい。そなたらはあの巨人を止めるのだ」

　少年王は《ＨハーＷヴエー式しき》の群れから目を離さない。

　リタも水ミ無ナ月ヅキの腕を引く。

「行くわよ、ミナヅキ。皆が危険だわ」

　演習場をローゼンベルク王に任せ、水ミ無ナ月ヅキとリタはそこを後にした。







「あのブラッディソードは異次元だな。まさか見えないとは」

　真っ暗な国軍敷しき地ち内を走りつつ、水ミ無ナ月ヅキは言う。巨大な《ＨハーＷヴエー式しき》特殊兵は敷しき地ちを囲む吸血鬼に銃砲を放っている。腹の底に響く爆発音が連続していた。

「お父様のあれは万能に見えて、実はかなりの制約があるの。例えば、目視できる範囲しか魔術が届かないとか……」

「霧の中で《ＨハーＷヴエー式しき》を倒さなかったのはそのためか」

「ええ。魔術を防ぐ霧は、お父様の風でも払えないし」

「もしや、王家ごとにブラッディソードの系統が違うのか……？」

　リタもローゼンベルク王も『風』だ。リタはゼクスを他家の王族と明言していた。ローゼンベルク家ではないと確信できたのは何な故ぜか。

「ミナヅキの言う通りよ。わたくしたちは血筋によって系統が決まるわ」

　やがて目前に装甲の塊かたまりが現れる。

《ＨハーＷヴエー式しき》特殊兵の足元まで来たのだ。

「これは、どうしたらいいのかしら……」

　初めて相あい対たいする、塔のような巨きよ軀くにリタが戸惑った声を上げる。

「デカかろうが、結局、オートマタだ。胸のゼンマイを壊せば止まる」

　水ミ無ナ月ヅキはエーデルライト反応器を通して特殊兵を見た。……確かに胸の中央にエーデルライトの反応がある。

「よし、リタ。奴やつの背から体内に入るぞ」

　厚みのある胸板だ。外からロングソードを突き刺してもゼンマイには届かない。装甲を開けて内部に侵入する必要がある。

　水ミ無ナ月ヅキは紅あかい少女を抱きかかえると跳躍した。特殊兵の背後にある庁舎。その屋上から《ＨハーＷヴエー式しき》の背に飛び移る作戦だ。機械の脚力で庇ひさしを蹴り、一気に庁舎を外壁から駆け上る。屋上まで辿たどり着ついたとき、

「っ──!?」

　ハウエルズがいた。

　庁舎の屋上で、彼は《ＨハーＷヴエー式しき》大隊長機、十数体に守護されている。《ＨハーＷヴエー式しき》特殊兵の動きを見ていたのだろう。

　水ミ無ナ月ヅキたちに反応して、大隊長機が一斉に銃口を向けた。

　バババッと銃声が轟とどろく。

　くっと水ミ無ナ月ヅキは歯は嚙がみし、腕の中でリタが唱える。

「食らいなさい、〈葬列に荒ぶ薔薇園の嵐トルナルド・ローゼ〉──！」

　匂い立つような紅あかい花か弁べんが屋上に溢あふれた。

　一瞬にして屋上が薔ば薇らに埋もれる。ハウエルズがたじろぐのが見て取れた。

　魔術で形成された無数の紅あかい花びらは銃弾を弾き、《ＨハーＷヴエー式しき》大隊長機に殺到する。リタ自身もブラッディソードを手に屋上のオートマタへ斬りかかった。

　水ミ無ナ月ヅキもロングソードを抜いて大隊長機へ肉薄するが、

「オーダー、《ＨハーＷヴエー式しき》大隊長機〇三、自爆せよ」

　男の声が響き、リタと剣を交えていた機体が爆発した。

「きゃっ！　噓うそ……！」

　間近で《ＨハーＷヴエー式しき》が爆発し、リタが吹っ飛ばされる。その隙に別の《ＨハーＷヴエー式しき》が紅あかい少女の腹をレイピアで貫いた。

「くっ！」

「リタ!?」

　水ミ無ナ月ヅキが助けに入ろうとしたとき、男が強く言う。

「やめたまえ。これ以上、同族の犠牲を出したいかね？」

　その言葉に水ミ無ナ月ヅキもリタも動きを止めた。

　さっきハウエルズは《ＨハーＷヴエー式しき》を自爆させた。そうすれば、中に入っている吸血鬼の脳は助からない。

　ハウエルズは静止した二人を見て、口元を歪ゆがめた。

「剣を捨てて両手を挙げろ」

　水ミ無ナ月ヅキの傍そばには既に《ＨハーＷヴエー式しき》がいて、レイピアの先を少年の左胸へ突きつけていた。

　ちっと顔をしかめつつも、水ミ無ナ月ヅキはロングソードを放る。男の指示通り両手を挙げた。

　リタが「ミナヅキ!?」と声を上げる。けれど、彼女も《ＨハーＷヴエー式しき》のレイピアに貫かれている状態だ。彼女も水ミ無ナ月ヅキに倣ならい、渋々ブラッディソードを消した。

　水ミ無ナ月ヅキもリタも身動きが取れなくなったのを見て、ハウエルズが慎重に歩み寄ってくる。

「吸血鬼王はどうしたのかね？」

「あんたの後ろにいるわよ」

　リタの虚言に男の眉がぴくりと動いた。

「……冗談は立場を弁わきまえて言いたまえ。不愉快極まりない」

　さっき彼はローゼンベルク王の魔術に脅おびやかされたばかりだ。ハウエルズはおもむろに水ミ無ナ月ヅキのロングソードを拾う。と、リタの肩に振り下ろした。

「っあ──！」

　ゴトン、と少女の腕が一本落ちる。続けて男は、リタのもう片方の腕にも剣を振り下ろした。ぐっ、とリタが歯を食い縛る。激痛を堪こらえているようだった。

　ハウエルズは一つ鼻を鳴らす。

「これでしばらく剣は持てないだろう。研究材料として生かしてやるだけ、感謝するがいい」

　リタは射い殺ころさんばかりに男を睨にらむのみだ。

　それからハウエルズは水ミ無ナ月ヅキを振り返った。

　リタの腕が落とされるのを見ているしかなかった少年は、全身から憤ふん怒ぬを放っていた。ハウエルズはふと首を傾かしげる。

「そういえば自慢の暗器は使わないのかね？」

　男はロングソードの切っ先を水ミ無ナ月ヅキの手首に滑らせる。

　少年の右手首が切り開かれ、ハウエルズは瞬またたいた。

「アサシンブレードがない……!?」

　驚く男に、水ミ無ナ月ヅキは応える。

「カノンがいらないと判断したんだ。これから平和になるヘルヴァイツの戦闘用オートマタに、暗器はいらない、とな」

「賢明な判断だ。暗器だけで平和は守れないだろう。オートマタに持たせるには、もっと強力な武器でなければ」

「──バカなのか」

　水ミ無ナ月ヅキは吐き捨てるように言った。

「おまえが目指してるのは平和でも何でもない。ただ、春はる海みの影を追い求めているだけだ」

　ハウエルズの表情が固まる。

　それでも水ミ無ナ月ヅキは構わなかった。記メ憶モ領リ域ーに蓄積された情報を参照し、男を暴あばく。

「本当は世界平和も人類の未来もどうだっていいんだろ。平和はただの口実だ。もっともらしい、誰もが納得せざるを得ないことを言っているだけだ。だからおまえは、吸血鬼も人間も関係なく大量虐殺ができる」

　ハウエルズに吸血鬼への憎ぞう悪おがあるのは間違いないだろう。

　けれど、それ以上にこの男は世界を憎んでいるのだ。春はる海みのいない、この世界を。

「おそらくおまえは春はる海みを殺したくて殺したんじゃない。《白びやく檀だん式しき》の量産で揉もめはしたが、殺す気はなかった。春はる海みを亡なくしたのを後悔しているんじゃないのか？」

《ＨハーＷヴエー式しき》特殊兵が砲撃する音が屋上に響いていた。

　世界の深しん淵えんにも似た闇の中、男は無言で立ち尽くしている。

　それに水ミ無ナ月ヅキは、図星か、と思う。水ミ無ナ月ヅキだって根拠もなく言っているわけじゃない。

「誰をどれだけ犠牲にしようと構わなかった。結局、おまえが執着したのは春はる海みだけなんだ。求めたのは、春はる海みの技術。春はる海みの目指した平和。伴侶にしようとしたカノンも、おまえにとっては『春はる海みの娘』でしかなかった。おまえは──」

　その一瞬だけ、水ミ無ナ月ヅキは同情を覚えてしまった。

「二度と戻らない過去を追いかけているだけだ。それしか拠より所どころがないから」

　戦うのに執着していたかつての自分。戦場に行けなかった過去に囚とらわれて自暴自棄になっていた自分と、目の前の男は変わらなかった。

　水ミ無ナ月ヅキはカノンがいたから変わることができた。新たな存在理由を見つけて、未来へ歩き出すことができた。

　ハウエルズには見つけられなかった。それだけだ。

　男は眉をひそめて少年を見つめていた。やがて問う。

「……おまえは、本当にミナヅキなのか……？」

　ハウエルズからしたら、今の少年はまったくの別人に見えるのだろう。人の感情や心の機微をまるで理解できなかった頃の水ミ無ナ月ヅキなら、決してハウエルズを暴けなかった。

　絡から繰くり少年は肩を竦すくめる。

「さあな」

　今の自分が何なのか。それは水ミ無ナ月ヅキ自身も迷っていることだ。

　現在、水ミ無ナ月ヅキの記メ憶モ領リ域ーに登録されている正式名称は『戦闘用オートマタ絡から繰くり騎き士し《白びやく檀だん式しき》水ミ無ナ月ヅキ』となっている。

　カノンは桜花サクラと遊園地に行った際、言った。

「もしも吸血鬼の脳が入っていなかったなら、《白びやく檀だん式しき》はどんなオートマタになったんだろう。それを想像して作ったのが、《白びやく檀だん式しき改かい》」

　つまり、吸血鬼の脳が入ったものは《白びやく檀だん式しき》で、吸血鬼の脳が入っていないものは《白びやく檀だん式しき改かい》という定義なのだ。

　だが、春はる海みに作られた《白びやく檀だん式しき》水ミ無ナ月ヅキと、カノンに作られた《白びやく檀だん式しき》水ミ無ナ月ヅキは、明確に違う。

《ＨハーＷヴエー式しき》にレイピアを突きつけられている水ミ無ナ月ヅキは、リタを窺うかがう。彼女の両腕は再生しているものの、《ＨハーＷヴエー式しき》のレイピアは少女の腹部を穿うがったままだ。

　ハウエルズはまだ水ミ無ナ月ヅキのロングソードを手にしている。

　完全に追い詰められた形だが、水ミ無ナ月ヅキは動じなかった。静かに、その感覚を開く。

「ハウエルズ、いい加減、投降しろ。おまえはもう、何をやっても春はる海みに届きはしないんだ」

「わかった口をきいてくれる。ここで吸血鬼軍を滅ぼせば、私の邪魔をする者はいない。私の理想は実現するのだよ」

　夜空が闇に染められる。

　空に黒雲が立ち込め、星々を隠したのだ。

　漆黒に塗り潰された空の下、ハウエルズは嗤わらう。

「おまえも終わりだ、ミナヅキ。──オーダー、ミナヅキを破壊せよ！」

　刹那、閃せん光こうが走った。

　眩まばゆい光が少年の顔を照らす。

「下れ、〈神代雷霆カイザー・ブリツツ〉ッ!!」

　轟ごう音おんが突き抜けた。

　落雷と共に、水ミ無ナ月ヅキの手に現れた赤い大剣。それが《ＨハーＷヴエー式しき》のレイピアを受け止めていた。同時に紫電が《ＨハーＷヴエー式しき》を包み、オートマタはショートする。

「噓うそでしょう!?」と思わず叫ぶリタ。彼女を貫いていた《ＨハーＷヴエー式しき》もブラッディソードの一撃で破壊し、水ミ無ナ月ヅキはハウエルズに矛先を向ける。

　男はまったく理解が追いついていなかった。

　カノンが調整した《ＨハーＷヴエー式しき》ファーストはヴィルヘルムの人格を取り戻し、ブラッディソードを顕現した。ならば、カノンに作られた水ミ無ナ月ヅキもブラッディソードが出せる。

　赤い剣を向けられたハウエルズは、咄とつ嗟さにロングソードを持ち上げ、

「やはりおまえ、何者──」

　結局、彼が発したのは誰すい何かだった。

　少年はブラッディソードを手に、迫る。

「そうだな、俺は──」

　ふと、この身体からだを作った少女と共に生きると決めた日を思い出した。

　あのとき自分は新たな存在意義を得て、どれだけ名前や身体からだが変わっても、それは引き継いでいる。なら、それが答えでいいだろう。

　漆黒の少年は不敵に返す。

「──俺は『世界に抗う絡繰少年リベリオ・マキナ』だ」

　たとえ二人きりでも、偽りの世界に抗あらがうと。カノンに寄り添うと彼は決めたのだ。

「真実を返してもらうぞ、ハウエルズッ──！」

　すべての偽りの根源である男に絡から繰くり少年は剣を振るった。

　紫電を纏まとう剣がロングソードにぶつかる。電流を受けて、瞬時にハウエルズは意識を飛ばした。ドサ、と倒れる。

　因縁のある敵だが、倒してしまえば呆あつ気けなかった。

　屋上に転がるスーツの男に、水ミ無ナ月ヅキが安あん堵どしたとき。

　背後で銃砲が轟とどろいた。ハウエルズの相手に気を取られていたが、まだ《ＨハーＷヴエー式しき》特殊兵は動いたままなのだ。

　中央本部の敷しき地ちの周囲で火の手が上がっている。街にはサイレンが鳴り響き、特殊兵の放つ砲撃が夜の街を蹂じゆう躙りんしていた。早くこれを止めないとマズい。
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「リタ、俺が内部に侵入して奴やつのゼンマイを破壊する！　おまえはそれまで砲撃から皆を守ってくれ！」

　水ミ無ナ月ヅキは一方的に告げ、駆け出す。後ろでリタの叫ぶ声がした。

「わ、わかったけど、ミナヅキ！　それっ、そのブラッディソード、ゼクスのなんだけど……噓うそでしょー!?」

　現実を受け入れられないリタを置き、水ミ無ナ月ヅキは跳躍した。

　迫る《ＨハーＷヴエー式しき》特殊兵の背中。そこに着地するなり、水ミ無ナ月ヅキは装甲の継ぎ目に長大なブラッディソードを突き刺した。力任せに剣を押し、装甲を開く。バキバキッと結合部が割れた。

　露あらわになった人工筋肉の束と神経ケーブルを切り払い、水ミ無ナ月ヅキは特殊兵の体内に侵入する。

　これだけの巨きよ軀くだ。使われている歯車のサイズも大きい。エーデルライト反応を目指し、少年は歯車と人工骨の間を進む。

　そして、水ミ無ナ月ヅキは《ＨハーＷヴエー式しき》特殊兵の胸の中心に辿たどり着ついた。

「おまえか……」

　それを見たとき、水ミ無ナ月ヅキは思わず洩もらしていた。

　ゼンマイがあるべき場所にあったのは、ヴィルヘルムの肉体だった。

　灰色の髪をした青年は目ま蓋ぶたを閉じている。その身体からだには大量のケーブルが連結され、水ミ無ナ月ヅキの知らない巨大な装置に縛りつけられていた。

　エーデルライト反応は驚くべきことに青年の体内にあった。ヴィルヘルムがゼンマイを飲み込んでいるのだ。

　どうやらハウエルズは、ヴィルヘルムの脳だけではなく肉体まで使ったらしい。徹底的に利用された青年を不ふ憫びんに思いつつ、水ミ無ナ月ヅキはブラッディソードを持ち上げた。

「悪く思うなよ」

　彼の肉体ごとゼンマイを破壊するべく、剣を突き出す。

　ガン、と鉄板にぶつかったような感触が走った。

「な、に……!?」

　ヴィルヘルムの肉体に刃が通らない。どれだけ剣を押しても、彼を傷付けられないのだ。

　尋常ではない再生能力が働いている。傷付くより、再生する速度が圧倒的に早いのだ。一体、これだけの再生能力を実現させるのに、どれだけの血液を摂とり込んだのか。

　ハウエルズが《ＨハーＷヴエー式しき》特殊兵を「破壊不能」と言っていたのを水ミ無ナ月ヅキは思い出した。

　──ハウエルズの言っていた不滅とは、こういうことか……？

　外側を覆うヴィルヘルムの肉体が傷付けられない以上、中にあるゼンマイも守られる。

　どうする、と思ったとき。

　ヴィルヘルムの腕が水ミ無ナ月ヅキの腹を貫いていた。

「がは……！」

　人工血液を吐き、水ミ無ナ月ヅキは身体からだを折る。

　青年の目ま蓋ぶたが開いていた。得物を持たぬ素手が水ミ無ナ月ヅキを貫いている。赤い瞳は虚うつろで、何の感情も宿していない。おそらく脳を失っているのだ。それでも肉体が動いているのは、彼が《ＨハーＷヴエー式しき》特殊兵の一部として、プログラムに動かされているからだろう。

　ハウエルズはゼンマイを守護するシステムとして、ヴィルヘルムの再生する肉体を利用したのだ。

　水ミ無ナ月ヅキは青年の腕をブラッディソードで斬りつけるが、刃は通らない。くそ、と少年は後退した。腹からヴィルヘルムの腕が抜けて、水ミ無ナ月ヅキ自身の部品パーツが散らばる。

　そのとき、人工頭脳でアラートが鳴った。

　──人工血液の残量が三十パーセントを切りました。身体損傷率が六十パーセントを超えています。至急、帰還してください──

　どうやらカノンが紫陽花アジサイに搭載した新機能のようだ。損傷具合から人工頭脳が『帰還』を推奨してくれるらしい。

　なんとも彼女らしいと思ったが、水ミ無ナ月ヅキは無視した。

　ここでゼンマイを破壊しなければ、《ＨハーＷヴエー式しき》特殊兵は止められない。

　水ミ無ナ月ヅキはブラッディソードに魔術を込める。斬れないならば、雷撃で打開するまでだ。

「くっあああああああっっっ───！」

　紅あかい剣先を青年に突き立てる。

　灼やける魔術回路。紅あかい剣が紫電を放つ。頭の中が発熱していた。蓄積された血液が薪のようにくべられ、燃え盛る。

　ヴィルヘルムの身体からだは帯電し、バチバチと音を立てていた。己の魔術を託し、水ミ無ナ月ヅキはその剣に渾こん身しんの力を込め、

　唐突に、水ミ無ナ月ヅキの喉をヴィルヘルムの指先が穿うがった。

　絡から繰くり少年は瞠どう目もくする。

　剣すらも通さない、異常な再生能力を宿した身体からだ。その手が少年の人工皮膚を破るのは容易だった。首には大量の神経ケーブルが通っている。ブチン、と身体からだ中じゆうのあちこちで感覚が消失した。

　機械音声が事務的に告げる。

　──人工血液の残量が二十パーセントを切りました。身体損傷率が八十パーセントを超えています。至急、帰還してください──

　水ミ無ナ月ヅキの手からブラッディソードが消える。

　魔術の源である血液を使い果たしたのだ。

　ヴィルヘルムは少年の喉に手を差し入れたままだった。システムとなった青年は無表情のまま言葉もなく、侵入者の排除のために少年の首を潰していく。

　水ミ無ナ月ヅキは青年の手首を摑つかむが、損傷の激しい少年の力ではビクともしなかった。

　得物を失い、万策尽きた水ミ無ナ月ヅキは霞かすむ視界に目ま蓋ぶたを閉じかけ、

　──もうっ、また無理をしたの？──

　怒ったようなカノンの幻聴が聞こえた。

　目を見開く。

　──どうしてそうなの。いつも自分を犠牲にして戦うんだから──

　幻聴じゃない。トリガー式の隠しプログラムだ。

　それに気付いて水ミ無ナ月ヅキは驚く。

　機械の人工頭脳によってカノンの声が再生されていた。おそらく、一定以上の損傷が出たら発動するようになっていたのだろう。

　カノンが紫陽花アジサイを作った際に、あらかじめ仕込んだプログラム。

　いわば、これはカノンからのメッセージだった。

　──あなたのコンセプトは『家族』。家族は戦場から無事に帰ってこないといけないの──

　自身を呪われていると語った少女。

　彼女は長い間、孤独に苛さいなまれていたのだ。

　だからこそ、このプログラムを入れた。もう二度と『家族』を失わないために。

　水ミ無ナ月ヅキの中で、カノンは祈る。

　──お願い。わたしの元に戻ってきて──

　カノンのメッセージ再生が終わる。

　刹那、隠しプログラムから大量のファイルが展開された。

「っ!!」

　頭の中に膨大な情報が流れ込む。ファイルが次々と開かれ、新たなプログラムが書き加えられていく。まるで天啓を受けたようだった。同時に体内を何かが駆け巡る。

　カノンの隠しプログラムの全容を即座に理解し、水ミ無ナ月ヅキは口角を持ち上げていた。

　──ああ、必ず戻る。

　右腕を持ち上げる。

　空の右手。いや、正確には空だった右手だ。

　少年の右手首からは、体内で封印されていたアサシンブレードが顕現していた。

　それは、カノンが密ひそかに用意していた奥の手。

　水ミ無ナ月ヅキすらも一瞬前まで存在を知らなかった最終手段。

　孤独な技師の少女が『家族』の絡から繰くり少年に込めた、切実な想おもい。

　魔術を打ち砕く銀の刃で、水ミ無ナ月ヅキはヴィルヘルムの身体からだごとゼンマイを貫いた。
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　一九八一年、一月。公女カノン＝ビャクダン＝ヘルヴァイツを擁立した吸血鬼王ローゼンベルク軍は大公の宮殿とヘルヴァイツ新公国軍を制圧。大公ヨハネス六十六世を退位させ、カノンを大公女として即位させる。

　同時に公女カノンは、人間と吸血鬼が平等である新共和国の樹立を宣言する。

　これにて、ヘルヴァイツは再び二種族が共存する世界で唯一の国となった。







　即位式で大公の宮殿を七年ぶりに訪れたカノンは緊張していた。

　白亜の門には荘そう厳ごんな宮殿へと続く真紅の絨じゆう毯たんが敷かれている。その両脇にはずらりと衛兵が並び、公女カノンの入城を待っていた。

　イエッセル市街を巡った盛大なパレードを終え、儀礼用の華やかな軍用車から降り立ったカノンは立たち竦すくむ。

　傍そばにいたローゼンベルク王が、ドレスを纏まとった少女を見上げた。

「如何いかがした？　今日よりここがそなたの居城ぞ」

　ローゼンベルク王の後ろにはリタとバルサスがいた。リタは微ほほ笑えんで、バルサスは神妙な顔つきで白銀の少女を見つめている。

　宮殿の周囲には大公女の即位を祝う群衆が集まっていて、その声が宮殿の敷しき地ち内にも響いてきていた。

　カノンは胸に手を当てる。

「本当にここに帰ってきたんですね、わたし……」

　追放されたときは、二度と訪れることはないと思っていた。

　幼少期。まだ家族がいたときに住んでいた場所だ。

　楽しい思い出もあったはずだけれど、それは汚名を負わされたときに塗り潰されてしまった。むしろ、大公家への失望から強い忌避がある。

　複雑な表情を浮かべるカノン。彼女の後ろに控えていた水ミ無ナ月ヅキは少女に顔を寄せた。

「大丈夫か、カノン」

　少女が振り仰ぐと、漆黒の瞳がこっちを心配そうに見ている。

　新公国軍制圧の日、ボロボロになりながらも帰還した絡から繰くり少年。彼は家族としてカノンの元に戻ってきたのだ。

「うん」とカノンは頷うなずいた。

　真まっ直すぐ前を向く。荘そう厳ごんな宮殿へカノンは歩き出した。柔らかい絨じゆう毯たんを踏んで進む度に、綺き麗れいに梳とかされた白銀の髪が揺れる。

　漆黒の少年と吸血鬼王たちを従え、カノンは大公女の即位式に向かった。







　大司教から戴冠を受けて、その後すぐにカノンが行ったのは水ミ無ナ月ヅキの騎士叙任式だった。

　それは《白びやく檀だん式しき》の名誉回復のためでもある。

　共和国では禁忌とされた《白びやく檀だん式しき》に騎士の称号を与える。それは新しい共和国になったのを意味していた。

　水ミ無ナ月ヅキが《ＨハーＷヴエー式しき》特殊兵を破壊した後、ハウエルズは無事に身柄を拘束された。それによって彼の犯してきた罪が次々と明らかになり、連日メディアを賑にぎわせている。

　白びやく檀だん春はる海みは虐ぎやく殺さつ妃ひではなかった。《白びやく檀だん式しき》はハウエルズによって暴走させられていた。

　七年越しの真実は世の中を変えつつあった。

　儀礼用の軍服を着た水ミ無ナ月ヅキは、大公女となったカノンの前に跪ひざまずく。

　十六歳の少女には重い長剣でもって、カノンは絡から繰くり少年の肩を軽く叩たたいた。儀礼の動作が終わって、水ミ無ナ月ヅキはちらりと目を上げる。

　大公女の絢けん爛らんな冠をかぶって微ほほ笑えむカノン。その白銀には、今日も紫陽花アジサイの髪飾りが付けられていた。







　大公女即位式、騎士叙任式、大公女カノンと吸血鬼王ローゼンベルクによるイエッセル和平条約調印式、新共和国軍の再編、ハウエルズへの訴訟準備、戦闘用オートマタを巡る法改正、周辺諸国との外交……。

「あーもう、なんでこんなに忙しいの!?」

　車中でカノンは憤慨していた。

　運転用オートマタが運転する車には、他に水ミ無ナ月ヅキがいるだけだ。護衛として彼はカノンの隣に座っている。

　久しぶりに二人きりになって気が緩んだのか、カノンは白銀を乱して訴える。

「即位してから、やることがいっぱいで目が回りそう。どうして法律ってあんなに難しい言葉ばっかなの？　スケジュールは朝から晩までぎっしりだし、自由時間が全然ないんだけど……！」

「それが大公の仕事だろ。おまえはまだマシじゃないのか？　仕事の早いユーリがサポートしているわけだし」

　カノンが即位して一か月。ユーリはその知能を活いかして大公女カノンの右腕となっていた。大抵の政務はユーリがこなしている。カノンは最終的な判断をするだけだ。

　飄ひよう々ひようと言った少年に、カノンがむっとした顔を向ける。

「そういえば水ミ無ナ月ヅキ。わたしに謝ることがあるんじゃない？」

　謝ること？　と水ミ無ナ月ヅキは反はん芻すうした。

「……ああ、《ＨハーＷヴエー式しき》特殊兵と戦ったとき帰還勧告を無視し続けて、隠しプログラムまで出したことか？」

「それは本当に、次はないから。そうじゃなくて」

「……メティス・グループの最新モデルの人工筋肉をくすねて、おまえの机に置いたことか？」

「それやったの、水ミ無ナ月ヅキだったのー!?」

　しまった、と水ミ無ナ月ヅキは顔をしかめた。どうしても最新の人工筋肉を試してみたい水ミ無ナ月ヅキは、カノンが調整したくなるよう机に部品パーツを置いていたのだ。カノンの公務が忙しすぎて、結局それは果たされていないが。

　カノンはジト目で少年を見る。

「他にあるでしょ。水ミ無ナ月ヅキが謝らないといけないこと」

「いや、ない。俺の記メ憶モ領リ域ーにはもう何もないぞ」

　細々としたことがないわけでもなかったが、これ以上墓穴を掘りたくない水ミ無ナ月ヅキは黙る。

　と、カノンが車のシートに手をついた。両腕で少年を閉じ込める。藍色の瞳に至近距離で覗のぞき込こまれ、思わず水ミ無ナ月ヅキはのけ反った。

　少女は囁ささやく。

「ねえ、どうして黙ってたの、ゼクス」

「っ!?」

　何な故ぜバレた!?　と水ミ無ナ月ヅキは驚きよう愕がくしていた。

　カノンは恨みがましく水ミ無ナ月ヅキを見つめている。その頰が紅潮しているのは、病院での彼女自身の発言を思い出しているからなのか、はたまた、そのときゼクスが彼女に行ったことを思い返しているからなのか──。

　キッ、と二人を乗せた車が停とまった。

「目的地に到着しました」

　運転用オートマタに告げられ、水ミ無ナ月ヅキは好機とばかりにカノンの腕から抜け出す。

「お、降りるぞ、カノン」

　いそいそとカバンを抱えて下車する水ミ無ナ月ヅキ。車のドアを開けて少女が降りるのを待つ姿は、完璧な従者だ。

　カノンは不満そうな顔をしていたが、諦めたようにふっと息をついた。車から降りる。

　着いた場所はハイデン高等学院だった。

　そう、今日はカノンも水ミ無ナ月ヅキも制服を着ている。大公家所有の高級車から降り立った白銀の大公女と漆黒の騎士。二人に気付いた登校中の生徒たちがザワついていた。

　そこに真紅が駆け寄る。

「カノン！　ミナヅキ！」

　同じく制服姿のリタに、カノンがぱっと顔を明るくした。

「リタさん！」

　わああ、と二人の少女は手を取り合う。即位式以来、二人は多忙で会えていなかったのだ。

「よかった。リタさんも無事に復学できたんだね」

「ええ、先月から通っているわ。まだ人間の友達はできないけど、居心地は悪くないわね」

　元凶であるハウエルズがいなくなったことで、吸血鬼への偏見は収まってきているようだった。カノンが微ほほ笑えむ。

　リタが水ミ無ナ月ヅキに目を留めた。

「ミナヅキの復学も、よく認められたわね」

　もう水ミ無ナ月ヅキはオートマタなのを明らかにしている。

　オートマタとして初めて騎士の称号を与えられた、戦闘用オートマタ絡から繰くり騎き士し《白びやく檀だん式しき》水ミ無ナ月ヅキとして、彼は世の中に認知されているのだ。

「復学というより、俺の場合はカノンの護衛だけどな」

「オートマタが生徒として学校に通うのは認められていないけど、わたしの護衛として特別に教室にいるのを許可してもらったの。制服のほうが目立たなくていいしね」

「ふうん。え、じゃあ、定期試験受けなくてもいいわけ!?」

「ああ、授業は聞いてるけどな」

「うわあ、リタさん嫌なこと思い出させないでー」

　カノンが頭を抱える。

「一か月以上休学しちゃったから、単位どうなるんだろう……。授業のノートもないのに」

「焦あせることないじゃない。もう大公女なんだから、いっそのこと留年しても」

「やだやだ絶っ対やだ！　高校一年生を二回もやりたくないよ。勉強するために公務減らしてもらわないと！」

　カノンがそこまで言う理由がわからなくて、リタが首を捻ひねる。水ミ無ナ月ヅキも不思議そうな目になった。

　二人の様子を見て、カノンは笑顔になる。

「──だって、わたし早く一流の技師になりたい」

　はっきりと。

　自信を持って彼女がそう言うのを、水ミ無ナ月ヅキは初めて聞いた。

「実はね、博物館にある残りの《白びやく檀だん式しき》を修復して実用化する事業が計画されているの。吸血鬼とオートマタが協力して国防を担になえるように、今この国は動いている。その事業にわたしも技師として参加したい」

　大公女になった少女は、技師の夢も諦めていなかった。

　カノンの言葉にリタが頷うなずく。

「そうよね。オートマタと共同戦線を張るのはわたくしも賛成よ。この前もミナヅキは大活躍だったものね」

　言いながらリタは水ミ無ナ月ヅキの腕を取った。艶つややかな唇を寄せる。

「……やっと『いい女』って認めてくれたわね」

「っ！」

　カノンに聞こえないよう、そっと囁ささやかれて心臓が跳ねた気がした。

　ブラッディソードを見られた時点でバレたのはわかっていたが、こうして蒸し返されると恥ずかしくなる。ついでに腕がとっても柔らかい感触に包まれていて、水ミ無ナ月ヅキは顔を背けた。

「いや、それは、まあ……」

　モゴモゴする水ミ無ナ月ヅキに、不敵な笑みを浮かべているリタ。

　怪しい二人にカノンが目を尖とがらせる。

「リタさん、なんで水ミ無ナ月ヅキにくっ付いてるの!?　水ミ無ナ月ヅキもなんだか照れてる!?」

　カノンが負けじともう片方の腕にくっ付いてきた。

　二人に腕を取られ、水ミ無ナ月ヅキはユーリと話したことをふと思い出す──。
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　即位式の後、「で、どうするんですか？」とユーリは訊きいてきた。

「どうする、とは？」

「ヘルヴァイツは平和になりました。ミナヅキ兄さんは吸血鬼に戻るんですか？」

「……おまえはどうする？」

　水ミ無ナ月ヅキの問いに、白衣の少女は眉を持ち上げた。

「おまえだって吸血鬼に戻れるだろう。培養槽にはおまえの身体からだもあるはずなんだ」

「戻るわけないじゃないですか」

　ユーリは迷いなく返す。

「潔いさぎよいまでの即答だな……」

「シャチョーは吸血鬼を嫌っているんです。あたしが吸血鬼になっていたら、面会もしてくれませんよ」

　ユーリは身柄を拘束されたハウエルズに何度も会いに行っていた。彼女の献身的な想おもいがいつか報われればいいと思う。

「でも、ミナヅキ兄さんは違うでしょう。おまけにミナヅキ兄さんは『不適合』です」

「……その言葉、久々に聞いたな」

　春はる海みが水ミ無ナ月ヅキに告げた『不適合』。苦々しさを伴う記憶に水ミ無ナ月ヅキは複雑な顔になる。

「きっとドクター・ビャクダンは強オ制ー命ダ令ーの不履行や極度の恋愛音痴の原因を調べていて、ミナヅキ兄さんの人工頭脳が時折、強力な電気を放つのに気付いたんでしょう。まさかそれが、ブラッディソードの性質によるものとはさすがに想像も付かなかったかもしれませんが──」

「待て！　そういうことだったのか……？」

　思わず水ミ無ナ月ヅキは声を上げていた。

　何な故ぜ、他の《白びやく檀だん式しき》と違って、自分だけが強オ制ー命ダ令ーに逆らえたのか。

　何な故ぜ、他の《白びやく檀だん式しき》には理解できる恋愛感情が、自分には理解できなかったのか。

　ユーリは水ミ無ナ月ヅキに呆あきれた目を向ける。

「だから『不適合』なんでしょう？　ミナヅキ兄さんの人工頭脳は、オートマタの身体からだと相性が最悪なんです」

　オートマタは機械だ。強力な電気を流せば、調子が悪くなる。

「ドクター・ビャクダンがミナヅキ兄さんをカノンちゃんに送ったのは、いわばリハビリですね。カノンちゃんと交流させることでミナヅキ兄さんの壊れた感性を元に戻そうとしたんでしょう」

　呆ぼう然ぜんとしている水ミ無ナ月ヅキにユーリは問う。

「そういうわけでミナヅキ兄さんはいつまた朴ぼく念ねん仁じんに逆戻りしてもおかしくないわけですが、どうします？　吸血鬼に戻らないことにはカノンちゃんと結婚もできませんよ」

「カノンはまだ十六歳だ。結婚は早すぎるだろう」

　ただでさえ、カノンを「吸血鬼王の傀かい儡らい」と非難する人間もいるのだ。内情を知っている水ミ無ナ月ヅキたちからしたら見当外れもいいところだが、そういう見方をする人も世の中にはいる。大公女のカノンを取り巻く情勢はまだ磐ばん石じやくとは言い難い。

　水ミ無ナ月ヅキは結論を下す。

「俺が戻るのは、あいつが夢を叶かなえてからでも遅くない」

　それまで絡から繰くり少年のまま、『家族』として彼女の傍そばにいようと思うのだ。




　　　[image: きごう]




　水ミ無ナ月ヅキが物思いに耽ふけっている間も、少女たちの会話は続いている。

「ふふん、カノンには内緒よ。ま、ミナヅキもやっと大人になったってとこかしらね」

「水ミ無ナ月ヅキが大人!?　……そ、それなら、わたしだって水ミ無ナ月ヅキと秘密のことしたんだから」

「なっ、秘密のことって何よ!?　聞き捨てならないわ。ミナヅキ、カノンと何したの!?」

「水ミ無ナ月ヅキ、リタさんと何があったの!?　以前とリタさんへの反応が違うんだけど！」

　二人は真剣な表情で少年を問い詰める。

　かたや白銀の大公女。かたや紅の吸血鬼王女。二人のプリンセスに両腕を抱えられた水ミ無ナ月ヅキは視線を彷徨さまよわせ、

「……二人共、授業に遅れるぞ」

　少女たちから腕を引き抜き、校舎へ走った。

「あっ逃げたわ、ミナヅキ！」

「もう待ってよ、水ミ無ナ月ヅキっ！」

　少女たちが追いかけてくる。三人の賑にぎやかな声が始業開始の鐘に重なっていた。
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　あとがき




　これにてヘルヴァイツ編は閉幕となります。

　春はる海みという人物に迫る極東国編、水ミ無ナ月ヅキのルーツを探る神聖ドイツ帝国編の構想がないわけではないです。《白びやく檀だん式しき》もまだすべて出てきていませんしね。（ちゃんとカレンダーが作れるくらいには考えています）

　が、本シリーズはここで一区切りです。何かが起これば続刊が出ますが、出ないかもしれません。いつだって物語の前には物語があって、物語の後には物語があります。私はただ、永遠に続く彼らの物語の一端を切り取って見せたにすぎないのです。

　本作に関わってくださったすべての方々に御礼申し上げます。

　担当編集の黒川さんには、作品の完成度を高めるのに大変ご尽力いただきました。

　シリーズを通してキャラたちを可か愛わいく＆カッコよく描いてくださったれい亜あさん、デザイナーの杉山さんには頭が下がるばかりです。

　最後に、この本を手に取ってくださった読者の皆さまに最大級の感謝を。ありがとうございました。願わくは、また別の物語でもお会いできますように。
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